




本学の「教育実習 1・2・3」という授業科
目について、私の担当授業（英語科）を例に
そのシステムや授業内容を描写したい。

「教育実習 1」は、3 年次後期配当科目で
ある。「教科教育研究 1」にて学習指導要領
や中学校／高校で行う授業の組み立て方や指
導案の書き方等の基礎を身に着けた上で、履
修する。「教育実習 1」ではより実践的に特に
模擬授業を体験しながら、また他の学生の模
擬授業を見て相互にフィードバックし合いな
がら学ぶ。

中学校と高校の教科書の内容、言い換えれ
ば学習項目とその学習時期についても熟知し
ていなければならない。例えば教育実習校に
て中学 2 年生の 6 月に教えるとすると、どん
な言語材料（文法項目や英単語）は学習済み
でどれがまだ未履修なのかを把握しておく
必要がある。6 月の中学 2 年生を対象に受動
態や完了形や関係代名詞を含む英語を使用
した場合、生徒は理解できずに混乱するから
である。

模擬授業では、授業 1 回分の流れや構成を
意識してもらうために、前半と後半でそれぞ
れ約 25 分を分担し 2 人一組で 50 分授業 1
回分の模擬授業をおこなう。中学校に教育実
習に行く学生は中学校の模擬授業を、高校に
教育実習に行く学生は高校の模擬授業をお
こなう。学習指導要領等で示されている方針
に従って、言語学習と同様に言語活動にも時
間を割き、できるだけ英語を使用し、聞く・
話す・読む・書くの 4 技能をバランスよく
取り入れることが求められる。音読練習
（chorus/buzz/individual  reading）やペ
ア／グループ・ワークの採り入れや、生徒の
興味を引きつけるために小物や写真や絵を
使用したりゲーム的要素を取り入れた言語
学習／活動タスクも推奨される。

他の履修学生は生徒役として参加し、また
同時に授業後にコメントペーパーに模擬授業
の良かった点や改善の余地のある点等を書い
てもらう（peer feedback）。また数名にはそ
の場でみんなの前で口頭でも指摘してもら
う。その後、教員も全体の前で口頭でフィー
ドバックする。より本質的な指摘やより重要
な指摘は生徒役でもあった学生によって先に
フィードバックされることが多く、教員から
はまだ指摘されていない残りの周辺的な細か

いことや使用した英語
（特に発音）に関するこ
とが多かったりする。

模擬授業は、ビデオ撮
影される。そのビデオ撮
影されたデジタル情報
は、模擬授業者が持参し
たUSBメモリースティッ
クに移して授業後すぐに渡している。また、
他の履修学生からのコメントペーパーは、模
擬授業後すぐに授業者に目を通してもらう。
次の週の授業にて、他の学生も全員コメント
ペーパー全部に目を通してもらってお互い
に学び合ってから、そのコメントペーパーは
模擬授業者にプレゼントされる。授業者は、
ビデオ撮影された自分の模擬授業を自分で
視聴し、またピア・フィードバックを参考に
して、A 4 で 1 枚程度の自省レポートを提出
する。

4 年次前期配当科目である「教育実習 2」
では、実際に中学校／高校で約 3 週間教育実
習をおこなってくることが一番の山場にな
る。実習前には事前指導があり、また模擬授
業は実習校で使う教科書の実習期間中に扱
うであろう箇所を一人 20～25 分単独で実
習中と同じ服装・身だしなみでおこなう。実
習校から帰学後は、パワーポイントを使って
報告のプレゼンテーションをし、また日々の
記録や自省を書いた「教育実習日誌」を提出
し、事後指導を受ける。

4 年次後期配当科目である「教育実習 3」
では、3 年生の「教育実習 1」と同時開講で
あるが、4 年生は模擬授業の一部として、中
学校／高校の授業でおこなう英語による挿話
や帯活動を約 5 分間でおこなう。

「教育実習 1&3」では、授業以外にレポー
ト 4 回（英語科教育関連の学会参加、DVD
視聴、専門雑誌、指定教科書の 4 種類）の提
出を義務付けている。詳細は、本誌平成 23
年度版第 14 号 pp. 6-7 に記している。ま
た、教職公開講座（10 月第 1 土曜日）と専修
大学教育学会（11 月 23 日祝日）は、授業の
一環として組み込んでおり全員が出席する。

「教育実習 1・2・3」を通して、英語科教
員としての実践的能力を身に着けてもらうよ
うにしている。
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表題はイタリア語で パッソ・ア・パッソと読み、「一歩ずつ」という意味です。
地道に努力して難関に挑戦し、突破してほしいという願いが込められています。
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教職課程 … 中・高等学校の教員免許状取得

司書教諭課程 … 学校図書館の専門職

司書課程 … 公共・大学図書館等の専門職

学芸員課程…博物館の専門職

■4つの資格課程

「教職課程」は、大学卒業後、国公立・私立学校の教育職員（教員）になろうとする者が教育職員免許状を取得す
るためのものであり、教員を養成することを目的としています。加えて、平成 10 年より「小学校及び中学校の教
諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律」（介護等の体験法）が施行され、中学校の教諭
の普通免許状を取得しようとする者には、介護等体験が義務付けられています。

公立学校の教員になるためには、教育職員免許状を取得（取得見込）した上で都道府県及び政令指定都市教育委
員会の実施する「教員採用候補者選考試験」に合格しなければなりません。

<本学で取得可能な免許状>

※「教員免許更新制」
平成 21 年 4 月の新免許法の施行に伴い、免許状には最長 10 年間の有効期間が設けられ、免許状を失効させない

ためには、10 年毎に免許状更新講習を受講して、免許状の更新を行うことが義務付けられました。講習を受講しな
かった場合や受講後の更新手続きをしなかった場合は、免許状が失効することになります。これが教員免許更新制
です。受講資格は、現職教員の他、教壇に立つ予定にある者のみが持ちます。

「司書教諭」とは、小・中・高等学校等の教育に不可欠な学校図書館の専門的な仕事に携わる教員のことです。
司書教諭は教育の現場で他の教職員と協力しながら、学校図書館の資料提供はもとより、児童・生徒に対して図書
館利用や読書に関する指導をしたり、教員に対して図書館を活用した授業展開ができるように支援するといった役
割を担っています。

司書教諭の資格は教育職員免許状を持たなければ有効にはなりませんので、司書教諭の資格取得を希望する者は
教職課程と司書教諭課程の両方を履修する必要があります。

2003 年度からは 12 学級以上の規模の学校には必ず司書教諭を配置することになりました。そのため、教育の現
場では司書教諭有資格者のニーズが高まっています。

「司書」とは、公共図書館、大学図書館、研究機関や企業の図書館・資料室などで、資料（図書、雑誌、ＤＶＤ
等）を収集し、利用者に対して適切に提供する専門職のことです。
司書の資格を取得するには、司書課程を履修する必要があります。
司書課程では、図書館の歴史や仕組み、資料の選び方や整理の仕方、急速に普及している電子メディア（インタ

ーネットなど）の活用法、出版流通の仕組み、子どもや障害のある人に対する図書館サービスのあり方など、図書
館に関連する幅広い知識・技術を学びます。

生涯学習社会・高度情報社会といわれる今日、司書の果たすべき役割は非常に大きく、熱意と素養のある人材が
求められています。

「学芸員」とは、博物館において、資料の収集、展示、保管、調査研究、その他これに関連する社会教育的活動
などの専門的な仕事に携わる職員です。ここにいう博物館とは、美術館、歴史資料館、民俗資料館、民芸館、文学
館、動・植物園、水族館などあらゆる分野の公・私立の施設を指しています。こうした博物館に勤務するためには、
学芸員の資格を有することが必要です。学芸員の資格を取得するには博物館法第5 条に、学芸員は「学士の学位を
有する者で、大学において文部科学省令で定める博物館に関する科目の単位を修得した者」と規定されています。

ひとくちに博物館と言っても、歴史資料や考古資料、美術品など、扱う資料によって種類はさまざまです。学芸
員を目指すなら専門知識を高めておくことも大切です。また学芸員の資格を活かし、博物館をサポートする職種に
つくことも可能です。

学　　　部 学　　　科 種　　類　・　教　　科
中学校教諭一種免許状 高等学校教諭一種免許状

経済学部 経済学科 社会 地理歴史、公民、商業
国際経済学科 社会 地理歴史、公民、商業

法学部 法律学科 社会 地理歴史、公民
政治学科 社会 地理歴史、公民

経営学部 経営学科 社会 公民、商業、情報

商学部 マーケティング学科 社会 地理歴史、公民、商業、情報
会計学科 商業

文学部

日本語学科 国語 国語
日本文学文化学科 国語 国語、書道
英語英米文学科 英語 英語

哲学科 社会 地理歴史、公民
歴史学科 社会 地理歴史、公民

環境地理学科 社会 地理歴史、公民
人文・ジャーナリズム学科 社会 地理歴史、公民

ネットワーク情報学部 ネットワーク情報学科 数学 数学、情報

人間科学部 心理学科 社会 公民
社会学科 社会 地理歴史、公民



教員を目指す 
あなたへ 

本が好き 
図書館で働きたいなら 

博物館・美術館で 
働きたいなら 

教職課程 

司書・司書教諭課程サポート 学芸員課程サポート 

司書課程就職（進路）懇談会 12月開催 文化財セミナーを開催 

司書課程・司書教諭課程 学芸員課程 

 教職・司書・司書教諭・学芸員課程ガイダンス 

1～4年次 

教職課程履修登録 
4月上旬 

3・4年次 

介護等の体験 
（中学校教諭免許状取得希望者） 

5月下旬～3月上旬 

4年次 

教育実習 
5月～11月 

卒業時（事前に申請した者） 

教員免許状の交付 
3月 

1～4年次 

司書課程履修登録 
4月上旬 

3・4年次 

図書館実習 
（希望者） 

8月～11月 

3・4年次 

博物館実習 
（館務実習） 
7月～9月 

卒業後（希望者） 

司書資格取得 
証明書の申請 
および交付 

1～4年次 

司書教諭課程 
履修登録 
4月上旬 

卒業後（事前に申請した者） 

学校図書館 
司書教諭講習修了証書 

の交付 

1～4年次 

学芸員課程 
履修登録 
4月上旬 

卒業後（希望者）  

学芸員資格取得証明書 
の申請および交付 

 図書館関係者をゲストに迎え、
図書館関連の就職や大学院進学に
ついて懇談をしています。  

 平成 20 年 10 月に専
修大学 130 周年記念文
化財セミナー「発想転換」
を開催しました。  

        



　本学では、これまで小学校教諭の免許状取得の道はありませんでした。ニーズの高まりに応

えるため、玉川大学と連携し、2007年度より小学校教員養成特別プログラムをスタートさせ

ました。本学に在学したまま玉川大学通信教育部の科目等履修生となり、免許状取得に必要な

科目を受講し、卒業と同時に小学校教諭二種免許状の取得をめざすものです。

　ただし、免許状取得には本学の卒業要件単位と、中学校教諭一種免許状及び高等学校教諭一

種免許状を取得するための教職課程の単位を充足した上、さらにこのプログラムの諸科目の単

位を修得しなければなりません。ゆえに、プログラム参加学生は、多大な努力が求められるこ

とを十分に認識し参加してください。 

※このプログラムは小学校教諭二種免許状の取得を保証するものではありません。 

※商学部会計学科は除きます。  

 教職公開講座は、教職をめざす学生を対象にした入門講座です。年に1度、10月上旬の土曜

日に開催します。教員に採用された本学の卒業生を講師として招き学校の様子や教員採用試験

の対策について話していただきます。また採用試験官の経験者を招き試験の傾向や求められる

教師像などについて話していただきます。受講することで採用試験の準備がしやすくなるだけ

でなく、教員になるための学生生活の送り方も理解することができます。                                 

 多摩区・３大学連携事業として、川崎市多摩区と日本女子大学が取り組んでいる「学校教育

ボランティアによる学校サポート事業」に本学も参加しています。学生が川崎市多摩区内の小・

中学校に週1、２回程度ボランティアとして出向き、学校をサポートするものです。

　活動内容は、教科指導中の個別指導の補助、部活指導の補助、サポート学級の補助などです。

学校や児童生徒の理解、授業力の向上など教員としての資質の向上に役立ちます。今や教員志

望者にはボランティア経験が不可欠で、その貴重な体験の場となります。  

 本学と連携協定を結んでいる高等学校及び専修大学附属高等学校で、教科担当教員の指導の

下、教育活動に関する様々な研修を行うのが教科研修生制度です。現在、国語、英語、社会、情

報、数学、そして学校の特色に応じて設定される学校設定科目などで研修が行われています。教

育実習前に学校現場を体感し、教科等の指導を体験できる「教職版インターンシップ」と言える

貴重な制度です。

　研修期間は、半期間で特定の曜日に研修を行う形か、春期休暇期間中の一定期間に集中して研

修を行う形があります。

 教員採用試験の勉強を始めても、どのように対策を進めればよいか戸惑うことが少なくあり

ません。本学では、本気で教員をめざす者を対象に、低廉な受講料で教員採用試験対策講座を

開設しています。対象者は、本学学生と大学院生、本学の科目等履修生および卒業生です。毎

週土曜日に開講されます。受験指導予備校と提携し、1年間を通した計画的な指導が徹底して

行われるため、合格の可能性を高めることができます。 

※上記のプログラムや講座は、希望する学生のみを対象とするもので、教職課程を

 受講するすべての学生が対象となるものではありません。

    

教
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玉川大学との連携による小学校教員養成特別プログラム 

教職公開講座 10月上旬開催 

多摩区・3大学連携事業学校教育ボランティア 

教科研修生制度  

教員採用試験対策講座（エクステンションセンター主催講座） ガイダンス：4月、5月開講 

        



はじめに
地方自治体が設置する公共図書

館の運営に、住民はどのように関
わることができるのかを長らく
追究している。昨年度は、地域の
公共図書館をより良くする目的で
組織された、各地の住民団体への
インタビュー調査を通して、自ら
の時間と労力を活動に費やす人々
の献身に感銘を受け、また、その
バイタリティに圧倒された。一方
で、いずれの団体も、その活動を
地域住民全体に拡げていくことに
難しさを感じていることが見出さ
れた。すなわち、より幅広い住民
による図書館運営に関する合意形
成が求められているといえる。そ
して、その糸口は、住民間の「話
し合い」にあるのではないかと考
えている。
熟議民主主義と「話し合い」

図書館運営に住民間の「話し合
い」が必要であるという発想は、
熟 議 民 主 主 義 (deliberative
democracy）を背景としている。
熟議民主主義は、1990 年代半ば
より政治学において活発に議論さ
れるようになった新しい民主主義
論の一つであり、「人々の熟議
（熟慮と討議）の過程を経た合意
による意思決定に、正当性が付与
される」という考え方を基本とす
る。熟議の過程は「他者との「理
由」を巡るコミュニケーション」
であるとされ、他者の挙げる理由
が妥当なものとして受け入れられ
るときに各人に「選好の変容」が
生じ、「（集合的な）合意」に至る
とする。さらにその「（集合的な）
合意」は、合意していない者がい
ることを含意した暫定的なもので
あり、その暫定性において熟議の
継続の必要性が主張される。熟議
民主主義の新しさは、多数決に基
づく意思決定を主軸とするそれま
での選好集計型の民主主義論
（aggregative democracy）とは
異なり、最も多くの支持を得た選
好ではなく、最も「理にかなって

いる」、あるいは
「正当な理由であ
る」という同意に
依拠した意思決定
を志向している点
にある。このよう
な熟議民主主義の
理論を、公共政策
の検討や決定にお
いて実現するため
に、討論型世論調
査、コンセンサス
会議、計画細胞、そ
して、計画細胞を
部分的に修正して
我が国で実施されている市民討議
会などの、多様な手法が実践され、
議論が重ねられている。2007 年
には多摩市（東京都）において
「市民が求める多摩市の図書館・
図書館サービス」をテーマとする
市民討議会が開催された。

「選考の変容による（暫定的
な）合意」という「熟議」の理論は
大いに魅力的ではあるものの、現
在のところ実証性に欠けることは
否めない。ただし、この新しい民
主主義論の存在によって、住民間
の「話し合い」の必要性を説く際
の「あまりにも素朴すぎる」とい
う指摘は、いったん留保されるの
ではないだろうか。
「話し合い」のあり方

図書館運営に関する住民間の
「話し合い」のあり方として、ま
ずは、相互理解のコミュニケー
ションから始めることが望まし
いと考える。加留部貴行は「話し

合い」について、交流や共有を目
的としてお互いが気楽におしゃべ
りをする「会話」、探求や発見を目
的として多様な言葉や感情の交
換・交流を行う「対話」、対話の中
に、「まとめる・決める」という要
素が入る「議論」に３分類したう
えで、“対話の重要性を意識してみ
てほしい”と述べる 1）。また鷲田清
一は、都市部の地域社会において
は“たまたま同じ地で暮らすこと
になった、互いに見ず知らずのひ
とたちが、その地域を運営してゆ
くためにたがいに異なる思いを
きちんと交換する、そういうコミ
ュニケーション”が求められてい
ると指摘する 2）。2015 年 6 月に、
アメリカ図書館協会の年次大会
に参加した時のことである。ある
セッションで、発表者からの
「・・・について、皆さんはどう
いう方法があると思うか」という
問いかけに対して、フロアから多
くの手が挙がり、いろいろなアイ
ディアが出された。なるほどアメ
リカ的だと興味深く見守っていた
ところで、「では、これらの方法
について、お隣同士で話してみて
ください」という展開になった。
うぅ英語が・・・と思いつつも、
偶然居合わせた初対面同士の、私
も含めて様々な地域から参加した
女性３人が、それぞれの経験やア
イディアを話し合う。私のたどた
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公共図書館運営に住民間の「話し合い」を

アメリカ図書館協会年次大会（2015）
（開催地のサンフランシスコ）

アメリカ図書館協会年次大会 2015
（セッションが終わったところ）



どしい英語がどの程度通じたかは
いざ知らず、その限られた時間の
話し合いはまさに、「互いに見ず
知らずのひとたち」が、探求や発
見を目的として多様な言葉や感
情の交換・交流を行う「対話」で
あったのだと思う。それが、一つ
のテーマについて集中して深く考
える機会となることも実感した。

村田和代も、地域社会において
は“意見を戦わせて勝ち負けが決
まり分断するのは避けるべき”で
あり、“話すことで異なる価値観
をすり合わせていく、互いを交渉
しながら着地点を見つけていく相
互理解のためのコミュニケーショ
ン”が求められるとするが 3）、一方
でこの指摘は、拙速な合意を回避
し、時間をかけた「話し合い」の
必要性を示唆している。住民間の
合意は不可欠であるものの、時間
がかかる。また、時間に伴う労力
もかかる。現代社会において、い
わゆる「そんな悠長なこと」が許
容されるであろうか。

たまたま同じ地域に住んでいる
人たちが、図書館運営に関する考
えや意見、期待を率直に話し合う
機会をいかに設定し、いかに合理
的に合意形成に至るようにする
か。その実現に向けた、様々な実
践と研究の蓄積による試行錯誤が
求められているといえる。
「話し合い」の実践研究

2016 年 3 月に龍谷大学で開
催された、「話し合い学」構築を
めざして」という二日間にわたる

ラウンドテーブルでは、地方議
会、裁判員裁判の模擬評議、自治
体の政策過程など、様々な現場で
の「話し合い」を対象とした研究
報告と活発な討論が行われた。発
表者は日本語学、都市計画論、心
理学、政治学、社会学と多彩な学
問領域の研究者であり、学際的な
アプローチのもとに「話し合い」

が研究されている状況を目の当た
りにする機会であった。図書館運
営に関する住民間の「話し合い」
の研究も、他の学問領域の成果か
ら多くの示唆が得られそうであ
るし、他領域の研究にも貢献しう
るように思われた。さらに、黙っ
ている人は「良い聞き手」である
という考え方や、順々に発言を求
める進行（順々システム）の合理
性、「妥協」を意義あるものとし
て再考する必要性など、「話し合
い」に関する固定観念が問い直さ
れていることに大いに刺激を受
けた。
授業で「話し合い」の実践

たまたま同じ講義を受講した学
生同士が、図書館についてお互い
に話し合うことができれば、それ
が地域の図書館運営に関する話し
合いにも波及していくのではない
かと期待して、今年度の「図書館
基礎特論」では市民討議会の手法
を部分的に適用した「話し合い」
の機会を設定した。機械的に振り
分けた４～５人のグループは、い
ずれも自己紹介の後に、ぎこちな
い話し合いを始めた。早く結論を

出そうとするグループがある一方
で、長い沈黙のグループもあっ
た。斬新なアイディアを活かしき
れずに無難にまとめてしまう場面
や、ある一言をきっかけに沢山の
様々なアイディアが出される場面
もあった。固定観念にとらわれる
ことなく、柔軟な発想を存分に分
かち合うような話し合いができな
いものか。次年度に向けた教育面
での新たな課題である。
おわりに

2015 年度は国内研究員として
研究に専念する機会を頂いた。上
記は、その貴重な 1 年間を終え
て、次なるステップに進むため
の、私自身の決意表明のようなも
のとしてご了承いただきたい。研
究も教育も、果てしないものだと
つくづく思う。現在は一途に研
究・教育に取り組んでいる。この
夏に、ミュージカル「ウィキッド
(Wicked) 」を観た。もう何度も
観ているが、全く飽きない。今回
も、オズの国の人々の群舞はとて
も素晴らしかった・・・が、人々
が主人公の「良い魔女」の発言
に、一様にうなずき、喜び、憂え
るばかりなのが、途中からどうに
も気になってしかたがなかった。
少しは自分たち同士で、話し合っ
たらどうなのか・・・と。

1）山岡龍一，岡崎晴輝．市民自治の知
識と実践．放送大学教育振興会．
2015.p.204.
2）鷲田清一．しんがりの思想（角川新
書）2015.p.210.
3）村田和代．まちづくりへの市民参加
と話し合い．日本語学．
2014,vol.33,no.11,p.35.
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2006 年の教育基本法の改正に
より、小・中学校および高等学校
においては基礎的基本的な知識・
技能・思考力・判断力・表現力等
を調和的に育むことが必要とされ
ている。その中でも言語活動や理
数教育、道徳教育
や体育、芸術・文
化に関する教育の
充実はとても重要
になってきてい
る。学習指導要領
の次期改訂を目前
とし、ここでは、
小・中学校におけ
る国語科の書写、
高等学校における
芸術科：書道の授
業に欠かせない用
具用材について改
めて考える機会と
したい。実際に書
道の道具に触れたり、「書きぞめ」
等を通し実感を伴う学習を重視す
ることは小・中高問わず書写・書
道教育においては重要である。一
方、書道は世界的に日本の文化と
して認められるにつれて、その情
報発信の媒体（ツール）としての
役割をも担うようになってきて
いる。私自身、専修大学においてカ
ルガリー大学の学生への書道入門
講座を実施したところ、「かく」こ
と同様、書道の道具に対する関心
が高いことにも驚かされた。具体
的に用具用材に焦点を絞った書道
の学習が功を奏したともいえる。

古来、筆・墨・硯・紙という用
具用材のことを「文房四宝」と呼
び、それらは大切に使用されてき
た。書の表現とは先ず、これらの
用具用材をどのように扱うかに
よって作品の表現に大きな影響が
生じるといっても過言ではない。
因みに、ここでの文房とは文房具

ではなく書斎を指している。

筆
殷時代の甲骨に筆を意味する

「聿」（　）があることや河南省よ
り戦国時代の筆が出土しているこ

とから筆の起源はかなり古いこと
がわかる。国内では主に東京・愛
知・奈良・広島において生産され
ている。筆は藁や竹などの筆もあ
るが、主に動物の毛を原料として
いる。筆の種類は穂の長さや筆毛
の硬さや穂の形などによって様々

であるが、毛の種類は小筆であれ
ばイタチ・タヌキ、中筆以上であ
れば山羊や馬の毛を原料とするも
のが多い。また和筆の製法は、毛
の原料を中国から大量に輸入し日
本国内でいくつもの工程において

職人の手によって
精巧に仕上げられ
るものである。因
みに今の中国では
山羊が食肉用とし
て大量に消費さ
れ、しかも生育の
速い段階のものが
流通するようにな
ったため、毛足の
長い（＝生育年数
の長い）山羊の毛
は、とても貴重で
高価とされてい
る。毛であれば何
でもよいと誤解し

ている児童や生徒へは、授業にお
いて胎毛筆にもふれ、筆は先を切
りそろえていない動物の毛でない
とならないことを理解させたい。
つまり、一度切った（散髪した）毛
は筆にふさわしくないのである。

墨
墨の起源は殷墟から墨書した陶

器の破片が発掘されているので文
字を書く筆と墨は用いられていた
ことになる。どのような墨なのか
はわからない。ただし、漢時代に
は煤を練り固めた墨丸を硯で磨る
というより煤の塊を石の上で磨り
潰すような使われ方をしていたよ
うである。現在の墨の原料は煤と
膠と香料である。煤はカーボンで
ある。ただし、何を燃料として燃
やし採取できた煤なのかによっ
て、墨色が異なってくる。また墨
の種類もごま油や菜種油等の植物
油由来の「油煙墨」と松脂（マツ
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カルガリー大学の学生との楽しい授業　於  専修大学生田キャンパス書道室



ヤニ）に由来する「松煙墨」、鉱
物油由来の墨に大別される。その
判別は磨り口の光沢の具合や濃く
磨った墨の色でも判別できるが、
50 倍以上に薄めてみると油煙墨
は茶系に松煙墨は青みがかって見
えるはずである。よって古来より
「墨に五彩あり」といわれるほど
墨色は無限である。国宝である長
谷川等伯の「松林図屏風」を見た
ことがある人であれば墨の濃淡で
遠近感や対象物の質感等まで表現
できる力が墨には秘められている
ことにも気付く。書道においても
その効果を生かした名作が数多く
存在している。墨＝墨汁とイメー
ジする人が多いと思うが、墨汁は
正確にはスミとは呼べない。墨と
は固形墨を指すと考えたい。その
理由は墨の特徴が煤だけでなく、
本来は膠の成分やその保存状態
（経過年数）によって、墨の調子
（墨色や書き心地）が大きく変化
するからである。それに対し墨汁
は膠のかわりに化学糊の成分や樹
脂が配合され腐りにくい。また、
磨りたての墨の匂いは、香料によ
るもので、よく「墨臭い」とか言
われることがあるが、その匂いの
成分は麝香など漢方に由来するも
のが質の高いものとされている。
『枕草子』の「にくきもの」におい
て「…墨の中に石のきしきしとき
しみ鳴りたる…。」とある。平安時
代に清少納言が使用していた硯は

陶器によるものではなく石であ
ったこと、墨の中に何かしらの不
純物が含まれていたことが記され
ている。墨にも今昔の物語があり
そうである。

硯
墨を磨るのに適した石を加工し

て作られる。しかし、そのための
石といってもごく限られた地域の
岩盤でしか採取されない。書道専
門店には中国の硯が多く販売され
ている印象があるものの、国内に
も山梨や長野、宮城、山口が採取
地として知られている。それぞれ
の硯の特性は色・石質・価格も
様々であるが、良硯といわれるも
のは「墨のおり」や「発墨」が際
立って優れている。最近ではセラ
ミックや工業用ダイヤモンドを原
料とした人造硯も開発され用途に
応じて活用範囲も広がってきてい
る印象である。残念ながら現在の
授業において墨を磨ることは極め
て稀で、高校での芸術科書道で初
めて墨を磨る経験をする児童・生
徒がほとんどである。これまで、
高校最初の授業で「硯は何からで
きているの？」の質問に「墨で
す！」と答える生徒が少なからず
いた。不思議に思いながら、その
生徒の硯を確認すると硯が干から
びた墨汁でコーティングされてい
るところを目の当たりにし妙に納
得させられたことがある。最近で
は用具セットには硯のかわりに墨
池（プラスチック製の墨受け容

器）が組まれていることも多い。
当然のことながら従来あった固形
墨はない奇妙な用具セットが採用
されている。つまり、筆で文字を
黒く書くことだけに特化した商品
になってしまっているのである。
現場の要望にそったものだと思
うが、是非とも墨液は自分で墨を
磨ってこしらえる経験を授業に組
み込んで頂きたいと切に願う。

紙
日本の紙は和紙、中国の紙は唐

紙という。一般的に書道の紙とし
ては、半紙の名称がよく使われる
が、厳密には原料や大きさ、用
途、模様等の作成方法によって
様々な呼び名があり複雑である。
紙は漢時代にはすでに紙を漉いて
いたとされる。それまで木や竹の
細長い札（竹簡・木牘）や絹に書
かれていたものが紙の発明によ
り、実用面においてその伝達、記
録の手段として大変重宝された。
さらに、手紙などの私的な自己表
現の手段にも使用され始めると古
典といわれる名作が数多く誕生し
ていくのである。まさに書の美を
つかさどる画期的な発明だったと
いえよう。しかし、十把一絡げに、
紙といっても洋紙と漉き紙では原
料や作り方は大きく異なる。前記
の墨との相性は紙によって決まる
といわれるが、洋紙では表面が圧
着され滲まないことや、筆による
紙触り、擦れや滲みが乏しく書と
しては不向である。また、原料に
関していえば漉き紙が、その地域
に自生する植物の長い皮繊維と自
然由来の糊成分で結合させ乾燥成
型して作られるのに対し、洋紙は
原料が木材チップ（パルプ）を粉
砕し短い繊維を原料に圧着ロール
成型する工業生産であるところに
大きな違いがある。よって、洋紙

資格課程年報『パッソ ア パッソ』No.19/28 9

《日本製の膠》

《硯の積層》



の耐久性は低く、野外に数か月放
置しただけで極めてもろい状態に
劣化してしまう。日本の紙の原料
で代表的なのは楮、三椏、雁皮であ
る。国内で生産されている書道半
紙の原料は楮が多く、三椏はその
優れた耐久性から日本紙幣の原料
として混ぜられ、雁皮は加工され
仮名の鳥の子紙に仕立てられる
他、その薄さや透明感から転写に
も優れていて重宝されている。そ
の他、最近では反古紙（使用済み
半紙）をリサイクル原料とした半
紙＝再生半紙が商品化され環境教
育の面でも注目され話題となって
いる。

おわりに
最近のニュースでは福岡県で弥

生時代後期（1～2 世紀）とみら
れる硯の破片が複数発見され、伊
都国の外交文書の作成がなされて
いた可能性が高まったと報告され
た。日本において一部の知識人
が、律令制度が整うかなり以前か
ら文房四宝を用い文字を書き文書
のやり取りをしていたことをしめ

す史料として注目された。学校教
育においては、取上げなければ出
合うことのない教材や経験するこ
とのない活動を子供たちに提供す
ることも大切である。その意味で
は、その成長の時期に応じて文字
そのものや手書き文字、筆文字の
技能面だけでなく文房四宝（用具
用材）について学ぶことは必要と
考える。

書道の展覧会などで、文房四宝
の簡単な職人体験ができる特別企
画やワークショップがかなりの盛
況を得ている。文字を「かく」こ
とよりも「うつ」ことが多くなり
つつある今こそ、文房四宝にも注
目し書写・書道（小中学校の国語

科・高校の芸術科）の授業におい
て文房四宝や文字文化について
「協調学習」や「アクティブラー
ニング」を取り入れた授業を研究
することはこれから必要になるに
ちがいない。

さらに、書道教員を目指してい
る諸君は、書を教育としてだけで
なく是非とも国際的文化交流にも
大いに役立てられるという希望を
もって教職資格の取得に臨んでほ
しい。

参考：『次期学習指導要領等に向けた
これまでの審議のまとめ』平成
28 年 8 月 26 日中央教育審議
会初等中等教育分科会・教育課
程部会
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1 ．はじめに
春先四月の最初の講義で、私は国語科教師

を目指す学生諸氏に対して、次のような問い
掛けをしてみた。「『教育』という熟語がありま
すが、この語を訓で読むとすると、皆さんはど
う読みますか？」と。唐突な発問に、学生達
は異口同音に「教え育てる」「教え育む」と答
えてくれた。「教師が児童生徒達に対して（国
語を）教えるんだ。」「国語科教材を通して教
師が子ども達を育てるんだ。」と、殆ど全ての
学生達は「教育」を教師中心に展開されるもの
という理解をしていることに驚かされた。私
はここに新しい国語科教育という様々な試み
の原点があると考えている。

「師弟共流」という語がある。これは芦田
恵之助が大正 14 年に、その著『第二讀み方
教授』の中で提唱した考え方である。（注 1）

「私は教師中心の読み方教授の中で育っ
て、その欠点を自覚し、徐々に殻をぬいで来
たものです。さうして所謂児童中心のずばぬ
けた読み方教授を行ってみたことのないもの
です。その意味はわからないのですけれど
も、虚心坦懐に見てゐて、児童を解放したよ
うな長所の裏側に、前に述べたやうな如何は
しいふしも見えます。もし私に児童中心の読
み方教授に理解がないやうに見えましたら、
それは実験を持たない私の経歴が然らしめて
ゐるので、自分の味愚をかなしむと共に、御
寬恕を請ふ外はありません。たゞ児童中心の
読み方教授研究者が、かつて教師中心の読み
方教授に欠点を発見されましたやうに、児童
中心の読み方教授にも本質的に欠点があるや
うに見えます。引ずっても、教師の思ふ所に
児童を引ぱって行かうといふ、教師中心に欠
点があるとしたら、児童の行くがまゝに、教
師がついて行かうといふ、児童中心にも欠点
がありませう。引くにも罪があれば、押すに
も罪がありさうです。教育はそんなに引いた
り、押したりしないで師弟共に向上の一路を
たどるべきものではないでせうか。而もその
間には、打てば火の出るやうな緊張が持続せ
られ、謙虚・満足・感謝の心持に運ばれるも

のではないで
せうか。」と記
している。

これこそが
新時代の国語
科教育に不可
欠な教師の姿
勢ではないだ
ろうか。教師
と生徒の間に
ある教材は、
互いに協力し
合って学ぶ事
によって、それぞれの自己啓培に繋がってい
くことになろう。したがって、単に「教え育
てる」と訓じるのではなく、児童生徒に対して
「教え育て」ながらも、教師自身が児童生徒か
らはもちろん、同僚や先達から、また保護者や
地域住民といった様々な教育協力者から「学
び教わり、一人の教師として成長する（育つ）」
という柔軟で謙虚な姿勢が最も重要な資質で
あると確信している。

今、様々な教育（授業）方法が提唱されて
いるが、新人教師はもとより熟練したベテラ
ン教師もその豊富な経験に拘泥することなく
頑なな姿勢を崩して、新しい時代に即した新
しい試み（教育・授業）を、まさに柔軟かつ
謙虚に学び受け入れていく事が肝要と言わざ
るを得ない。

2 ．新しい教育活動について
近年取り沙汰されている新教育を、私は

「Ａ・Ｉ・Ｇ」と呼んでいる。アクティブラー
ニング・ＩＣＴ活用教育・そしてグローバル
教育である。次期学習指導要領においては、こ
の三つの言葉が散見されることとなろう。授
業中、児童生徒が「集中して前を向いてい
る。」「静かに教師の話に耳を傾けている。」
「しっかりとノートを取っている。」といっ
た旧来の古典的授業から脱却して、児童生徒
の受動的学習から生徒主体・生徒参加型の能
動的学習への転換が求められている。これま

これからの国語科教師
―新学習指導要領施行を目前にして―

文学部　兼任講師　根本　欣哉
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でのような教師が一方的に知識を伝え教える
という講義型の授業に対する反省と国際化・
高度情報化といった社会環境の変化に対応す
べき「生きる力」「21 世紀型スキル」の育成
という両面から、教師一人一人の授業のみな
らず教育活動全てに対する意識の改革が急が
れているのであろう。国語科だけでなく各教
科の授業の中で、ＰＢＬ（Project Based
Learning… 課 題 解 決 型 の 授 業 ) や ＰＩＬ
（Peer Instruction Lecture…対話導入型授
業）を駆使して 21 世紀型教育（Ａ・Ｉ・Ｇ）を
実践していかねばならないということであろ
う。至極当然のことであり、速やかに現場教
師は取り組まねばならないことといえる。

ただし、ここで明らかにしておかねばなら
ないことは、戦後まもなく民主国家樹立に向
け青雲の志を以て掲げられた戦後初の学習指
導要領に、すでにこうした学校教育（授業）
を提唱されているということである。

昭和 22 年 3 月 20 日、試案として戦後教
育の根幹をなすものとして学習指導要領が発
布されたが、すでにその第 4 章「学習指導法
の一般」に、次のように記されている。（注 2）

「（学習指導とは）その意味をごく常識的
に考えると知識や技能を教師が児童や青年に
伝えることだと解するかも知れない。しか
し、教育の目標としていることがどんなこと
であるかを考えてみれば、ただ知識や技能を
伝えて、それを児童や青年のうちに積み重ね
さえすればよいのだとはいえない。学習の指
導は、もちろん、それによって人類が過去幾
千年かの努力で作りあげて来た知識や技能
を、わからせることが一つの課題であるにし
ても、それだけでその目的を達したとはいわ
れない。児童や青年は、現在ならびに将来の
生活に起こる、いろいろな問題を適切に解決
して行かねばならない。そのような生活を営
む力が、またここで養われなくてはならない
のである。それでなければ、教育の目標は達
せられたとはいわれない。このような学習指
導の目指すところを考えてみると、児童や青
年は、現在並びに将来の生活に力になるよう

なことを、力になるように学ばなくてはなら
ない。（中略）このような教材をこのような
学び方で学んで行くように指導するには、ま
ず「学ぶのは児童だ」ということを、頭の底
にしっかりおくことがたいせつだということ
である。教師が独りよがりにしゃべりたてれ
ばそれでよろしいと考えたり、教師が教えさ
えすればそれが指導だと考えるような、教師
中心の考え方は、この際すっかり捨ててしま
わなければなるまい。（中略）児童や青年は、
まず自分でみずからの目的をもって、そのや
り口を計画し、それによって学習をみずから
の力で進め、更に、その努力の結果を自分で
反省してみるような、実際の経験を持たなく
てはならない。」

少し長く引いたが、すでに戦後まもなく、
近年提唱されている新時代の新教育は、この
時代に指摘され、綴られていることを我々は
自覚せねばならないと思う。学習は生徒中心
でなければならず、教師が一方的に講義をす
るのではなく、学校教育（授業）の場で、児
童生徒が主体的に、自ら学習の目的（道すじ）
を見出し、計画的に自らの方法で学習活動を
進め、そしてその結果を自ら振り返るという
学習の中で、「生きる力」を培っていくこと
を、すでにその目標として掲げられているの
である。にもかかわらず、教育現場では「偏
差値教育」や「受験戦争」という名の下に、戦
後日本の学校教育はその理念から徐々にかけ
離れていってしまったのである。私は今、新
時代にむけた新しい学校教育（授業）を考える
前に、まずはこの原点に立ち戻らねばならな
いと痛感している。母国の新しい門出に際
し、大きな教育改革を試み、教育者の自覚と
責任の重さを説く、この戦後初の学習指導要
領の理念をあらためて再確認することが何よ
りも急務ではないかと考えている。

昨年 6 月、時の文部科学大臣から「ゆとり
教育からの決別」という宣言があった。1970
年代、日本教職員組合の提唱に端を発した
「ゆとり教育」（「学校 5 日制」を含む）は、
その後 30 年間に及んだ。3 度の学習指導要
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領改訂に伴い、授業内容や授業時数の削減や
学校 5 日制実施、「総合的学習の時間」の新
設や「絶対評価」の導入など、様々な改訂が
なされてきた。未だ「ゆとり教育」の成果を
見届ける間もなく、文科省は「決別」とした。
「宣言」したのも「決別」したのも文科省で
ある。既定のものに対するアンチテーゼとい
うのは、確かに耳障りが良くたやすく支持さ
れ受け入れられるものではあるが、その都度
教育現場は混乱をきたす。決別宣言後の新指
導要領には、また新たな様々な示唆がなされ
ることであろうが、我が国の教育理念がまる
で大きな振り子のように一気に揺れ動くこと
を私は懸念している。前述の昭和 22 年の学
習指導要領の序論には、「これまでとかく上
の方からきめて与えられたことを、どこまで
もそのとおりに実行するといった画一的な傾
きのあったのが、こんどはむしろ下の方から
みんなの力で、いろいろと、作りあげて行くよ
うになってきたということである。」（注 3）と記
され、画一的な教育から個性を重んじる教育
へ、そしてその実現には教師一人一人の創意
工夫が不可欠である、と繰り返している。今
まさに、その創意工夫がもたらすそれぞれの
教師の個性（個々の能力）そのものが、数字
では表せない学校資産というべきではなか
ろうか。一定のルールを尊重しながらも、教
師の教育活動（授業・学級経営・課外活動・
分掌業務等）に「自由」を取り戻し、新しい
様々な試みを柔軟に受け入れ、各々が創意工
夫・試行錯誤を繰り返しながら、目前の児童
生徒にとって、よりすぐれた教育活動を模索
し続けることのできる学校環境を創出するこ
とが重要であり喫緊の課題となろう。文科省
や教育委員会といった行政や学校管理職、そ
して現場教員の叡智を集める時節といえるの
かもしれない。

教育行政に振り回され、その大きな流れに
身を委ねるのではなく、一教師として飽くな
き創意工夫をもって、各人個性豊かな教育活
動が実践されることを切に願うところであ
る。決して教師自身が「迷子」になってはな

らない。今こそ、行政から発信される短命な
教育理念や指導法に関わる様々な手段に右往
左往せず、それらをしっかりと見極めつつ、
一人の教師として、自分自身の教育論という
深い井戸を掘るべき時ではないかとあえて提
言したい。（昭和 26 年に施行された学習指
導要領には「学習指導要領は、どこまでも教
師に対してよい示唆を与えようとするもので
あって、決してこれによって教育を画一的な
ものにしようとするものではない。…どうし
たら最も適切な教育を進めていくことができ
るかについて、創意を生かし、くふうを重ね
ることが大切である。」（注 4）と記されている。）

3 ．グローバル時代の国語科教師の役割
周知の通り、今グローバル化の時代だとい

われている。そうした流れの中で、国語科教
師はいったい何を目指し、何を児童生徒達に
伝えていかねばならないのだろうか。1990
年代から盛んに叫ばれ始めた「グローバル
化」とは、言うまでもなく国境を越えて、地
球全体を一つの共同体とする考え方であり、
民族・言語・肌の色や価値観・宗教観・生活
習慣などの違いを認め合い、互いに助け合い
協力し合って共に発展することを目指すもの
であろう。近年国際的な経済活動において
は、一定の成果を得ているという向きもあろ
うが、直近においては些か流れが変わってき
ているようである。「反グローバル」「アメリ
カ・ファースト」を唱えて米国大統領に就任
したトランプ氏の出現、英国のＥＵ離脱に始
まる欧州の右傾化、アジアにおいても中国や
朝鮮半島情勢、またＴＰＰ問題やフィリピン
のドゥテルテ大統領の政治活動を鑑みても、
世界情勢は「グローバル」から徐々に潮目が
変わってきているようである。債務危機や難
民移民の対応、それに伴う自国民の失業問題
等、欧米各国は自国の利益優先という内向き
の姿勢に転じ、グロテスクな国家エゴ表出の
状勢である。1930 年代のブロック経済再来
の様相を呈している。これはアジア・アフリ
カにおいても同様である。中近東諸国の政治
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不安にも目を離せない状況である。
もちろん私はナショナリストでも右傾化し

た排他論者でもない事を断っておくが、そう
した国際情勢の中で、我が国の国語科教育の
使命という命題を再考し、あらためて認識し
なければならないのではないかと提起したい
のである。

結論から言うと、今こそ本来の国語科教育
を取り戻さねばならないと考える。ナショナ
リズムに根ざしたグローバリズムでなけれ
ばならない。つまり母国の言語や文化を正し
く学び理解することが最優先であり、それを
しっかりと後継者に繋いでいくという、従前
の国語科教師に課せられた使命を再認識しな
ければならない時であるといえよう。本来
「国語」の学習は日本語の言葉と文字を学ぶ
言語の学習である。それによって意思の伝達
やコミュニケーションを図り、知識の積み重
ねとともに思考習慣を身に付け、ひいては新
しい文化の創造につなげていくというもので
ある。グローバルを語る前に、まずはローカ
ルを学び知る事から始めなければならないで
あろう。日本語の正しい使い方を学び、自分
自身が生まれ育った郷土を知り、母国の文化
を愛することが何より大切なことである。児
童生徒一人一人が生活しているローカルに誇
りと自覚を持って「知る」ことこそ肝要なの
である。そして同時に、他のローカルを受け
入れ認め合うことが「グローバル」の第一歩
といえよう。

ここに国語科教師の担うところが広く大き
く存するのではないだろうか。「グローバル
社会」と言われる今だからこそ、国語科教師
はその本来の基本に立ち返り、日々の教育活
動に活かしていかねばならないとあらためて
痛感している。（昭和 26 年改訂発布の学習
指導要領の第一章、国語科の目標「中学校・
高等学校の国語学習指導の目標は何か」を再
読することも大切であろう。）

場に応じた正しい言葉遣いや筆順や書写を
含む正しい文字を習得することから、日本語
を愛する心を培う、という本来の国語科学習

の目標を根幹にして、あらゆる教材を通し
て、科学的な論理的思考習慣や効果的な言語
活用能力（真）、鋭い道徳感情（善）、高い芸
術的感受性（美）を追究するという原点に軸
足をしっかりと置かねばならないのである。
ひいては母国の文化を愛し、そして社会の一
員として権利・義務・責任感・礼儀・正義
を重んじ、反戦（反核）の精神に満ちあふれ
た若者を世に輩出していくことが、今の「グ
ローバル社会」において我々国語科教師に求
められているものと確信する。 

4 ．おわりに
「学ぶ事を止めた時、人は教えることを止

めなければならない。」
これはロジェ・ルメール氏（サッカー元フ

ランス代表監督）の有名な言葉である。我々
は教職にある限り、生涯学び続けなければな
らない。今、様々な指導実践報告がなされてい
る。前述したが、キャリア教育・アクティブ
ラーニング・ＩＣＴ活用教育・グローバル教
育そして地元地域社会との交流と「 21 世紀
型スキル」習得を目途に、現代社会は学校教
育に大きな期待を寄せているといっても過言
ではない。

我々は常に新しい時代にあった新しい教育
を目指して研鑽し続けなければならないだろ
う。若い教師も老練な教師も、これまでの貴
重な経験や実践を活かしつつ、不易と流行を
見極めて、新しい試みに対し果敢に積極的に
そして謙虚に学び理解し実践することが、教
師としての最大の責務であるといえよう。

「やってみよう！」から始めてみません
か？

注１　芦田恵之助著『第二 讀み方教授』（1925 年
刊、蘆田書店。1987 年刊、明治図書出版『芦田
恵之助国語教育全集』第 7 巻所収）による。

注２　 1947 年、第二次世界大戦直後に当時の文部
省が告示した学習指導要領（試案）の第４章の
学習指導法の一般「一、学習指導は何を目ざす
か」による。

注３　同上、文部省告示の学習指導要領（試案）の
「序論」による。

注４　 1951 年、文部省告示の第２次学習指導要領
（試案）の「序論」による。
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はじめに
特別活動は、さまざま

な集団の中で課題の発
見や解決を行う場であ
る。特別活動の自主的・
実践的な活動を通して、
人間関係の構築や自己
実現を図る態度を養うことができるようにな
る。その結果、将来社会へ出てから、様々な
人間関係の中でその能力が生かされていく。

高等学校学習指導要領では、特別活動の全
体の目標として「望ましい集団活動を通し
て、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を
図り、集団や社会の一員としてよりよい生活
や人間関係を築こうとする自主的、実践的な
態度を育てるとともに、人間としての在り方
生き方についての自覚を深め、自己を活かす
能力を養う。」ことを掲げている（1）。特別活
動は、ホームルーム活動、生徒会活動、学校
行事の三つの領域から構成され（中・高では
部活動は含まれていない）、それぞれに目標、
内容が定められているが、そのすべてにおい
て「自主的・実践的な態度の育成」が目標と
して示されている。つまり特別活動の目標
は、所属する集団の中での望ましい人間関係
の形成、課題の発見・解決策の提示、自己実
現の三つにまとめることができる。

学校生活を豊かなものにするとともに、自
主的、実践的な態度を養い、生徒の社会性を
育成する特別活動は、本来「教科・科目の学
習」以上に重視しなければならない。しかし
実際の学校現場では、これらの目的がねらい
通りに実現できているのだろうか。残念なが
ら、後に触れるように、様々な理由でお座な
りにされているのが現実である。

本稿では、学校現場で実際に行われている
特別活動の問題点を指摘するとともに、これ
から求められる特別活動とは何かを明確にし
た上で、それを実現するためどうすべきか提
言をしたい。なお、紙幅の関係上、筆者が長

年勤務した高等学校に限定して述べたい。

1 ．特別活動の現状と課題
各学校の経営計画を見ると、自主・自律、

成就感・達成感、コミュニケーション能力、
協調性、協働、帰属意識、満足度、活動の活
性化、豊かな人間性、リーダーシップ、社会
性、規律性等の言葉が目立つ。少数ではある
が国際交流を特別活動として目標としている
学校もある。また、2020 年に開催されるオ
リンピック・パラリンピックという言葉も目
立つ（2）。

このように学校経営計画では、特別活動の
担う役割が大きいことがわかるが、はたして
それを担当する教員が特別活動の目標を踏ま
え各活動・行事の目標を設定しているか。ま
た、クラス、分掌、担当組織がそれぞれの活
動のしっかりとした目標を定めていても、そ
れらが学校全体に周知されているか、校長の
学校経営方針に沿ったものとなっているかは
疑問である。さらに、それぞれの活動・行事
については時間をかけ検討し実施されてはい
るが、特別活動には所謂「専門家」は極少数
であり、専門的知識を持った教員も少ない。
そのため「特別活動の目標」を意識して指導
しているとは言えない。

私の勤務した複数の学校でも 1 校を除き、
学年会で学年全体のＬＨＲの年間計画を作成
することはあっても、そこで校長の学校経営
計画を念頭に置いて計画したことは皆無で
あった。私自身初めての担任時代は、校長の
学校経営計画に沿ったホームルーム活動とい
う意識は全くなかった。

初めて担任を持った学年で、クラスの生徒
に担任としての自分の気持ちを伝えたい、保
護者には学校の様子を伝えたいという気持ち
から週 1 回の学級通信を発行した。何か月か
すると他のクラスでも発行されるようにな
り、担任同士が競い合い始め、2 年目からは
毎日の発行になった。当然、ネタ切れを生

これからの時代に求められる特別活動
元東京都立高等学校校長　長船　孝明
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じ、半ページを毎日交代で生徒に担当させ
た。それが功を奏し、生徒間の人間関係の構
築に役立った。卒業後 10 年ほど経過したク
ラス会で、複数の生徒がこの学級通信のファ
イルを持ってきた。多くの生徒が成人しても
大切に保存してくれたことに驚かされたと同
時に感動した。この学級通信は、特別活動と
して意識したものではなかった。それでも学
級経営には好影響をもたらし、結果的には特
別活動の目標は概ね達成できていたというこ
とになる。

文化祭、体育祭等の学校行事については、
多くの学校で経営計画に沿った目標、年間計
画、役割分担等が設定され、学校全体に周知
されているが、ホームルーム活動は当該学年
の担任団あるいは当該クラスの担任のみで
あったり、全く設定されていなかったりす
る。また、委員・係決めや宿泊行事の部屋割
りや係決め、体育祭の出場種目決め、定期考
査前の自習時間等に多くの時間を費やし、本
来のホームルーム活動がおろそかになってい
る現状がある。

クラスの委員・係決めが前後期で 2 時間、
体育祭の出場種目決め 1 時間、文化祭の出し
物決め・役割分担・準備で 4 〜 6 時間、宿泊
行事の班決め・部屋割り・コース決め等で
2 〜 3 時間。考査前の自習、学年行事（球技
大会等）、講演会等々で年間時数の半数を費
やす例が多い。

生徒会活動については、年間活動計画は
しっかりしているものの、生活指導部等の指
導を担当する分掌に所属する教員と生徒会役
員しか認識していないことが多い。職員会
議、生徒総会で生徒会の年度目標や年間計画
表を配布し説明は行うが、多くの場合は生徒
会担当教員と生徒会役員の分掌であるという
認識で、当事者意識がないのが現状である。
そのため、生徒の情報が共有されていなかっ
たり、活動や行事によって目標や方針がばら
ばらであったり、指導方針が異なることによ

り効率の悪い指導になっていることがある。
また、極少数ではあるが、特別活動そのもの
が軽視されているのではないかと思われる学
校経営計画も散見できる。

あらためて高等学校学習指導要領の、特別
活動の全体の目標を見てほしい。「望ましい
集団活動を通して・・・人間としての在り方
生き方についての自覚を深め、自己を活かす
能力を養う。」ことを掲げている。しかし現
状の多くは前述のとおりである。

なぜ特別活動が本来の目標通りに行われな
いか。原因はいろいろと考えられるが、例え
ば、学校の指導は教科指導と部活動指導が中
心であると考える教員がいることである。ま
た、この二つの指導に日々追われているとい
うこともある。学習指導要領に位置付けられ
ているということはわかっていても、その意
識がない。中には、ホームルーム活動の計画
を立てることができず、安易に教科指導の時
間に使ってしまう教員もいる。さらにクラ
ス・学年の和に力点を置きすぎ学年球技大会
等の学年行事を過剰に実施することもある。

私の勤務経験の中で 1 校のみ学校経営計
画に沿ったホームルーム活動が行われ、ＬＨＲ
を欠席した生徒に対しては確実に補習を行い
カバーしていた学校があった。普段から生徒
の関わりに重点を置く学校であったが、心身
の調和のとれた発達と個性の伸長、人間とし
ての在り方生き方についての自覚を深めるこ
とに非常に有効であった。

昨今、コミュニケーション能力の育成が強
く求められているが、特別活動はこの能力育
成には欠かせない活動である。

さて、これまでに特別活動の現状は、学習
指導要領を意識していない、また校長の学校
経営計画を意識していないと述べてきたが、
クラス・学年・生徒会といった単体で考える
と、結果的には目標の達成に結びついている
場合が多い。より効果的な指導が行えるよ
う、各教職員が自覚を持って今一度学習指導
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要領に記された特別活動の目標を確認すると
ともに、学校全体で全ての行事や活動の目標
や内容を再考する必要があるのではないか。

2 ．中教審答申と特別活動
昨年12月、中央教育審議会は、平成32年

度の小学校から順次全面実施される（中学校
33年度、高校34年度から）新学習指導要領
の改訂のため「幼稚園、小学校、中学校、高
等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の
改善及び必要な方策等について」（答申）を
出したが、そこで新たな特別活動の方向性が
示された。同答申は、「特別活動において育成
を目指す資質・能力について、幼児教育や他
教科等との関係性も意識しつつ、『人間関係
形成』、『社会参画』、『自己実現』という三つの
視点を手掛かりとしながら、『知識・技能』、
『思考力・判断力・表現力等』、『学びに向か
う力・人間性等』の三つの柱に沿って整理を
行った。これら育成を目指す資質・能力を踏
まえ、小・中・高等学校の系統性を考慮して
特別活動の目標を示す必要がある。」として
いる（3）。また、「特別活動は、教育課程全体の
中で、①特別活動の各活動において資質・能
力を育む役割だけでなく、②学級活動を通じ
て学級経営の充実が図られ、学びに向かう学
習集団を形成することや、各教科等において
育まれる『見方・考え方』を特別活動の中で
実践的な文脈で用いることによって、各教科
におけるより『主体的・対話的で深い学び』
の実現に寄与する役割や、③教育課程外も含
め学級・学校文化の形成等を通じて学校全体
の目標の実現につなげていく役割を担ってお
り、これらをバランスよく果たすことが求め
られている。」としている（4）。

現行高等学校学習指導要領では、ホーム
ルーム活動、生徒会活動、学校行事の三つの
内容から構成されている。それぞれ全体の目
標は示されているものの、網羅的に示されて
いる内容について個々の目標は定められてい

ない。さらに、学習指導要領告示後数年が経
過し指導が実施されるため、時代に合った指
導がなされないこともある。たとえば、情報
化の急速な進展、少子高齢化といった社会の
変化に対応しきれていない。

今回の答申では、「知識・技術」、「思考力・
判断力、表現力等」、「学びに向かう力・人間
性等」の育成を目指す資質・能力を踏まえ、
小・中・高等学校の系統性を考慮して特別活
動の目標を示す必要があるとされている。

特別活動は、人間形成をするうえで欠かせ
ない場であると同時に、各学校の教育目標を
実現させるうえで教科指導以上に重要な役割
を担っている。

各学校は、今後、これらのことを念頭に特
別活動の目標を設定し、実践していくことが
必要である。

3 ．これからの特別活動
最後に、これから行われるべき特別活動に

ついて提言しまとめとしたい。
第一に、特別活動の充実を図り、生徒が好

ましい人間関係を築くとともに社会に参画す
る力を育成し、自己実現を図る能力を育成す
るための目標設定をする必要がある。これら
の能力を育成するために、課題発見能力、課
題解決能力の育成が重要であることは言うま
でもない。

集団の中で役割を持たせ、自ら主体的に対
応する場を設定し、思考力・判断力・表現力
を育成するなど、指導者が計画的・意図的に
指導をすることが有用である。ホームルーム
活動、学校行事、生徒会活動において、生徒
自ら企画・立案をさせ実践させることによ
り、各学校が設定した特別活動の目標を達成
することができる。

第二に、目標はあくまでも学校経営計画に
則ったものになるようすることが必要であ
り、目標設定後は教職員・生徒に周知させる
ことを忘れてはならない。さらにそれぞれの
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活動・行事がちぐはぐにならないような調整
が必要である。

たとえばホームルーム活動では、学校経営
計画に示された「本校の目指す生徒像」等に
則り学校全体で指導計画を検討し、さらに学
年単位で、次いでクラス単位で年間目標ある
いは 3 年間の目標を設定し、3 年間の計画を
検討して学年・学校がその目標及び年間計画
を共有する必要がある。目標や年間計画の設
定に際しては生徒に参画させ、クラス毎に生
徒同士で検討をさせることによって、学習指
導要領にある、「望ましい集団活動を通して、
心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図
り、集団や社会の一員としてよりよい生活や
人間関係を築こうとする自主的、実践的な態
度を育てるとともに、人間としての在り方生
き方についての自覚を深め、自己を活かす能
力を養う。」という目標を達成させることに
つながる（5）。

第三に、小学校では平成 30 年度、中学校
は平成 31 年度に全面実施される「道徳」、さ
らに「総合的な学習の時間」や、高等学校の
「奉仕」などの教育活動との重なり、近年重
要視されている防災やＳＮＳを含む「安全教
育」も考慮して検討をする必要がある。

例えば東京都では平成 19 年度から 27 年
度まで全校で履修していた教科「奉仕」であ
るが、これは社会貢献意識について 18 時間
以上の体験を取り入れた授業を実施してい
た。しかし、社会貢献意識以外にも、道徳性
を養う必要、体験活動で学んだことを生か
し、主体的に選択行動する力、社会の変化で
の対応、課題解決力の育成が必要という観点
から、平成 28 年度より教科「奉仕」を発展
的に統合し、体験活動や演習を取り入れ、道
徳教育とキャリア教育の融合を図ったことを
特徴とする「人間と社会」を全校週当たり 1
単位時間必履修とした。この教科はアクティ
ブラーニング形式を活用し「演習」による学
習 16 単位時間、「体験活動」による学習 19

単位時間で行われる。評価については文書記
述によるものとしている。特別活動だけでは
時間数が不足し充分に目標を達成することは
できないが、このような教科等との関連を検
討し指導することで、特別活動の充実が見込
まれる。

いずれにしろ、特別活動はそれぞれの活動
を単独で計画するのではなく、学校全体で目
標を共有し、しっかりとした計画性を持って
指導していくことが必要であり、また、効果
的である。そのため、校長が定めた学校経営
計画に基づき、校長・副校長（教頭）と各学
年、教務、生活指導、進路指導をはじめとす
る各主任級教員で構成する「特別活動検討委
員会」（仮称）等を設置し、前年度末までには
特別活動の目標を設定すべきである。その目
標・活動には、各学校の特色を織り込むこと
を忘れてはならない。

現時点では、今後発表される「高等学校新
学習指導要領」がどのような内容になるかは
わからないが、全教職員が特別活動の意義を
再確認し、『人間関係形成』、『社会参画』、『自
己実現』という観点から、教科・科目以上に
充実させなければいけないということをしっ
かり認識すべきである。

（註）

（1）文部科学省「高等学校学習指導要領」平成 21

年 3 月 294 頁。

（2）東京都教育委員会；都立学校ホームページ

http//www.kyouiku.metro.jp/link-2.html.

（3）中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学

校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等

の改善及び必要な方策等について」平成 28 年 12

月 21 日 230 頁。

（4）同上。

（5）前掲註（1）。

＜参考文献＞

東京都教育委員会編集・発行「人間としての在り

方生き方に関する教科『人間と社会』指導資料」

平成 28 年 3 月
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教師が生徒と関わるために、授業は最も重
要なものの一つですが、仕事は授業だけでは
ありません。そんなことは教師を目指してい
る人なら誰でも知っていることですが、実際
に教師になってみると、その重みが身にしみ
ます。

例えば大きい行事は文化祭、体育祭、林間学
校、修学旅行な
ど、小さい行事
では校外学習、
保護者会、各種
イベント、在校
生に関わらなく
とも生徒募集な
ど、そのどれも
数ヶ月〜数年の
スパンで計画を立てますし、実行に移されま
す。学校外に出る仕事もありますし、色々な
計画を同時に進めなければなりません。

放課後には部活動もあります。毎日部活が
ある場合もありますし、つきっきりで指導を
していれば、生徒を完全下校させるまで他の
仕事をすることができません。ほかにも、進
路相談や推薦入試指導などがあります。担任
をもっていればここにクラス運営が加わりま
す。生徒や保護者との面談もありますし、誰
よりも生徒を知り、生徒の変化に気を配る必
要があります。

その中で授業をしていくのは、簡単ではあ
りません。授業時間の 3 倍以上の時間を授業
準備に使わなければいけない、とよく言われ
ますが、行事が重なったりトラブルが発生し
たりした時には、準備時間がとれないまま授
業に行かなければならないこともあります。
もちろん、夏季・冬季休暇期間などを利用し
てあらかじめ授業を作成しておけば、直前の
準備は短時間で済むでしょう。しかし、少なく
とも私は授業以外の校務も行うようになって
からこの 1 年半の間、必ずしもそのような理
想的な状態でいることはできませんでした。

中途半端な準備で行う授業というのは、大
抵うまくいきません。授業全体が完全には頭
に入っていないので、どこか自信を持つこと
ができず、一つ一つの言葉に力が入りません
し、展開を考えることに力を使ってしまうの
で、生徒一人ひとりの表情や反応への注意が
疎かになってしまうからです。生徒は、教員
が自信をもって話しているか、自分たちを見
てくれているか、といったことに敏感です。
教員と生徒との間にしっかりとした人間関係
が成立していなければ、形式的に授業を展開
したとしても、生徒の学習は展開しないので

す。しかし同時にこの経験から、生徒とのそ
の授業における人間関係が成立すれば、生徒
の学習は自然に展開することがあることを知
りました。私の担当する現代文では特にその
傾向が強いと感じます。

生徒と人間関係を構築する上で重要なの
は、生徒にとって身近な話をすること、対話
をすることです。そのために教員が出来るこ
との第一は、とにかく普段から本を読み、外
部へのアンテナを常にはっておくことでしょ
う。生徒の関心は、教科書の中身そのものよ
りも、その先にある現実に向いています。実
際、それをしっかり捉えて提示してあげるこ
とで生徒の学習を展開することが出来ました
し、それがどの授業にも必要なことなのだと
思います。その意味で、授業準備には一時間
の授業計画をたてることだけでなく、教員が
その生活において生徒に提示できる引き出し
を作ることも含まれるのだと、今は理解して
います。

そして、教員の作る引き出しは偏りすぎな
いほうが良いと思います。学校の授業は国
語、数学…と各教科に分けられ、それに応じ
て教員免許も分かれていますが、生徒の興味
は必ずしもその枠組みと一致しません。いわ
ゆる理系の中にも物語が好きな生徒はいます
し、文系の中にも理科が好きな生徒はいます。
私は、一般的に理科のイメージのついている
天文部の顧問をしていますが、天文といって
も扱うことは宇宙物理から星座の神話まで
様々で、神話は明らかに文学の領域と密接な
関係があります。古典文学にも『明月記』な
ど天文と関わるものもあります。あらゆる分
野は、どこかで繋がっているのです。

教員が偏向的では生徒も関心を自由に発露
できません。生徒に自由な選択をしてもらう
ために、まず教員が自由な選択肢を用意しな
ければなりません。そして生徒はその自由な
選択肢から、更に新しい選択肢を考えてくれ
るでしょう。教員の面白みは、そこにあるの
だと思います。

卒業生から（国語）
これから教員になる方々へ

駿台学園中学校・高等学校　常勤講師　布施　亮平（平成27年度文学研究科日本語日本文学専攻修了）

校内 20 cm 望遠鏡の操作

一番右手前が筆者
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【はじめに】
皆さん、こんにちは。私は山梨県にある笛

吹市立一宮中学校で教員をしている塚越と申
します。教職を志し、日々学業に励んでいる
皆さんに私の経験と感じたことを通して何か
の役に立つことができたらと思い、お話しさ
せていただきます。

まず、学生時
代は教員養成課
程の先生方が開
いていた教養ゼ
ミナールに所属
し、生田校舎と
神田校舎を行き
来する中で、大
学の講義以外にも教育に関わる知識や考え方
を学ぶことができました。当時の先生方の支
えもあり、専修大学卒業後は専門的な社会科
教育を学ぶために大学院受験を行い、その 2
年後には山梨県の教師として教壇に立つこと
ができました。採用試験では、知識や教養に
ついては「自分に足りないことを補うこと」。
面接や作文では「自分のプラスの面、アピー
ルできることを表現すること」を大切にして
取り組んでいたと思います。

【教師の仕事とは】
ところで、教師の仕事とは何でしょうか、

私は「人間の育成」だと考えています。教科
における授業、学級活動、生徒会活動、部活
動、あらゆる活動が生徒一人一人を成長さ
せる活動だと考えています。そこには教師が
培ってきた知識、経験、教育観、生徒への愛
情が大きな力となります。私もそうでした
が、教師になったばかりでは知識も経験も教
育観もほとんど無いと思います。それでも続
けていくことができるのは「生徒への愛情」、
具体的には「教師として頑張っていきたい」、
「目の前の生徒によりよくなってほしい」、
「将来自分の力で活躍できる人間になってほ
しい」… などやる気と情熱だと思います。そ
の力があればどのような環境においても、ど
のような生徒を受け持っても、どのような部
活を持っても教師として続けることができま
す。

【ここまで頑張ることができた理由】
幸いにも私は教師を続けて今年で 10 年目

を迎えることができました。しかし、全て順

調に歩むことができたわけではありません。
授業の進め方に迷ったり、学級経営で苦しい
なと思うことや部活動が思った成果を上げる
ことができなかったことも多々ありました。
そんな時に支えて下さったのが周りにいる教
師集団でした。互いの課題や改善点を出し合
うこと、また連携と支え合いが成長する糧と
なりました。そして何より私の力になったの
は、生徒たちの何事にも取り組もうとするパ
ワーと明るい表情でした。教師は知識や情報
を伝えることが仕事ではありません。ともに
考え、ともに悩み、ともに喜び、ともに分か
ち合う。その中でともに成長することが教師
を続けることのやり甲斐だと感じています。

【教師を目指す専修大学の皆さんに】
最後に教職課程を頑張っている皆さんに

メッセージを送りたいと思います。まず、知
識だけを伝えるのが仕事では無いと書きまし
たが、教師の仕事の大前提は授業になりま
す。どのような教科や分野を教えるにしても
専門的な力は必要になります。中学校の社会
科では大学で学ぶ学問の入り口になる要素
はたくさんあります。また、今はアクティブ
ラーニングに代表されるような主体的な学習
が中心となります。生徒とともに学ぶ学習、
このことについて考えることは大切だと思い
ます。次に、たくさんの経験をしてほしいと
思います。サークル、部活、アルバイトでの
経験、日本・海外を問わず旅行や研修、ワー
クショップ。こうしたたくさんの経験が血と
なり肉となり、豊かな表現力をもって生徒た
ちに伝えることができます。百聞は一見にし
かず、大いに体で学んでほしいと思います。

結びになり
ますが、先日、
私の勤務校に
一人の教え子
がやってきま
した。彼女は
来年教育実習
を行うそうで
す。尊敬でき
る多くの先生に出会ったことから決めたそう
です。皆さんも教職課程を履修しているのは
様々な理由があってのことだと思います。彼
女のように教壇に立てる日を夢見て夢の実現
に向かって歩み続けてほしいと思います。あ
りがとうございました。

卒業生から（社会）
教員を目指すみなさんへ

笛吹市立一宮中学校　教諭　塚越　武史（平成17年度法学部法律学科卒業）
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私は、2012 年 4 月に現任校で教員生活を
スタートしました。教員としてまだ 5 年目の
私が、教員志望者の皆さんへどんなことを伝
えるべきかとても悩みました。悩んだ結果、
自分が教員志望の学生だった頃に、「こんな
ことを聞けたら嬉しかっただろうな」と思う
ことを必死に考えて書くことにしました。教
員志望の学生が「聞きたくないだろうな」と
思う話は書かないようにしています。「先
生って大変なのだな」という話はいろんなと
ころで聞いているだろうし、大変なのはどの
仕事でも一緒のはずなので、学校の先生だけ
が特別厳しい仕事ではないと思うからです。
この文章を読んで、「やっぱり学校の先生に
なりたい」と思える学生さんが少しでも増え
てくれれば幸いです。

まず、教員志望の学生であるみなさんに、
“今”してほしいと思うことについて書きま
す。それは、「教員になって何をしたいか」と
いうような、自分の信念と原点をもってほし
いということです。教員になり日々子ども達
と向き合っていると、「指導しなくては」と思
うことがたくさん見えてきます。それは、学
習のことだったり、規律のことだったり、人
間関係のことだったり、身の回りの整理や身
だしなみといった生活面のことだったり…
様々です。日々の忙しさと、目の前で起こる

「指導しなくては」と思うことの多さで時々
自分を見失うことが出てきます。そんなとき
私は自分の信念と原点に立ち返るようにして
います。私の原点は「子ども達がこの先どこ
へ行っても、信頼できる仲間をつくることが
できる人間性を育てたい」というものです。
これは教員になる前に、それまでの経験を通
してじっくり考え、熱い情熱をもって導き出
した自分の信念であり原点です。この原点に
立ち返ることで、「自分の指導は間違ってい
ない」と確認できたり、「今日の指導で良かっ
たのであろうか」などと反省することができ
ます。

教員になり、毎日仕事と向き合う中で、い
ろいろなことが見えるようになったり考えら

れるようになったりすることはとても大事だ
と思います。でも、教員になる前のものの見
方や考え方、情熱もとても大事なものだと、
今になって私は感じます。教員志望者の皆さ
んも、今のうちに自分の信念と原点をつくっ
てください。

次に、教員という仕事のいいところを書き
ます。教員生活の中では、鳥肌が立つよう
な、心が温かくなるような、嬉しくて涙が出
るような、そんな最高の瞬間に出会えます。
しかも、一年の間に何回もです。

例えば最近こんなことがありました。水泳
で 10ｍも泳げなかった児童が、夏休みの間
に一生懸命練習し、検定に臨みます。私は
ゴールの位置で待っていて、25ｍ泳ぎ切って
顔を上げたその子どもに「合格！！」と大き
な声で言います。湧き上がる拍手とその子の
はじける笑顔。まさに最高の瞬間でした。

行事も最高です。運動会、学芸会、宿泊行
事等、子ども達が協力して様々なことをやり
遂げます。達成感に満ち溢れた表情になり、
そんな姿を見て成長を感じることができま
す。中でも卒業式は格別です。この前、私が
3・4 年生を担任した子ども達が卒業しま
した。あんなに子どもらしかったのに、胸を
張ってどこか大人びた表情で卒業証書を受け
取る姿に感動しました。私はまだ 6 年生の担
任になったことがありません。順調にいけば
来年度担任をもてそうです。きっとこれまで
にないぐらいの最高の瞬間に出会えるのでは
ないかと楽しみにしています。

教員は最高の瞬間にたくさん出会える仕事
です。大変なのはどの仕事でも一緒ですが、
こんなに最高の瞬間に出会える仕事はそうな
いはずです。

教員志望のみなさん。「教員になって何を
したいかとい」という自分の信念と原点をも
ち、教員を目指して頑張ってください。教員
は最高の仕事です。

卒業生から（小学校）

江東区立数矢小学校　教諭　山口　亮（平成22年度法学部法律学科卒業）
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〈はじめに〉
この度、私は平成 29 年度公立学校教員採

用試験の高校国語を受験し、合格することが
できました。一例ではありますが、教員採用
試験までに行ったことや、試験に対する自分
なりの心構えを紹介します。
〈 1 次試験〉

私は大学 3 年生から友人と共に、大学の教
員採用試験対講座を受講しました。講座は、
試験のポイントや教育時事も教えてくれるの
で、非常に役立ちます。なにより早くから勉
強を始める意識が持てるのでおすすめです。
教職教養は講座を受け始めた頃から、穴埋め
問題を繰り返し行っていたため、自分の得意
分野にすることができました。暗記が必要な
ものは早くからコツコツやっておくことが重
要だと思います。一般教養は参考書を使い、
自分で穴埋め問題を作って繰り返し解き、復
習として過去問に取り組みました。全ての教
科を同じように勉強するのではなく、全く知
識がなかった物理などは出題頻度が高い所だ
けをまとめました。一から学ぶことに時間を
かけるのではなく、得意科目を伸ばし、得意
分野で点数を稼ぐことも一つの方法だと思い
ます。

教育実習が終わってからの約 1 ヵ月は、い
ままでやっていた穴埋めを再度行いました。
専門教養も冬頃から高校の問題集で勉強して
いましたが、直前は古語単語や文法、文化史
などの基本事項を覚え直すようにしました。
不安になり、私は新しい問題集に手を伸ばし
てしまいましたが、いままでの復習に力を入
れることの方が大切だと試験を通して感じま
した。

試験では、自分では穴がないように勉強し
たつもりでも、わからない問題が出題されま
す。その際は、素直に諦めるか後回しにして、
時間を効率的に使うことが重要だと思いま

す。難しい問題は他の人にとっても難しいは
ずなので、基礎問題や得意分野で点数を落と
さないことを意識するといいかもしれませ
ん。
〈 2 次試験〉

私が受験した長野県は 2 次試験に適性検
査と個人面接があり、面接の中でその場で配
られた教材を使い、10 分間模擬授業をする
という試験でした。面接の対策としては、教
育実習の指導教官だった先生に試験官をして
いただき、面接練習を行いました。また、私
は就職活動も行い、その際に面接対策ノート
を作っていたため、そのノートを活用し、志
望動機などの質問に対する応答や教育新聞に
載っていた教育時事などをまとめました。定
型文を作るのではなく、自分の考えをまとめ
ただけの方が、質問に柔軟に対応できると思
います。

模擬授業の対策としては、教育実習の際に
言われた改善点や、科目の基礎知識を確認し
ました。教育実習で先生が授業でやっていた
ことや、自分が行った活動は模擬授業にも活
用できるので、試験前には教育実習のノート
などを見直すといいと思います。

私は面接や模擬授業では、いかに堂々とし
ていられるかが勝負だと思います。質問に困
ることや焦ることもあると思いますが、一呼
吸置き、試験官の顔を見て自分の意見を伝え
る、わからない時には素直に勉強不足だと言
えることが大切です。私の場合は、就職活動
で面接を何度もしていたため、2 次試験では
あまり緊張しませんでした。就活をすること
で、勉強ができないこともありますが、私は
就活の経験が 2 次試験では役に立ったと
思っています。2 次試験とは関係のない事で
すが、教員を目指すか、就活をするか決めき
れない人には、両方を一生懸命にやるという
選択肢もあることを忘れずにいてほしいと思
います。
〈おわりに〉

私は今体験記を書きながら、自分ひとりで
は試験には合格できなかったと感じていま
す。4 年間共に教員を目指して励まし合った
仲間や面接カードの添削や面接を指導してく
ださった先生方、応援してくれた家族、多くの
人の手助けや支えがありました。教員を目指
す人には、恥ずかしがらず、ぜひ多くの人の力
を借りて頑張ってほしいと思います。

教員採用試験体験記

文学部日本文学文化学科4年　掛川　萌花

面接対策に新聞記事をスクラップしてまとめたノート
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はじめに
私が教員を目指しはじめたのは大学 4 年

次です。教職課程も当時は受けていなかった
ので、卒業後に科目等履修生として大学で勉
強しました。そして、科目等履修生 2 年目に
東京都教員採用試験を受験し合格することが
出来ました。約 1 年半の間、私がどのように
採用試験対策をしたのかを書きたいと思いま
す。参考にできそうな部分は参考にし、行動
に移してくれれば幸いです。

一次試験（教職教養・専門教養・論作文）
科目等履修生になった直後は「教員」「学

校」「子ども」などのキーワードがタイトル
に入った新書を読んでいました。そうするこ
とで教員についてのイメージを掴もうとしま
した。また、採用試験までの流れが分かる本
なども読みました。その他、教養的な本も出
来るだけ多く読むことにしていました。基礎
を学ぶ期間だったと言えます。

具体的に一次試験対策を始めたのは採用試
験の前年の 10 月くらいです。教職教養に関
しては、家で勉強するためのサイズが大きめ
の問題集、持ち運べる一問一答式の問題集、
過去問で対応しました。決めていたのは、毎
日少しずつでもいいので勉強するということ
です。何度も何度も問題を解くことで知識が
定着していくのが分かりました。

専門教養に関しては、持ち運べる一問一答
式の問題集と過去問を購入して解いていまし
た。過去問を解くと傾向を知ることが出来ま
す。私が実際に問題を解いて感じたのは、文
章問題の本文が長いという事です。そう感じ
てから、インターネットの英字新聞や英語で
書かれた本を出来るだけ速く読むという練習
をしました。また、一次試験における大問 1
題は第二言語習得理論関連分野から英語の
長文が毎年出題されているので、それに関す
る英語の文章を速く読むことを意識していま

した。このように、傾向を知り、具体的な対
策を実行することを意識していました。

論作文については、論作文の問題集と過去
問で勉強しました。どんなに難しいテーマで
も捻り出して書くことを原則としていまし
た。書き終えたら、そのテーマに関する知識
をインプットし、自分で読み返し、「ここは
こう書くべきだったな」と復習していまし
た。また、友人からのアドバイスで、より多
くのテーマに触れるようにしていました。あ
るテーマを見て、すぐに論作文の構成を 5 分
から 10 分で書き、次のテーマに移るといっ
た具合です。論作文を最後まで書き上げるの
は 5 回に 1 回程度でした。

何よりも勉強になったのは、友人と問題を
出し合ったり、論作文を添削し合ったことで
す。一人で学んだことをどのくらい覚えてい
るのかを試せますし、出題をすることで復習
にもなります。友人が書いた論作文を読むこ
とも非常に参考になりました。

二次試験（集団面接・個人面接・英語面接）
二次試験は、面接と場面指導の問題集と過

去問で対応しました。東京都の場合、集団面
接は討論のような形式をとります。一次試験
合格者には討論用のいくつかのテーマを与え
られるので、それらについての考えをまとめ
ました。また、ふだん会話をする際に、相手
の言葉を拾って会話を繋ぐ意識もしていたと
思います。

個人面接に関しては、どのような質問が来
ても答えられるように質問に対する答えを
ワードに打ち込んで考えを整理しました。そ
して、友人たちと面接の練習をしたり、大学
の面接対策講座を受講したりしました。友人
たちとの練習、対策講座は非常に役立ちまし
た。

私の場合、英語面接は免除でしたが（免除
制度はぜひ活用した方が良いです）、友人は
英検の二次面接に似ていたと話していまし
た。

おわりに
勉強に行き詰ったとき、教員としてやって

いけるのかと不安になるときは周囲の人にぜ
ひ相談してください。自分に合った勉強法を
模索し、実行してください。小さな積み重ね
から得ることは必ずあります。自分なりの信
念を大切にし、進んで行ってください。最後
になりますが、これを読んでくださった皆様
のことを心から応援しています。

教員採用試験体験記

科目等履修生　青木　一博

私が使用した本の一部
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はじめに
「教師」という職に対する強い憧れは幼い

頃から消える事なく、平成 28 年度実施の相
模原市教員採用候補者選考試験に合格しま
した。4 月から教壇に立つことのできる喜び
は言葉に表すことのできないものです。「教
員採用試験」というものは教師を目指す人に
とって乗り越えなければならない大きな壁
であり、私も大変苦労しました。合格に向け
た一つの手立てとしてこれから述べる私自身
の体験や経験が今後受験される皆さんの役に
立てればと思います。
一次試験

教員採用
試験の勉強
を本格的に
始めたのは
大学3年生
の春からで
した。「今
日から始め
るぞ」と意
気込んだ私に待ち受けていたのは何から始め
ていいのかわからないという状況でした。そ
のためまず私は自身の学力を知ることが必要
であると考え、模擬試験を受験しました。結
果は散々であり最低位のＥ判定となりまし
た。この現実を知った時、私の頭の中から
「合格」という言葉は消え去り、呆然とした
ことを今でも覚えています。しかしそこで立
ち止まることなく、こういった状況・現実を
打破するためには計り知れない「努力」と
「根気」、そして教師になるという強い心が
必要不可欠であることを再確認できた瞬間で
もあり、その後の学習を進める原動力となり
ました。そこから私が試みた事は教員採用試
験とはどういった試験であるかを知るという
事でした。一次試験は一般教養・教職教養・
専門教養の三つに分類されることから、これ
らをどの様に学習していくかを計画した結
果、一般教養・教職教養は専修大学で実施さ
れている教員採用試験対策講座を受講し、そ
こで配布された問題集・レジュメをベースに
学習を進め、専門教養についてはまず、各自
治体の出題傾向等に捉われることなく基礎的
知識の定着を目標に学習を進めることにしま
した。しかし計画通りに進めるのは困難で、
自身に適した学習方法を確立させるには試行
錯誤の連続であり多くの時間を要しました。

教員採用試験を受験するにあたって各自治体
の出題傾向を知るという事は合格する上で必
要不可欠です。しかしそれはある程度の知識
があってこその事だと私は思います。私が一
次試験を突破する上で最も大切と感じる事
は、一日も早く自身に適した学習方法を見出
した上で各自治体の出題傾向を知り対策を考
える事だと思います。また勉強を始めた大学
3 年生の春から試験当日までの約 1 年半、私
は学習を怠った日は一日もありません。たと
え忙しくても勉強する時間は作ることができ
ます。そういった「強い気持ち」を持ち継続す
る事が大切であると私は思います。
二次試験

対策を進めていくなかで一次試験は「個人
戦」、二次試験は「団体戦」であると感じまし
た。

私の場合は一次試験の合格発表から二次試
験当日まで 20 日程あり日程的に恵まれてい
たと思います。一次試験を合格したという事
実は大きな自信となり、夢が近づいていると
いう高揚感は今でも忘れられません。二次試
験の対策として大切なことは、「一人で対策
はしない」という事です。私は共に一次試験
を突破した同志と試験前日まで毎日会い、面
接・模擬授業の練習を何度も行いました。そ
こでは一人では気付くことのできない問題
点・癖・適した解答・馴れ等の様々な点に気
付き、相手の良いところを吸収できる場とな
りました。お互いがお互いを高め合う事がで
き、二次試
験対策に熱
を入れてく
れました。
その同志に
は感謝の気
持ちでいっ
ぱいです。
終わりに

合格発表の日、私の受験番号を見つけた
時、今までにない感情になりました。合格に
向けて突き進んだ 1 年半は結果として大き
な自信になりました。また、様々な面で支え
てくれた家族・先生方・友人・同志に心から
感謝し、それに恥じぬよう全身全霊で今後も
頑張りたいと思います。最後になりましたが
強い気持ちを胸に皆さんの夢が叶うことを心
から願っています。

教員採用試験体験記

経済学部経済学科４年　戸田　康太

一次試験対策ノート

“同志”と共に作った 2 次試験対策の資料
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この度、平成 28 年度東京都公立学校教員
採用候補者選考（29 年度採用）で高等学校・
商業で合格することができました。私の経験
が少しでも皆様の参考になれば幸いです。

・一次試験  －教職教養－
私は大学 3 年の年に東京アカデミー学内

講座を受講しました。レジュメをもとに講座
が進んでいくので、先生の話をしっかり聞き
たくさんメモを取りました。そのレジュメを
ひたすら読み、書き、暗記しました。ある程
度暗記をした後に問題を解きました。最初は
講座で配られる全国の試験をカテゴリー別に
した過去問集を解いていました。教育実習中
は全くできませんでした。実習を終えてから
東京都の過去問集を購入し、毎日たくさん解
きました。学内講座とは別に東京アカデミー
の講座も受講しました。

・一次試験  －専門教養－
教員採用試験「商業」の参考書はありませ

ん。まずは過去問を 5 年分集めて何が出てい
るのか、もしくは昔出題されているけれど近
年なくなっているものなどを分析しました。
次に、絶対に落とさない部分を自分の中で決
めました。私の場合は、学習指導要領・簿
記・原価計算からの問題は絶対に落とさない
と決めました。その後は高校で使用する簿
記・原価計算・マーケティング・商品開発・
経済活動と法・情報処理の教科書で勉強しま
した。特に経済活動と法は範囲が広く勉強す
るのが難しいので、私は全商の商業経済検定
の過去問を参考に範囲を絞って勉強しまし
た。検定に出るということは科目の中でも重
要な部分なのではないかと思ったからで、こ
のように自分なりに問題を予想することも良
いと思います。私は 3 問（12 点分）予想的中

でした。学習指導要領は電車の中で何度も読
んで暗記しました。他の教科については分か
りませんが、商業は問題の出題方法など毎年
度バラバラです。知識を持っていれば対応で
きます。繰り返し勉強するしかありません。

・一次試験  －論文－
論文対策は、学内講座だけでした。6 回ほ

ど論文指導をしていただきましたが、最初は
評価 C や D ばかりでした。先生から「高等
学校なのだから、生徒の主体性を書かないと
いけない」とアドバイスをいただき、書き直
しをしたものが A で返却され、そこから書き
方がわかってきました。自分の意見、生徒の
実態、そこからどのような指導をするのかを
具体的に書きます。指導については生徒が話
し合い、まとめ、発表することなどを入れて
書きました。文字数が足りているのならまと
める必要はないと指導されてきましたが、本
番の問題では「最後まとめなさい」となって
いたので問題に従い、まとめました。

・二次試験  －集団討論・個人面接－
専修大学主催の講座、東京アカデミーの講

座や母校でお世話になった先生方に指導して
いただきました。一次試験の結果が出るまで
は、個人面接対策として自分の考えをノート
にまとめていましたが、やる気がでませんで
した。落ちている可能性もあるからです。そ
のため、合格を知ってから本番までの 2 週間
は正直きつかったです。2 キロ痩せました
（笑）。色々な方の意見を聞くと逆の意見も
あるので、どれを参考にするべきか迷うこと
もありましたが、最後に決めるのは自分で
す。私は堂々と自分が思うように取り組みま
した。今は、色々な先生方の意見が聞けたの
で本番で対応できたのではないかと思って
います。

・最後に
私は、自分が先生に向いていると思ったこ

とは一度もありません。それ以上に高校の先
生になりたいという思いが大きかったので頑
張れたと思います。一次試験・二次試験とも
に母校の先生方には大変お世話になりまし
た。実習中に試験の相談に乗ってもらうこと
も大切です。教科書も欲しいなら遠慮せず言
うべきです。本気なら助けてくれます。全て
において共通することは、分析する、繰り返
し勉強する、諦めないことです。頑張ってく
ださい！

教員採用試験体験記

商学部会計学科4年　益田　昌味

学習指導要領にポイントを書き込み暗記



・はじめに
私が小学校教員を目指す決心をしたのは、

学部三年生の十二月でした。当時私は教職課
程をとっていなかったのですが、同年春から
参加していたボランティア活動の影響でその
思いが日に日に強まっていました。企業の就
職活動をするか、一から教職の道を目指すか
大変悩みましたが、企業のインターンシップ
や就活対策講座にも熱心に足を運ぶことで、
自分の気持ちに決着をつけることができまし
た。その後、大学院の教育研究科に進むと同
時に通信で教職に必要な単位を取得し始めま
した。人よりも遠回りをした私ですが来年度
から教壇に立てることが決まり、今は諦めな
いでよかったと心から思っています。この体
験記を読んでいただくことで、同じ夢を持つ
方の力に少しでもなれれば幸いです。

・一次試験
一次試験対策は、まず受験する県の過去問

の傾向をつかむことが重要です。試験内容の
分野ごとの出題配分やよく出る範囲を把握
し、効率よく得点につなげるための学習計画
を立てます。全体をバランスよく学習するの
ではなく、配点の高いところや苦手とする分
野（出題数がそれなりにある場合）に学習時
間を割きました。学習する参考書・問題集
は、受験する県の方式（択一式や記述式）・傾
向に合ったもの、そして自身が使いやすいも
のを選び同じものを繰り返し使い込むのが良
いと思います。

論作文は、もっと早めに対策しておくべき
だったと反省しました。受験目前になると、
暗記の詰め込みに時間を割いてしまいたくな
るので、余裕のあるうちから今日の教育課題
に目を向け、概要や自分の考えをまとめてお
くと良いです。論作文は、教職課程担当の先
生に添削していただき完成したものを暗記
するほど読み返すことで、本番でもスムーズ
に記述できるようにしました。

自分一人では、学習方法や内容に不安も出
てくると思います。そういう時は一人で悩ま
ずに、教職課程の先生方に相談してみて下さ
い。きっと新しい情報やアドバイスをいただ
くことができ、より自信をもって集中した学
習ができるようになると思います。

・二次試験
二次試験（個人面接・集団面接）対策は、一

次試験終了後に始めました。
個人面接の面接表は、自分のこれまでの経

験や教育への思いをできるだけ簡潔に記入し
ました。自分のことを面接官に知ってもらう
重要な書類なので、ぎっしり文字で埋めてし
まいがちですが、それだとかえってアピール
ポイントを見落とされてしまいます。そのた
め、面接表は箇条書きにして見やすくなるよ
う記入しました。

面接対策は、大学の二次試験対策講座に参
加しました。個人面接については、演習の回
数を重ねることで自分の軸や改善点がはっき
りと見えてきて、面接表もそれに応じて修正
を加えることができました。また、複数の人
に面接官役として見ていただくことで、本番
の面接官も雰囲気や質問の仕方が様々である
ことをイメージしやすくなり、臨機応変に答
える練習をすることができました。集団面接
演習では、複数名の受験者の中で自分をより
よくアピールする方法を試行錯誤することが
できました。全体として、受け答えの内容も
もちろんですが自身の話し方や動作の癖も知
ることができ、本番への対策ができる大変貴
重な機会でした。

当日は、これまでのどの演習よりも落ち着
いて自分を表現することができました。演習
中はうまく自己アピールができず恥ずかしく
思うことも多々ありましたが、本番につなげ
ることができて本当に良かったです。

・おわりに
今回合格という結果をいただけたのは、大

学の先生方をはじめ教務課の皆様、共に対策
講座に参加した学生の方々のご助力のおかげ
です。一人ではとても学びきれなかったこと
を、たくさん学ばせていただきました。本当
にありがとうございました。これから採用試
験に向かうみなさんも、先生方や教務課のみ
なさんに可能な限りご支援いただき、仲間と
共に合格を手にしてください。私自身も心か
ら応援しております。
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教員採用試験体験記

平成24年度法学部法律学科卒業　矢吹　聡子

学習のノルマ内容を週ごとに書き出し、終わり次第
スケジュール帳に貼り付けていた
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母校である神奈川県立弥栄高等学校での三
週間の実習を通して感じたことは、教材研究
の大切さと生徒と向き合うことの喜びです。
私は大学一年次から実習校で部活動インスト
ラクターをしており、緊張や不安はあまりあ
りませんでした。しかし、そうした中でも自
分が目標としている場所でどれだけ多くのこ
とが学べるだろうかという期待と慣れ親しん
だ場所だからといって甘えることなくけじめ
をつけて取り組むという点での緊張感を持っ
て臨みました。

授業を行うにあたって、私がとても重要だ
と感じたのは授業準備です。つい実際に授業
をした時の内容や雰囲気に目がいってしまい
がちですが、教師が目標への道筋を与えた中
でより活発に生徒を動かし簡潔でわかりやす
い授業を行うには、事前の教材研究などの準
備が重要だと痛感しました。

私の場合、事前の
打ち合わせで初めか
ら授業を任せると言
われていたので実習
前に数回指導教諭の
授業を見学させても
らい、授業準備をし
ました。指導教諭の
授業もこれから求め
られていく授業も私が今まで体験したことの
ない授業だったので、どのようにして授業を
作っていくか何度も試行錯誤をしました。し
かし、生徒の思考を促すための発問が曖昧で
わかりにくかったり、あれもこれもと欲張っ
た結果その授業で何を学んでもらいたいかを
明確に示せず教師も生徒も目標が見えなく
なってしまったりと最初は反省点ばかりでし
た。その原因は教材研究の不足と単元や授業
目標に向けての簡潔な授業づくりができてい
なかったからだと思います。生徒は一生懸命
授業に取り組んでくれているのに、伝えたい
ことが伝えられず疑問に答えてあげられない
もどかしさを感じとても悔しかったです。

板書の時間を減らすためにプリントや模
造紙などを用いて事前に準備をし、グループ
ワークなどの時間を確保しました。また、視
覚化し常に見られるようにすることで目標を

見失わず、授業の方向性も明確になりまし
た。授業のイメージを何度もし、生徒の突発
的な疑問や意見に対応できるよう教材研究を
重ねました。教材研究をやればやるだけ、生
徒への発問が明確になり、生徒が思考し発言
し共有する時間を増やすことができました。
また授業をやるうえでの自信がつき、安心し
て授業が行えるようになりました。

生徒と向き合う点については、授業の中で
ももちろんですがそれ以外の時間も積極的に
生徒と関わるよう心がけました。私は美術専
攻のクラスを受け持っていたのですが、生徒
たちは空き時間や放課後には自分の課題の作
品作りに取り掛かります。彼らがどんな作品
を作っているのか空いた時間を使って把握し
話題づくりをすると向こうもそれに応えてく
れるようになり、生徒との距離感を感じるこ
とが少なくなりました。それに加え、自分の
得意なことや夢中になっていることを話す
ときの生徒は本当に輝いて見えました。そう
いった姿を見られるのは教師の特権であり
喜びの一つではないかと感じることができ
ました。

教科指導や生徒指導、部活動、体育祭など
も含め、実習中の三週間全体を通してこれら
のことを学べたことは、私が教師を目指すこ
とのさらなる土台になったと思います。

教員を志望しこの大学で学んでいく中で、
先生方や資格課程の皆様のサポートがとても
厚く、実習には自信を持って取り組むことが
できました。さらに実習を終えて改めて人を
育てることの喜びや困難さも学ぶことができ
ました。これから教育実習を控えたみなさん
が楽しく充実した実習ができることを願って
います。

教育実習を終えて（国語）

神奈川県立弥栄高等学校　文学部日本文学文化学科4年　永井　清花

研究授業で使用した資料
（美術専攻実習生の作）

担任として関わった2年8組美術専攻の生徒たち
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私は、平成 28 年 5 月 23 日から 6 月 11 日
までの 18 日間、母校である星野高等学校へ
教育実習に行ってまいりました。担当科目
は、コミュニケーション英語Ⅱで、二年生の
3 クラスの授業を受け持ちました。初めて実
践的な指導を経験させていただけたことで、
自分を見つめ直すと同時に、教師という職業
の大変さと楽しさを知ることができた三週間
となりました。

一週目は、
テスト週間や
球技大会や体
力測定などの
学校行事が重
なり、早速生
徒たちと親し
む機会があり
ました。私が担当したホームルームクラス
は、素直で真面目な生徒が多いようで、私に
英語の勉強の方法を聞いてきた生徒もいまし
た。教師として、生徒の立場から見たアドバ
イスはどういうものかを考えることができ
ました。二週目の火曜日から、実際に教壇実
習が始まりました。いざやってみると、私が
発問した際、生徒の回答に対して工夫した対
応がないことが頻繁にありました。指導の先
生から、生徒の和訳や考えを拾い、そこから
フィードバックやヒントを与えて生徒に最後
まで考えさせることが重要であるということ
を学びました。生徒たちにとって発言を意味
のあるものにするために、教師がどのような
工夫をするかで、授業展開が大きく左右する
ことに気付いたのです。

さらに、細かい計画のないまま、指導案の
板書計画にある単語やフレーズを書くだけの
作業を行ってしまったこともありました。字
の大きさや色分け、補足説明の区分け、様々
な記号といったものを考慮して、より的確な
板書が出来上がるというアドバイスをいただ
きました。そして、それらを組み合わせて、
いかに生徒に単調に感じさせない授業を作る
かがポイントであるということに気付かされ
ました。例えば、重要語句を紹介するときの
例文提示や、物語の解説を行う時の内容の膨
らませ方など、生徒にとって単純に教科書に
書かれている意味を訳すだけの作業とならな
いような工夫は、幅広く存在するのです。そ
れらを教師が取捨選択をして授業に取り入れ
ることで、生徒が授業に主体的に参加できる

機会を作れることがわかりました。
また、私自身の課題として、間の取り方が

挙げられました。研究授業の際、私が綺麗な
板書を意識することに気を取られすぎたた
め、沈黙の時間が長くなってしまい、多くの
先生からそのことについてのフィードバック
をもらいました。また、解説をこま切れにし
ながら板書を行ってしまい、生徒の集中力を
続かなくしてしまうことがありました。生徒
が見やすい板書を心がけるだけでなく、一回
の説明を区切らずに行って注意を向けさせる
こと、そして無駄な時間を作らないようにメ
リハリやペースを配分することといった数々
の点を考慮することで、生徒にとってわかり
やすい授業を作ることができるのだと思いま
した。

この実習を振り返ってみると、授業の進め
方や生徒への反応の仕方など、なかなか円滑
に行かない部分が多々あり、悔しさを痛感し
たときもありました。時には自信を失くしそ
うになりましたが、指導の先生から、教師の
「自信を持つことの大切さ」についてアドバ
イスをいただき、教師である自分が弱気な姿
を生徒に見せてはいけないと学びました。最
後の教壇実習後には、指導の先生から「板書
の大きさや、時間配分、生徒の様子確認が今
までで一番よかった」というコメントをもら
い、また数人の生徒から「先生の授業おもし
ろかったです」という感想を聞くことがで
き、教える喜びを実感できたように思いまし
た。しかし、これで満足するのではなく、こ
れからも生徒の立場から見たよりよい授業は
何か、という問題を試行錯誤しながら考えて
いく必要があります。これから皆さんが行う
教育実習では、様々な問題に直面するかと思
いますが、それに挫けて自信を失わないよう
にしてください。あきらめずに挑戦をするこ
とで、すばらしい経験ができることを祈って
います。

教育実習を終えて（英語）

私立星野高等学校　文学部英語英米文学科4年　笹田　翼

HR クラスの生徒たちと

教育実習生仲間と



1 ．はじめに
私は、5 月 30 日から 6 月 16 日までの 3

週間、東京都立文京高等学校で教育実習を行
わせていただきました。ホームルームクラス
は 2 年 D 組、実習科目は地理歴史科（世界
史 A ）でした。教育実習の始まる 1 か月前に
担当教諭との事前打ち合わせがあり、教える
範囲が古代中国であることや、3 クラス担当
すること、授業数などを教えていただきまし
た。世界史 A の教科書では古代は見開き 1
ページのうちにどんどん進んでいきます。担
当教諭からは、自分で自由に内容を膨らませ
つつ、ストーリーや流れをぶつ切りにしない
で組み立てに注意して授業を作るように言わ
れました。
2 ．教壇実習での失敗と改善

1 週目は、主に授業見学を行いました。2
週目は、体育祭の準備で生徒の様子を観察す
ることが多かったです。3 週目は、教壇実習
や授業見学、研究授業などが主でした。

1 回目の教壇実習では、生徒に発問を投げ
かけ、生徒の発言の多い授業をすることがで
きました。しかし、説明不足や緊張のために
言葉尻を言い間違えることが多く、「この先
生大丈夫かな」という不安を生徒に感じさせ
てしまいました。しっかり準備した！と思っ
ていた教材研究が十分でなかったことを痛
感しました。担当教諭からも、もっと世界史
の中で起こる一つ一つの事象の裏を読んで、
それをどのように活用して授業すれば良いか
を考えるように、という指摘をいただきまし
た。例えば「中国春秋時代から戦国時代への
移行において、鉄製農具が普及されるように
なった」「そのことが生産能力の向上につな
がった」ということを授業の一部で取り上げ
たけれど、その背景にある「鉄の製造法の移
行」を見落としている、というものでした。改
めて概説書や参考書、資料集とにらめっこし
て教材研究をし、授業改善に努めました。授業
をするたびに新たな課題が出てくるので、そ
の都度できなかったことを箇条書きにしてそ
の改善方法を書いたり、実習生に模擬授業を
行ってアドバイスをもらったりしました。授
業中は、大きめの自分用ノートの左側に当日
使うワークシートを張り、右側に自分の話す
ことや生徒への発問などを書き、空白の部分

には小ネタとして使えそうな話（語源や覚え
方等）を書きまとめました。また、緊張して
話がとんだので、授業前にクラスに行って生
徒とたくさん喋るようにしました。
3 ．教育実習で学んだこと

最初、どのクラスでも同じテンションで授
業をしたのですが、それぞれのクラスの違い
に驚きました。それぞれに合わせて授業をす
る必要があると感じました。そのためには、
日々の生徒とのコミュニケーションによる信
頼作りがとても大事であるということに気付
きました。始めは自分が授業をすることで手
一杯でしたが、授業を重ねることで生徒の様
子を見ることができてきました。

そして、教師は教壇の上で授業をするだけ
ではいけないということも学びました。ただ
注意するのではなく、生徒の気持ちを推し量
ること、行事の際の生き生きとした様子を
しっかり見て、いつもと違う生徒の様子を生
徒に話すこと、清掃や部活動での様子を見て
声をかけること、そのような些細なコミュニ
ケーションから、生徒と教師の信頼関係を
作っていけるのだと思いました。

教育実習に行って、自分の力不足を痛感し
落ち込みましたが、真剣に勉強、部活、行事
に取り組む生徒を見て元気をもらい、「落ち
込んではいられない！学ぶことがいっぱい
だ！」と気持ちを切り替えることができまし
た。これから教育実習に行く皆さんも、実習
で落ち込んでしまうことがあるかと思いま
す。そんな時はぜひ、担当教員、他の実習
生、そして生徒と様々な会話をしてくださ
い。きっとたくさんのことを発見し、有意義
な教育実習になると思います。
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教育実習を終えて（地理歴史）

東京都立文京高等学校　文学部歴史学科4年　朝日　ララ

教壇実習用のノート



教
職
課
程

資格課程年報『パッソ ア パッソ』No.19/28 31

・はじめに
私は 5 月 30 日から 6 月 10 日までの 2 週

間、母校である静岡県立静岡商業高等学校
で、教育実習を行わせていただきました。実
習科目は 1 年生の簿記を担当しました。教壇
に立ち、教師として生徒に教えつつ、現場の
先生方からご指導をいただき、ともに教育実
習を行った実習生たちと情報交換やアドバイ
スをしあいながら、教育実習を行いました。
母校ということもあり、当時お世話になった
先生方が多く、たくさんの指導をいただき大
変勉強になる 2 週間を過ごすことができま
した。
・実習期間について

初めの 1 週間は、朝の会議への参加から帰
りの HR までの一日の流れをつかみながら、
授業見学や教材研究をすることが主でした。
教壇実習だけでなく、学級担任の仕事でもあ
る、朝と帰りの HR、朝学習・朝読書の指導
や清掃の指導なども経験させていただきまし
た。授業だけでなく、学校経営や生徒指導、
保護者との関わりなど、教員という仕事がど
れだけ大変なものか、ほんの一部かもしれま
せんが、身をもって体験することができまし
た。

教壇実習は、1 週目の金曜日からスタート
する予定でしたが、実習 3 日目に 1 時間いた
だけることになり、初めての授業を行いまし
た。結果は、授業の進め方や、授業中の声の
大きさや話し方など、緊張と準備不足もあ
り、課題だらけでした。実習科目である簿記
は他の科目とは違い、高校で一から学び始め
るものなので、生徒の中には苦手意識を持っ
ている子も少なくないことや、自分の授業の
声が小さいこと、時間配分など、課題がはっ
きりしたので、金曜日からの教壇実習に向け
て、さらに準備をしました。特に、慣れてい
ないということで授業をスムーズに進めるこ
とができなかったので、授業の構成を考え
て、時間を計りながら、実際に授業している
のと同じように話し方や黒板の使い方を意識
して、終わった後も黒板の写真を撮ってさら
に板書の工夫を考え、何度も何度も練習をし
ました。時には、実習生や先生方に模擬授業
を見ていただき、アドバイスをもらい、どう
したら時間内に範囲をわかりやすく教えるこ

とができるか考えました。そして、金曜日か
ら教壇実習を行いました。授業の準備はもち
ろんですが、教壇実習が終わった後にも、指
導教員に指導していただき、更に生徒たちに
も、どこが分かりにくかったのか、どこが理
解できたのか質問をして、次の授業に生かせ
るようにしました。

研究授業では、多くの先生方が見に来てく
ださいました。実際の授業を想定した練習を
何度もしていたので、話し方や目配り、声の
大きさなどについてはお褒めの言葉をいただ
くことができました。実習での課題は、生徒
が受け身になることが多い授業になってし
まい、アクティブラーニングが少ないという
ことでした。高校 1 年生にとって簿記は新し
く学ぶ教科であり、また検定取得もしなけれ
ばならず、教師は教えなければいけないこと
が多くあります。その中でもどうやってアク
ティブラーニングを取り入れていくかを考え
ていくことが課題だと感じました。
・最後に

授業は生徒と作るものだと感じた教育実習
でした。そのためには生徒たちとのコミュニ
ケーションが大切になってきます。教材研究
だけしても良い授業はできません。これから
教育実習に行く方は、実習前に、教材研究や
授業準備などできることは全て準備をしてお
くと良いと思います。実習期間中も準備の時
間は大切ですが、HR や清掃、お昼休みなど
なるべく生徒たちと関わる時間を作るように
心がけてみてください。実習は大変なことが
沢山あると思いますが、先生方の指導や生徒
たちの笑顔や、共に頑張る実習生との時間
は、大学では得ることのできない時間です。
後輩の皆さんが、素敵な実習期間を過ごせる
ことを願っています。

教育実習を終えて（商業）

静岡県立静岡商業高等学校　商学部マーケティング学科4年　中村　早希



教
職
課
程

資格課程年報『パッソ ア パッソ』No.19/2832

はじめに
まず、教育実習を終えて、教育実習 2 でお

世話になっている北澤先生をはじめ、諸先生
方、資格課程係の職員の皆様、浦添工業高校
の先生方、生徒のみんな、その他お力添えい
ただいたすべての方に感謝申し上げます。こ
の 15 日 間
で、自分自
身の物事の
見方、考え
方において
大きな成長
を感じてい
ます。本当
にありがと
うございま
した。

1 ．教育実習に参加するにあたって
教育実習に参加するにあたって、大学一年

次からの教職課程での取り組みや、模擬授業
も回数を重ねるごとに良いフィードバックを
もらえるようになったことで、大きな自信が
ありました。同時に、北澤先生から、「教育
実習は、受け入れ先の教員からすると手間で
もある。」という話を聞いて、どこか後ろめた
さのようなものを感じていました。

しかし、実際に教育実習が始まってみる
と、先生方は授業の空き時間などに、個々人
の持つ人生観や教育観についてのお話を多々
してくださり、大変充実した 15 日間となり
ました。

2 ．工業高校の教員として
私の指導教諭を担当していただいた与儀

先生は熱意があり、私自身、人生観や指導観
にも大変影響を受けました。与儀先生の考え
方の根底にあるのは、「生徒は工業高校に来
たからには、2 年間で、企業が欲しいと思う
人材にならなければならない。」ということ
でした。これは私が生徒の時には考えもしな
かったことでしたが、現在、周囲の友人が就
活に苦しんでいる中、中学卒業後は義務教育
が終わっていることもあり、そのような考え
方をもって進学するのは至極当然のように思
いました。

しかし、高校 1 年生というのは、ほんの少
し前には中学生だったこともあり、そのよう
な考えには至らないと思います。そして、こ

れを教員が一度伝えたとしても、ほとんどの
生徒は危機感を持つことはないと思います。
与儀先生は、勉強をする意味、服装を整える意
味、挨拶をする意味、掃除をする意味など、
あらゆる場面で生徒に想いを伝え、行動する
ことを喚起していました。

3 ．さくら並木清掃
さくら並木清掃での出来事は私にとって非

常に印象深い出来事です。なぜなら、生徒が
私の要求に応じてくれなかった、もっと言え
ば、生徒に反抗的な態度を取られたからで
す。

浦添工業高校にはさくら並木があり、日ご
とクラスごとにさくら並木清掃を行うのは浦
添工業高校の伝統です。端的に言えば、割り
振られた日にさくら並木清掃を行うのは当た
り前のことだという感覚があります。

私が担当した 1 年 1 組がさくら並木清掃
の当番になった日、私はさくら並木で出席確
認をしていました。すると、二人ほど遅刻し
てきた生徒がおり、そのうちの一人がそのま
ま校舎に向かって歩いて行こうとしました。
私は「今日はさくら並木清掃だよ。」と声を
かけましたが、その生徒は「もういいよ。」
と言って校舎への歩みを止めませんでした。
その行動が私には理解できず、困惑するばか
りでその後の対応もできませんでした。その
生徒が育った背景や、思春期特有の態度もあ
るのでしょうが、そこにどうアプローチすれ
ばよかったか、今でも答えは見つかっていま
せん。15 日間の教育実習で、最も印象深い
出来事でした。

4 ．今後私が目指すもの
私は大学卒業後大学院進学を考えていま

す。今回の教育実習を経て、研究内容として
「やりたいことがわからない」という学生、
生徒の意思決定に関わる研究がしたいと考え
るようになりました。これは、進路指導の先
生にお話を伺った際に、「やりたいことがわ
からない」という生徒の特徴として、目の前
のことに一生懸命取り組む姿勢がないことを
挙げていたからです。それが所属する組織に
起因するものなのか、生徒自身の育った背景
に起因するものなのか、年齢による発達段階
に起因するものなのか、とにかく、学生、生徒
が何かを頑張るきっかけを見つける手助けを
したいと考えています。

教育実習を終えて（情報）

沖縄県立浦添工業高等学校　経営学部経営学科4年　与那覇　竜太
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私は 5 月 20 日から 6 月 10 日まで 3 週
間、母校の茨城県立古河第一高等学校で教育
実習を行った。実習科目は数学で、商業科の
1 年生を担当し、3 組で HR を担当した。3
週間の教育実習で、様々なことを感じた。

まず、授業について。最初の 2 週間は、指
導教諭の授業を中心に、授業見学を行った。
授業の見学をして感じたことは、授業には、
先生方それぞれの色があるということであ
る。大きく分けると、講義形式の授業と生徒
参加型の授業に分けることができる。講義形
式の授業は、生徒が飽きないよう、膨大な知
識量と巧みな話術が必要であると感じた。生
徒参加型の授業は、生徒を指名する際に、問
いの難易度と生徒の力量を合わせるなど、生
徒それぞれの個性を把握することが必要であ
ると感じた。ここに、先生方の個性が加わる
ことで、それぞれの色になっていくのだと感
じた。最後の 1 週間は、教壇実習を行った。
授業を行って感じたことは、実際の授業と模
擬授業とでは、全く違うということである。
大学などで行う模擬授業では、ある程度数学
ができる人たちを生徒として授業を行ってい
たので、発問に対する反応などが想定しやす
く、授業準備の段階で想定していた時間配分
に近い形で授業を進めることができたが、実
際に現場で行う授業では、数学の得意不得意
にばらつきがあり、生徒に答えてもらうため
にヒントを出していたら、想定よりも時間が
経過してしまい、授業時間内に説明が終わら
ないということがあった。教材研究や板書計
画だけでなく、数学の得意不得意など、生徒
の個性の把握も、授業準備の一環なのだと実
感した。

次に、部活動について。部活動に参加して
感じたことは、技能指導以外にも必要なこと
があるということである。私は将来、サッカー
部の顧問になって、指導していきたいと考え
ているので、サッカーの指導について学ぶ必
要があるが、他にも学ぶ必要があることがあ
ると知った。例えば、怪我人が出たときの対
応。他の教育実習生から、部活動に参加して
いたときに、生徒が大怪我をしてしまい、病

院に連れて行く必要があり、その対応が大変
だったと聞いた。サッカーは接触が多く、怪我
人が出る可能性が高いので、怪我人が出たと
きの対応はできなくてはならない。他にも学
ぶべきことはあるので、それらについても学
んでいきたいと考える。

次に、研究授業について。研究授業は HR
担当の 1 年 3 組で行った。研究授業は、指導
教諭の先生以外の先生方の意見を聞くことが
でき、貴重な機会となった。説明が早口で抑
揚が無いので、生徒に説明が伝わりにくいと
指摘していただいた。他にも指摘していただ
いたこともあったが、良かった点として挙げ
ていただけた部分もあったので、自信になっ
た。

次に、教育実習全体について。教育実習を
充実させるためには、授業の準備を入念にす
ることや、部活動に参加することもあるが、
一番は、生徒と関わり、生徒のことを知り、
自分のことを知ってもらうことが大切である
と感じた。生徒のことを知ることができれ
ば、授業もしやすくなる。そして何より毎日
が楽しくなるので、多少日程的に厳しいこと
があっても、苦ではなくなる。自分から積極
的に生徒と関わっていれば、より充実した教
育実習になったと考える。

教育実習を終えて、教師になりたいという
気持ちが強くなった。今後も様々なことを学
びながら、向上心をもって過ごしていきた
い。

教育実習を終えて（数学）

茨城県立古河第一高等学校　ネットワーク情報学部ネットワーク情報学科４年　大城　斉彬

生徒からもらった色紙



教
職
課
程

資格課程年報『パッソ ア パッソ』No.19/2834

1 ．はじめに
私は、9 月 12 日から 30 日までの 3 週間、

母校の中央区立明石小学校で教育実習を行
いました。これより早く、6 月に中等教育学
校で教育実習を行っていたため、実習の流れ
は分かっていましたが、今回は実習生が私 1
人であり、これまで小学生と関わる機会も少
なかったため、やや不安でした。しかし、指
導教諭の先生をはじめ多くの先生方から手厚
いご指導をいただき、日々成長できたと思い
ます。

2 ．事前指導
実習前に 2

回事前指導が
行われ、児童
の実態や実習
教科の範囲を
教えて頂きま
した。また、
夏 休 み の 水
泳指導にも参加させていただき、事前に児童
の様子や学校の雰囲気を把握することができ
ました。

3 ．児童との交流
私がお世話になった 3 年生のクラスは、男

女の仲も非常によく、穏やかでクラスメイト
のだれにも優しい学級でした。配慮や支援を
要する児童も数名いましたが、それらの仲間
に対しても温かく受け止められる子どもが多
いと感じました。

私が実習中、特に意識したことは、とにか
く子どもと遊ぶことです。一緒に遊ぶこと
で、子どもたちに自分の存在を理解してもら
い、教壇実習においても子どもを惹き付けら
れると考え、実践しました。これは中学校や
高等学校での教育実習とは大きく違います。
遊ばなくてはいけないという義務的なもので
はなく、一緒になって遊びを楽しめる先生を
子どもたちは求めています。

実習中は天気が悪く、校庭で遊ぶことはな
かなかできませんでしたが、実習 2 週目の運
動会に向けた「花笠音頭」の練習を通して、
子どもたちとのコミュニケーションを図りま
した。実習初日 1 時間目の体育の時間を皮切
りに、毎日授業や中休み、昼休みの時間に子
どもたちと一緒に練習しました。苦手な子ど
もに教えてあげたり、逆に子どもから教えて
もらったりしながら、信頼関係を築くことが
できたと思います。

4 ．教壇実習
小学校は、中学校や高等学校とは異なり、

全教科の授業を行わなくてはいけませんが、
実習中は運動会練習や他学年の授業参観、
様々な領域の講話を行ってくださったため、
国語と算数を中心に教壇実習を行いました。
小学校は同じ学習内容の授業を自分の学級で
1 回しか行えないのも特徴です。そのため、
分かりやすい発問や展開の仕方、予想される
児童の回答を事前によく検討しておく必要が
あります。例えば、研究授業では算数の
「23×3（2 桁×1 桁）」の計算の仕方を考え
る授業を行いました。予想される回答は 7 通
り考えていましたが、「3＋3＋…＋3」と、3
を 23 個地道に数える方法までは考えていま
せんでした。このように予想外の回答が毎時
間多く出てきます。

「なぜ？」「どういうこと？」と深く聞い
ていくと、次第に発言の意図が読み取れま
す。日々の子どもの様子からどんな発問をす
れば、どこで資料の提示をすれば、こんな反
応を示し、学びにつながるかを検討すること
が重要です。そして、その場に応じて適切に
対応することや、上手に褒めることで子ども
はさらに自信を付け、伸ばすことができると
思います。

小学校の授業は、子どもたちがつくるもの
であると考
えます。学
習のねらい
に即しなが
ら、協同的
な学びの活
動を取り入
れることも
大切です。

5 ．おわりに
これから教育実習を受ける皆さんへのアド

バイスとして、実習中は特に体調管理を徹底
することです。私は普段体調を崩すことはほ
とんどないのですが、実習中は学級で溶連菌
感染症が流行り、一時体調を崩してしまいま
した。「自分は大丈夫」と思っていても、慣れ
ない環境で生活すると体も弱っているようで
す。

児童一人一人の個性が分かり、授業づくり
の基本を少しずつ抑えてきた段階で実習最終
日になります。一日一日を大切にして、子ど
もたちの笑顔を楽しみながら実習に臨んでく
ださい。

教育実習を終えて（小学校）

中央区立明石小学校　文学部環境地理学科4年　飯島　瑠玖
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1 ．特別支援学校
「ここでの 2 日間を何となく過ごすのか、

有意義な時間にするのかはみなさんの心構え
次第です。」こう体験前のオリエンテーショ
ンで担当の先生から言われ、私は必ず有意義
な 2 日間にしようと心に決め、この体験に臨
みました。

私が担当したクラスは、肢体不自由の高校
3 年生のクラスでした。私がお世話になった
学校では、1 クラス生徒 7 〜 8 人に対して先
生が 5 〜 6 人でした。初日は、とにかく緊張
しっぱなしでした。障がいを持つ生徒と接す
るのも初めてだったので、どう接していいの
かわからず、なかなか自分から話しかけられ
ませんでした。初日は、緊張や不安が大き
く、担当クラスの先生の指示に従うばかり
で、1 日が終わってからとても悔しくなりま
した。初日の終わりに、様子を見ていた担当
クラスの先生から、「障がいを持っていても、
感覚は普通の高校生と同じなの。あまり自分
から話せない子でも、話しかけてもらえたら
嬉しいのよ。」と言われました。この言葉を
聞いて、私は“障がいを持っている子だから”
というだけで力みすぎていたことに気が付
きました。そのアドバイスを元に、2 日目最
終日は、なるべく生徒に話しかけるようにし
ました。初日よりはかなり生徒ともコミュニ
ケーションを取ることができ、生徒との会話
を楽しみながら体験に取り組めました。1 日
終わった後、先生からも「これだけ話せたら
いいね。」と言って頂き、嬉しかったです。

特別支援学校での体験は、普通の高校生と
話す感覚を忘れずに、教育実習の予行演習の

つもりで行くといいかもしれません。

2 ．社会福祉施設
社会福祉施設は、障がいを持っている方が

通う施設にお世話になりました。障がいを
持っている方と接するという点では特別支援
学校と同じでしたが、ここでは年代が幅広
く、学校ではなく施設ということで同じよう
に接するわけにはいかず、やはり初日は戸惑
いました。しかし、前回の反省を活かし、“障
がいを持っているから”といって構えすぎず
に、私たちが普段するような何気ない会話を
しようと心がけました。施設内での日々の活
動は、カラオケやクッキング、読み聞かせ等
娯楽的なことが多く、利用者さんも笑顔で楽
しそうでした。利用者さんと一緒にこういっ
た活動をするのは私にとっても息抜きになっ
たし、「一緒に歌いましょう。」や「何作りま
すか？」等、自然にコミュニケーションを取
れるいい機会でした。こちらの施設では、特
別支援学校では行わなかった食事介助をさせ
てもらいました。こちらは食事のため、喉に
詰まらせないように気を付ける必要はありま
したが、やはり利用者さんと話せる時間だっ
たので、なるべく話しかけるようにしました。

そうして 5 日間接していると、最初は言っ
ていることが分からなかった方の言葉を聞き
取れるようになったり、利用者さんのプライ
ベートなことも知ることができたりしたの
で、嬉しかったです。最終日には、「寂しい。」
や「また来てね。」という言葉をかけてくださ
る利用者さんもいて、今回体験できてよかっ
たなと思えました。

3 ．最後に
体験に行く前は、自分に合計 7 日間もの体

験を乗り切れるのかかなり不安でした。しか
し、実際行ってみると、先生や職員の方は親
切だし、生徒や利用者さんも温かく迎え入れ
てくれます。こういった場所での体験は初め
てでどうしたらいいのか分からないという人
も多いと思います。私もその 1 人でした。で
も、待っているだけでは何も始まらないの
で、自分から積極的に動くことを意識すると
いいのかなと思います。この体験は、いつで
も気軽にできることではないので、これから
行く皆さんにもたくさんのことを経験し、吸
収して欲しいです。大変なことも多かったけ
れど、その分充実した体験ができました。

介護等の体験を終えて

文学部日本文学文化学科3年　清水　和江
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1 ．はじめに
文科省は 2015 年 3 月 27 日に「道徳」を

「特別な教科　道徳」として位置付けること
を告示した。今回の専修大学教育学会では、
道徳教育についての文科省の方や現職の先生
方の実践について話をうかがえる貴重な機会
であった。
2 ．参加前の道徳教育についての疑問点

私が参加前に道徳教育に関して疑問に思っ
ていた点は 2 点ある。1 点目は「道徳教育を
行えばいじめは減るのか」という点である。
事前の学習で、道徳教育が重視されるように
なった背景のひとつには、いじめを防止する
目的があると学んだ。教育という営みは一朝
一夕に結果や成果が出るわけではないことは
重々承知しているが、道徳教育を積極的に実
践されている現場の先生方の実感として、道
徳教育を行うことで児童生徒の変化はあった
のか気になった。

2 点目は道徳教育について学校として目
標や評価の基準があるのか、一貫した道徳教
育が行われているのかということである。こ
れも事前の学習で学んだものだが、文科省は
教師間で道徳教育の差があるのは望ましくな
いというスタンスであったため、学校や教師
間で連携や一貫した対応ができているのか疑
問に思った。
3 ．疑問点に対しての先生方のご意見

1 点目の疑問に関しては、いじめが減った
とは断言できないが、日常生活の中で相手を
否定することが少なくなり、他者の意見を尊
重するようになったと仰っていたので、道徳
教育は「他者の尊重」という点で一定の意義
があると感じた。

2 点目については文科省の赤堀氏が詳し
く解説していた。赤堀氏は講演の中で、学校
として道徳教育の目標を設定して、その目標
にたどり着くように学校の教育活動全体とし

て実践するこ
とが必要であ
ると論じてい
た。この点に
ついては、各
小中学校の取
り組みとして、
廊下に「別葉」
（道徳教育の
目標を道徳の
時間だけでなく学校全体で取り組むために整
理した表）を張り出し、常に教員が道徳の目
標を意識して教育活動を行えるように工夫し
ていることが紹介されていた。
4 ．先生方の発言で最も印象に残ったもの

最も印象に残ったものは、中学校の菅先生
の「先生が生徒の意見を守ることが大事」と
いう言葉である。生徒が安心して自分の意見
を言える環境を作るために、他の生徒の発言
を馬鹿にしたり、見下したりする生徒には毅
然とした指導を行うことが必要であると仰っ
ていた。私は生徒が自由に考え、発言できる
授業や失敗を恐れない学習環境を整えたいと
考えているので、この点はとても大事にして
いきたい。
5 ．新たに生じた疑問

率直に言えば、他の教科ではなく、なぜ道
徳でなければならないのか疑問が残った。赤
堀氏や先生方の話の中で、道徳の成果として
「他者の意見を尊重するようになった」や
「議論することで、答えが 1 つではないこと
を生徒が感じられる」という発言が多くあっ
たが、これは道徳でなければできないことな
のであろうか。私は「他者の意見の尊重」や
「答えが 1 つではないこと」は道徳よりむし
ろ、国語科や社会科、公民科が得意とする分
野であると考えるので、それらの教科を充実
させたほうが生徒の成長に資するのではない
かと感じた。
6 ．おわりに

教育学会に出席し、先生方は道徳だけでな
く様々な模索の中で授業や教育活動をされて
いることを最も学んだ。道徳についても授業
のやり方は 1 つではなく、何が正解かもわか
らない中で、どうしたら児童生徒が楽しく学
べるだろうか、力がつくだろうかと常に考え
ながら取り組んでいらっしゃった。私も教壇
に立った時には、生徒ひとりひとりをよく観
察し、常に指導方法や授業を改善しながら取
り組んでいく決意である。

専修大学教育学会に出席して

法学部政治学科4年　松山　陸

教職課程の仲間たちと（右から 2 番目が筆者）

屋久島にて
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はじめに
入学時から 4 年間かけて履修してきた教職

課程の総仕上げとして、教育実習を終えた 4
年後期から教職実践演習を履修することに
なっており、私は神山安弘先生の講義を履修
しました。この講義のねらいは、変化の激し
いこれからの社会において、時代の変化や子
どもの変容を適切にとらえ、学校教育が抱え
る様々な課題に対して協働的に向き合うこと
のできる基礎能力を育成することです。

90 分の講義では、前半において教育課題
を一つ取り上げてその現状を理解し、後半で
はグループに分かれて討論を行います。そし
て、それを踏まえて最後は全体での発表を行
い、先生によるまとめで講義が締めくくられ
ました。講義の中では実際に現職の校長先生
にいらしていただき、お話を伺う機会もあり、
総仕上げにふさわしいより実践的なトピック
を取り扱っていただきました。

取り上げる内容は、学級経営から道徳教
育、主体的・協働的な学習活動、教員に求め
られる資質、能力など、非常に様々でした
が、毎回の講義では履修者各々が今まで教育
実習やボランティアなどで見てきた学校現場
の状況も踏まえたうえで議論が行われ、様々
な意見が飛び交っていました。

教職実践演習の講義から得たもの
私がこうした教職実践演習の講義を半年間

受けて得たものとして、一番大きいと感じて
いるのは、教員になるという「志」です。講
義の中で様々な教育問題を考えていく中で、
すべてにおいて共通して先生がおっしゃって
いたのが、「目の前の生徒がどうなってほし
いのか」、「どんな人間に育ってほしいのか」、
「どんな学級にしたいのか」という想いを持
つことでした。この言葉を聞いて、私は教員
として様々な課題に直面したときに、知って
おくべき知識、指導や生徒理解のために必要
な技能はたくさんあるけれども、何よりも必
要なのは、目の前の生徒たちにどうなってほ
しいか、という自らの熱い想いを持つことで
はないかと感じました。そして、そのために
自分はどんな教員であるべきなのか、という
一人の教員としての志を持つことが必要であ
ると痛感しました。

この講義を受けるまで、教育実習やボラン
ティアでの経験を経て、教員になりたいと
思ってはいたものの、「自分はこんな教員に
なりたい」と胸を張って言えるほどの志を

持っていなかったのではないかと思います。
しかし、神山先生のお話やお言葉の一つ一つ
に込められている熱い想いを聞いて、そして
共に教員を目指す仲間たちと議論をする中
で、自分の目指す教師像をはっきりと思い描
くことができるようになりました。

そして、どんな教員になりたいのか、とい
う問いに関連して、私がこの講義の中で印象
的だったのが、生徒にとっての「居場所」と
「出番」を作ってあげる、という言葉でした。
私自身、生活保護受給家庭の子供たちを対象
に学習支援をする中で、学校にも家庭にも居
場所を見つけられない子供たちの実態を見て
きました。こうした経験と重なって、神山先
生の「居場所」と「出番」を作ってあげる、
というお言葉は非常に心に響くものでした。
ニュースを見ていても、学校に居場所を見つ
けられずに不登校になってしまう子供がたく
さんいると感じます。私は、講義の中で何度
も繰り返して先生がおっしゃった言葉を忘れ
ず、学校という場が子供たちにとって安心で
きる居場所になるように、そしてそこには必
ず自分が活躍することのできる出番があるよ
うにしてあげたいと思います。

最後に
教職実践演習の講義を通して、ここには書

ききれないほどの多くのことを学ばせていた
だきました。そして、同時に自分の目指す教
師像、教員として熱意をもって生徒に接する
こと、教員としての志を持つことの大切さを
強く再認識することができました。教員を目
指す私たち学生に、熱い言葉で語りかけ、教
員という職の素晴らしさを教えてくださった
先生方に心より感謝申し上げます。この半年
間の教職実践演習、そして４年間の教職課程
の多くの講義の中で得た自分の目指す教師像
と、教員を目指す志を忘れずに、今後も励ん
でいきたいと思います。

教職総仕上げ「教職実践演習」

文学部歴史学科４年　望月　那菜
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私は 2016 年 9 月から専修大学附属高等
学校にて、毎週金曜日の 1、2、4、6 時限目に
世界史 A の授業に参加させて頂いています。
基本的には、教室の後ろに立ち、授業を見学
させて頂くという研修内容ですが、授業プリ
ントなど教室全体で話し合いながら作業す
る時には、「ここが分からない」、「教えてく
ださい」と話しかけてきてくれる生徒に対し
て助言をすることもあります。HR に参加し
たりすることは無いので、生徒とのコミュニ
ケーションは主に授業中のみですが、授業変
更で時間割が変わった際には「今日は 1 限
じゃなくて 6 限です」と教えてくれたり授業
の前後の時間に会話することもあり、話しか
けてきてくれた時は非常に嬉しく思います。

担当の先生の授業を見学するだけでも授業
の構成や話し方、生徒への気配りの仕方など
勉強になることは尽きませんが、この教科研
修生において、教師を志す私にとって最も勉
強になる時間は、担当の先生が授業の無い空
き時間（主に 3 時限目）に設けて下さる一対
一での話し合いの時間です。ここでは単にそ
の日の授業の内容について話し合うだけでな
く、生徒との接し方や大学での模擬授業の相
談、ひいては将来教師になった時に「どのよ
うな教師であるべきか」といったような踏み
込んだ内容まで含まれます。担当の先生曰く
「本来の教科研修生のプログラムには組み込
まれていないオプションの相談」とのこと
で、他の先生方も同様の相談を受けて下さる
かは定かではありませんが、お忙しい中、3 時
限目の時間を全て相談に費やして下さった
り、放課後にもお時間を作って下さるなど、本

当に親身になって相談に乗って頂いていま
す。当初は、「教科研修生」という名前なので、
授業の指導方法や授業中の教師のあり方を学
ぶものだと考えて参加しました。実際に、授
業を見学して、授業時間が余れば模擬授業を
やらせてもらい、それで終了、という学生も
少なくないとのことでしたが、私の場合は授
業だけでなく「教師の何たるか」についても
深く考える事ができています。

授業に関すること、それ以外の教師に関す
ること、この教科研修生で学んだことは数え
きれませんが、気持ちの面で大きく変わった
ことが一つあります。それは、「教師になる」
という夢がより現実味を帯びてきたというこ
とです。大学に入る前から教師を志し、入学
後も教職課程を履修し、授業をこなしてきま
したが、教科研修生で実際の学校を先生の立
場から見るまでは「教師になりたい」と漠然
と思っているだけでした。しかし、担当の先
生に話を聞いて頂き、相談に乗って頂く中
で、私自身の考えの甘さを深く痛感させられ
ました。と同時に「教師になる」とはどうい
うことか、考える機会も頂きました。教育実
習に行く前の段階でこのような経験を出来た
ことは非常に有意義であったと思います。こ
の経験を生かして教育実習及び教育実践演習
に臨みたいです。

最後になりますが、これを読んで下さって
いる皆さんには結局のところ教科研修生が
どのようなものであるか、全くと言っていい
ほど伝わっていないと思います。しかし私は
それでいいと思っています。授業のあり方、
教育の在り方は千差万別で、先生一人一人に
よって異なるからです。それは皆さんが今ま
で受けてこられた学校教育を振り返ってもら
えば分かると思います。ただ、一言だけ付け
加えるとすれば、この教科研修生という素晴
らしいプログラムはやりたいと思ってもそう
簡単に何処でもできるものではないというこ
とです。専修大学に通う皆さんには、是非と
も参加することをお勧めします。週に一度一
時間だけでも参加することで、教職の道に進
まなくとも将来に資する経験ができると思い
ます。

教科研修生体験レポート

文学部歴史学科3年　中川　朝日

授業で配布されたプリント
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1 ．はじめに
夏休みの期間中、南菅中学校にて夏休み学

習会と部活動の見学・サポートをさせていた
だきました。私は、教育に興味を持ち教職課
程を履修していましたが、実際の教育現場で
はどうなのだろう？教職課程の授業で習い得
た知識を実際の教育現場で見て確かめてみた
い！と思い、この学校教育ボランティアに参
加しました。今回の体験を通して、気づいた
こと、学んだことはたくさんありました。

2 ．ボランティアの活動内容
まず、夏休み学習会は日替わりで学年ごと

に教科別で開かれていました。1 年生は同じ
教科でも、夏休みの宿題を進める学習会もあ
れば、1 学期に習った単元のプリントを配布
して復習をする学習会もありました。2 年生
はテストなどで記述問題の点数が取れるよう
にスキルを身につけるといったポイントを
絞った学習会、3 年生は過去問を用いて入試
問題にチャレンジする学習会が行われてい
ました。このように各教科の先生たちが用意
した学習会を生徒たちが自分で選んで学習
していました。先生が主導で学習会を進め、
私は机間指導をしながら生徒たちのサポート
をさせていただきました。

そして部活動では私が小・中学生の時にバ
スケットボールをしていたことを考慮してく
ださり、女子バスケットボール部を主に見学
させていただきました。顧問の先生に南菅中
学校の女子バスケットボール部はとても強い
チームだとお聞きして、強いチームにはどの
ような秘密があるのかを探りながら、技術練
習や練習試合に参加もさせていただきまし
た。

3 ．学校教育ボランティアを通して
夏休み学習会で気が付いたことは大きく分

けて 2 つあります。1 つ目は、先生は問題を
解いていて分からない生徒がいた時にすぐに
答えを教えるのではなく、答えに辿り着ける
ようなヒントを出しながら生徒自身が考える
ようにサポートをしているということです。
大学の教職課程の授業で、先生が生徒に答え
を教えるのは簡単だが、それでは生徒の知識
は定着しづらい、問題の解き方や正解への導
き方を教えるのが先生の役目だと習った事
があります。実際の教育現場でまさにそれが
行われていて、私の中で強く印象に残りまし
た。

2 つ目は、先生は生徒が勉強中に飽きてし
まわない様に生徒をよく見ながら話し掛けて
いるということです。問題を解いている時
に、生徒の手が少し止まりかけたら先生が、
「いや〜。さっきの応用問題よく解けた
ね！」と声を掛けて褒めました。すると、そ
の生徒はまるで先生の魔法がかかったよう
に「そうでしょ〜！」と得意気に勉強を再開
し、解き進めていました。そして、生徒が「先
生〜、まだやるの？」と先生に聞いたら、「こ
こまでやったら、終わりにしよう！この後は
○○くんの大好きな部活が待っているもん
ね！」と元気づけて、生徒は「それじゃあ早
く終わらせよう！！」と勉強のラストスパー
トをかけていました。先生が生徒の様子を気
にかけ、よく見ていることでこれらの声掛け
が出来るのだろうと感じました。以前から、
先生は生徒のいろいろなサインに注意する
べきであり、これは当たり前だという考えを
持っていましたが、改めて大切なことだと気
付かされました。

4 ．終わりに
私は今回のボランティアで初めて実際の

教育現場を「客観的」に見ることが出来まし
た。大学の教職課程の授業で習ったものを肌
で感じることが出来たり、改めて大切なこと
に気付かされました。今回得た経験や考え方
を 4 年次に行う教育実習に役立てたいと思
います。

実際に現場に触れることで得られることは
たくさんあります。積極的にいろいろなとこ
ろに出向いて「実際に肌で感じる」というこ
とを大切にしていきたいです。

最後に貴重な経験をさせていただいた、南
菅中学校の先生方、生徒さんたち、そして
様々な協力をしてくださった教務課資格課程
の方々に感謝しています。ありがとうござい
ました。

多摩区・３大学連携事業「学校教育ボランティア」体験レポート

文学部環境地理学科３年　渡辺　佳奈

南菅中学校バスケットボール部
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1 ．はじめに
私は、今年度より専修大学附属高等学校国

語科教諭として勤務しています。大学の学部
を卒業してほどなく、教員 1 年目としての
キャリアを歩み始めたため、初めはわからな
いことばかりでした。とはいえ、現場におい
ては当然、4 月の勤務開始と同時に「一教
員」としての業務が与えられます。より具体
的に言えば、授業や学級副担任、校務分掌、
部活動指導などです。周りの多くの先生にご
指導頂きながら、1 学期を終えることができ
ました。このように、教員としての経験が浅
い私ではありますが、実際に現場に立ってみ
て、わかったことや思ったことをお伝えでき
ればと思います。

2 ．学校を知り、生徒を知る
私は今年度、第 1 学年の国語総合（古典）

と、第 3 学年の国語表現という授業を担当し
ています。4 月に本校へ着任し、まもなくし
て授業を行うにあたり戸惑ったことは、本校
の生徒を知らないということでした。全体と
して、どれほどの学力層で、どのような雰囲
気の生徒が多いのかがわからず、これはすな
わちどんな生徒に対して授業を行うのかがわ
からないということでした。年間を通じての
授業方針やどういった授業の工夫が目前の生
徒たちには効果的なのかなどは、生徒を知ら
ずして決められないように感じます。私はこ
の問題に対し、周りの先生に聞いたり、初回
の授業でアンケートを取ったり、生徒と対話
する機会を大切にしたりするなどで解消に努
めました。着任 1 年目だからこそ、相対する
ことになる生徒の様子をあらかじめ知ること
は困難なことでした。

生徒の様子を知るとまではいかなくとも、
生徒の様子を想像するうえで大きなヒント
になるのが、その学校を知ることです。学校
パンフレットやホームページ、受験案内など
の資料で研究することや、実際に足を運んで

みることで、その学校に対してより詳細なイ
メージを抱くことができるでしょう。学校の
校風やカリキュラムを把握する、つまり学校
を知ることが、より早い段階で生徒を知るこ
とへ繋がっていくと私は考えています。

3 ．指導方針と教員像
「作品を越えて古典を教え、古典を越えて

国語力を磨き、国語という教科を越えて人生
を語る」。これは、母校である私立高校の恩
師から教わった言葉を、一部自分なりにアレ
ンジしたものです。情報化社会の進展が著し
い現代、我々が社会から享受している恩恵は
計り知れません。そのような社会を高校生と
して生きる彼らに身に付けて欲しい学力は、
決して現時点における大学受験に合格するた
めに必要な知識だけではないように思いま
す。自ら考え、主体的に行動し、自立して自
己実現に向けて歩んでゆける力が必要なのだ
と、現場に立ち改めて感じました。そのため、
私は言語活動の充実を大きな軸として日々の
授業を展開しています。4 技能をバランス良
く導入し、知識伝授型の授業形態に偏らない
よう心掛けています。その中で、生徒各人が
それぞれに古典を学ぶ意義を見出し、思想の
1 つとして身に付けてくれれば、と願ってい
ます。

学ぶのは、何も生徒に限ったことではあり
ません。教員は、生徒以上に学び続けていか
なくてはならないものだと確信しています。
日常において、専門分野・担当科目はもちろ
ん、幅広い教養と知識を自身で習得し、他者
へ発信できるような態度でいるべきです。生
徒は教員の姿を鋭い視線で見ています。私自
身もまだまだ相当な時間がかかりますが、生
徒に生き様を見せ、人生を語ることができる
教員を目指しています。

4 ．おわりに
ここまで、私の拙い経験の中から、これか

ら教育現場へ飛び立つであろうみなさんにお
伝えしたいことを述べさせて頂きました。私
自身も例外ではなく、教員という職業は多く
の人が「なりたくてなる」職業だと思いま
す。私の場合、中学 3 年生の時から、教員を
将来の夢として掲げていました。肉体的・精
神的に少々つらい時があっても、「教員にな
ることができたのだ」と心に唱えるだけで、
勇気がわきます。みなさんも熱い気持ちを忘
れず、夢の実現に向かって日々励んでくださ
い。僭越ながら、成功をお祈り申し上げま
す。

専修大学附属高等学校から
教員1年目を迎えて

私立専修大学附属高等学校　教諭　奥田　哲平

授業風景
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はじめに
私は司書課程で「情報資源組織演習 1」と

「情報資源組織演習 2」の 2 科目を担当して
おります。これらの科目では図書館で行われ
ている「情報資源」を「組織化」する作業を
学生のみなさんに演習してもらいます。でも
これでは科目名を単にいい直しただけで、
「なにを学ぶ授業なのかさっぱりわからない
ぞ！」とみなさんからお叱りを受けてしまい
そうですね。そこで「情報資源」を「組織化」
することについてもう少し詳しくみていきま
しょう。

1 ．「情報資源」を「組織化」するとは
これまでの図書館では「形があるもの」

（＝物理的形態をもつもの：例　印刷資料、
非印刷資料等）を収集対象としていましたが、
それらに加え現在は「形がないもの」（＝物理
的形態をもたないもの：例　ネットワーク情
報資源）へと収集範囲を広げています。従来
は前者のことを「図書館資料」と呼んでいま
したが、収集範囲が拡大したことを受けまし
て現在は「図書館情報資源」と呼び方が改め
られました。つまり情報資源とは世に存在す
るさまざまなモノ（形態は問わず）に情報を
固定化したもののことを呼ぶ用語なのです。ⅰ

そして「組織化」とは一般的には「ばらば
らの物や人を、一つの体系のもとにまとめる
こと」（『大辞林』三省堂）を意味しますが、図
書館の組織化はこれとは少々意味が異なり
「一定のルールにもとづき整理しあとで取り
出しやすく蓄積する」ⅱ 作業のことを組織化
と呼んでいます。この組織化の対象とするも
のがさまざまな情報資源です。

このように情報資源が組織化されますと図
書館で収集されているさまざまな情報資源が
整理され、取り出しやすい環境＝図書館情報
資源が検索できる環境が整えられます。これ
が情報資源を組織化する目的です。図書館の
利用者が求めている情報資源の検索から実物
を入手するまでの一連の流れをいかに効率的
に、かつ時間をかけずに行えるかどうかは的
確な組織化作業が行われているか否かに左右
されます。現在図書館で提供されているさま
ざまなサービスは情報資源の検索からサービ
スがスタートすることが多いことからみます
と、情報資源の組織化は図書館サービスその
ものを支える屋台骨となる作業であるともい
えます。

以上のような情報資源組織化の目的や意義
をふまえ、私の授業では情報資源組織化の具
体的な作業である目録作業や分類作業を学生

の皆さんに取り組んでもらいます。

2 ．「情報資源組織演習 1」
それでは実際にどのような講義内容になる

のかをシラバスをもとに見ていきましょう。
「情報資源組織演習 1」では目録作業の演習
を行います。講義内容は次の通りです。

（1）ガイダンス・『日本目録規則 （NCR）
1987 年版改訂 3 版』概説、（2）記述に関す
る総則①書誌階層と書誌レベル、単行レベル
での記述など、（3）記述に関する総則②記述
の精粗など、（4）図書の記述①タイトルと責
任表示に関する事項：本タイトル、（5）図書
の記述②タイトルと責任表示に関する事項：
その他のタイトル、（6）図書の記述③タイト
ルと責任表示に関する事項：責任表示、（7）
図書の記述④版に関する事項、出版・頒布等
に関する事項、（8）図書の記述⑤形態に関す
る事項、シリーズに関する事項、（9）図書の
記述⑥注記に関する事項、（10）図書の記述
⑦標準番号、入手条件に関する事項、（11）演
習問題実施および解説、（12）標目および標
目指示①タイトル標目、（13）標目および標
目指示②著者標目、件名標目、分類標目、
（14）演習問題実施および解説、（15）授業
内テスト。

「演習 1」ではオリジナルカタロギング
（自館で受け入れた情報資源に対してその
図書館自身が目録作成作業を行うこと）を中
心とした演習内容となっています。現在はコ
ピーカタロギング（他の機関等が作成した目
録データを自館の蔵書データベースに登録
（コピー）し、自館の目録として利用、提供
すること）による目録整備が多くの図書館に
おいて実施されています。そのため図書館の
業務としてオリジナルカタロギングを行う機
会は少ないのが現状です。しかしまったくオ
リジナルカタロギングを行わないわけではあ
りませんし、オリジナルカタロギングの演習
を通じて記述がどのような情報で構成されて
いるのか、どのように記録（入力）されてい
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るのかなどの知識や経験が登録された目録
データを有効に活用することにつながると私
は考えています。

3 ．「情報資源組織演習 2」
つぎに「情報資源組織演習 2」の講義内容

を見てみましょう。本講義では分類作業等の
演習を行います。

（1）ガイダンス・主題目録法概説、（2）
『日本十進分類法（以下 NDC と略）』概説、
（3）主題分析およびその演習、（4）一般補助
表①形式区分およびその演習、（5）一般補助
表②地理区分・海洋区分およびその演習、
（6）一般補助表③言語区分　固有補助表①
言語共通区分およびその演習、（7）固有補助
表②文学共通区分、その他の固有補助表およ
びその演習、（8）分類規程①一般分類規程 1）
主題の観点　～3）原著作とその関連著作、
（9）分類規程②一般分類規程 4）複数主題～
6）新主題、（10）分類規程③分類規程の演習
および解説、（11）『基本件名標目表（以下
BSH と略）』概説、（12）件名標目付与の実
際①音順標目表等、（13）件名標目付与の実
際②件名規程等、（14）総合演習、（15）授業
内テスト。

「演習 2」では分類記号の付与を中心とし
た演習内容となっています。分類記号や件名
標目の付与は情報資源の主題分析（分析対象
とする情報資源がどのような主題（中心的な
テーマ）を扱っているのかを明らかにするこ
と）を起点としています。授業を行っていま
すと主題分析を苦手とする学生さんは少なく
なく、「主題分析がうまくできないです」と
相談されることがよくあります。そのような
とき私は「時間に余裕があるときに NDC の
本表を眺めたり、図書館の書架を眺めたり、
本屋さんに行ったときに本棚をじっくり見る
でも構いません、世の中にどういう主題があ
るのかを少しでも把握すると主題分析に役立
ちますよ」というアドバイスをよくします。
主題分析では個人の知識力を要求される一面

があります。しかしこれは長
年にわたり培われるものであ
り受講中に身につけるのは困
難です。そこで少々付け焼刃
的な対策ですが、どのような
主題があるかをまず知ること
から始めるよう勧めていま
す。日頃から関心をもったも
のや少し気になるものなど自
分が知らないこと、分からな
いことがあればすぐに調べる

ようにすることも知識力を高めることができ
主題分析に役立ちます。「分からなければ即
座に調べる」という姿勢は司書として職務を
遂行していく上での基本ですし、司書以外の
職業であっても何らかの形で役に立つことも
あると思いますので是非積極的に取り組んで
いただきたいです。

おわりに
情報資源組織演習は演習作業を通じて情報

資源そのものと真っ向から向き合う絶好の機
会であると私は考えています。さまざまな視
点から「この情報資源はどういう情報資源な
のだろう」とじっくりと紐解き、理解してい
く時間を持つことは、日常生活でも図書館の
現場であって
も決して多く
は あ り ま せ
ん。本講義を
通じて悩みな
がら苦労しな
がら情報資源
と向き合った
時間は、学生
のみなさんが
将来図書館の
司書になった
ときも、それ
以外の職業に
就いたときで
あっても良き
糧となるもの
であると私は
信 じ て い ま
す。

ⅰ 榎本裕希子［ほか］ 『情報資源組織論』（ベー
シック司書講座・図書館の基礎と展望 3）学文社，
2012 年，p．6 参照
ⅱ 同上
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私は 8 月 17 日から 21 日までの 5 日間、
地元の和歌山県立図書館で実習をさせていた
だいた。和歌山県立図書館は、「きのくに志
学館」という建物の 1F に入っており、2F は
和歌山県立文化情報センターと和歌山県立文
書館である。この建物だけであらゆる情報が
入手できる場所となっている。

和歌山県立図書館の開館時間は 10 時であ
る。9 時半に朝礼を行った後、職員は利用者
を迎えるために開館準備を行わなければなら
ない。主な業務としては、返却ポスト内の図
書の回収及び返却・配架作業、新聞綴じであ
る。実習期間中はこの作業を毎日行った。

1 日目、2 日目にはイベントがあった。1 日
目は、季節ごとに開催している「季節のおは
なし会」がタイミングよく重なっていたこと
もあって、児童室で職員の方が児童向けに読
み聞かせを行う姿を見学した。絵本や紙芝
居、言葉遊びなど 5 つ用意されており、時間
は 20 分程度であったが、子どもの集中力は
すごいもので、熱心に聞き入っていた。

2 日目は、児童を対象とした「図書館で涼
もう！2016」というイベントがあり、その
サポートを行った。絵の具やクレヨンを用い
てのドローイングが今回の内容であった。司
会者の指導を聞き、指示に従いながらも自由
に表現し、楽しそうにしている子どもの様子
を見て、図書館とはただ資料を提供する場だ
けではないのだと思った。

3 日目は、図書館における情報収集業務を
中心に行った。図書館の業務として重要なも
のはいくつかあるが、そのひとつが新聞で行
う調査であり、2 つの目的を持って行われて
いる。

ひとつは全国紙における出版情報調査であ
る。和歌山県立図書館の場合は、和歌山の情
報に絞って行っている。ここでいう出版情報

調査とは、和歌山出身の作家や和歌山に関す
る出版物の調査である。和歌山県立図書館で
は、郷土史料棚の近くに、和歌山県出身作家
の出版物のコーナーを設けている。

もうひとつは＜読書＞＜図書館＞に関する
記事を抽出してクリッピングするというもの
である。全国紙で毎週日曜日に掲載されてい
る書評もその対象である。

双方とも記事をすべてチェックしなければ
ならない労力に加え、普段の業務の隙間を探
して、職員さん一人でこれを行っているとい
う。地道な作業の上に図書館の情報提供サー
ビスが成り立っているのだと思った。

4 日目は、館内にある図書に限定して、
POP 作成を行った。図書選びの際に気づい
たのが、図書館は万能な本棚ではないという
こと。描きたいと思った図書を検索にかけて
もヒットしないということが数回あった。図
書館は各々の方針に基づいて、限られた資金
のなかで図書を選書しているのだということ
を実際に目の当たりにした気がする。

最終日の 5 日目は、実習生によるおはなし
会を行った。私が選んだ絵本は、『おべんと
う』。色鮮やかな食材が美しく描かれている
絵本である。児童は耳で聞いて目で認識する
ため、読み聞かせの際の重要なポイントは、
ゆっくり読むことと数拍待ってページをめく
ることである。その 2 点に注意して当日まで
に練習を重ね、本番は今までの中で一番出来
が良かった。読み進めていくたびに児童が反
応する様子がとても嬉しかった。

今回の実習を通して、図書館は表の仕事と
裏の仕事があるということを知った。利用者
は見ることがない裏での職員の仕事を日々こ
なすことで、カウンター業務やレファレンス
業務といった表の仕事を通して利用者に情報
や資料を提供で
きるのである。
そこに図書館司
書という仕事の
魅力を感じた。

最後に、多忙
な業務の中、実
習指導をしてく
ださった和歌山
県立図書館の職
員の皆様には感
謝でいっぱいで
ある。
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図書館実習を終えて

和歌山県立図書館　文学部人文・ジャーナリズム学科3年　川端　亜依

実際に作った POP（北村薫著『街の灯』）

最終日のおはなし会



■図書館の概要
埼玉県川口市には、文庫・分室を合わせて

9 つの図書館があります。その中でも私が現
在働いている川口市立中央図書館は、川口駅
付近に立地する中央館になります。複合施設
の中に入っていることもあり、入館者数は多
く、幅広い年齢層の方々に利用されていま
す。また当館は“公共図書館”として地域行
政資料の収集はもちろん、市内全域にサービ
スが行き届くように図書館から遠く、利用し
にくい方々に向けて、移動図書館車あおぞら
号の巡回を行っています。

■業務について
現在の私の担当業務は文学書籍、広報、点

字・音声情報サービスになります。その中で
も今回は、点字・音声情報サービスの業務に
ついてご紹介します。内容は、主として視覚
障害者向け資料の製作、提供、来館・電話で
の利用者対応、音訳・点訳研修会の運営など
があります。このサービスの特筆すべき点の
ひとつが、ボランティアとの連携です。対面
朗読や音訳・点訳資料の製作はボランティア
の協力のもと行われており、隔月で発行して
いる「音声版図書館だより」も音訳の勉強を
されているボランティアの方々に録音をお願
いしています。担当になって初めてこのサー
ビスに関わるボランティアの方々の協力を知
り、人と人の繋がりを感じると共に、多くの
人によって支えられているサービスであると
実感しました。また、音訳・点訳資料を郵送
貸出しているため、利用者と直接やり取りを
する機会が多いサービスであるとも言えま
す。例えば借りたい資料のリクエスト受付
や、次に何を借りるかの相談を電話で行うの
がその一例です。その際に利用者から「気に
なっていた本だから、音訳してもらえて嬉し
い」「次のシリーズも楽しみ」というお声を
頂くことがあり、このときがサービスを通し
て特にやりがいを感じる瞬間です。点字・音
声情報サービス、いわゆる障害者サービスは
座学で勉強をしたこと以上に得られるものが
多く、“図書館”という存在の意義について

考えさせられます。
この他に、職員が持ち回りでカウンター業

務も行っています。カウンターでの業務は、
レファレンス対応や複写受付、予約資料の貸
出、館内案内など多岐に渡ります。どのサー
ビスでもいえることですが、利用者一人一人
のニーズを汲み取り、それに的確に応えるこ
との難しさを日々痛感するばかりです。しか
しながら、図書館にある資料を用いて利用者
が求める情報を提供できたときには大きな達
成感があり、より求められるものに応えるだ
けの力を高めていきたいという思いが湧き上
がります。

■おわりに
司書として勤務してから三年目になります

が、上記で挙げた担当の他にも雑誌や実用書
など、様々な業務を経験させて頂きました。
その新しい業務に取り組む度に、司書という
職の奥深さや細やかさ、そして新たな知識を
身につけていくことの面白さを感じていま
す。そして、司書課程で勉強した事柄が実際
の業務内容に結びつき、座学で学んだ知識が
生きることを実感しています。

正職員として司書という職業に就くこと
は、私自身、就職活動を通して簡単な道では
ないと感じました。また、働き始めてからも
利用者から様々な問い合わせがあり、模索す
る毎日です。ですが、図書館という場所で本
に向き合い、本を通して人と繋がるこの仕事
はやりがいにあふれています。図書館につい
ての知識だけではなく、ふと自分が日常生活
や勉強で知ったことが鍵となり、対応に繋が
る事もあります。司書課程の講義はもちろん
ですが、その他の知識もどんどん吸収し、自
分の目指す司書像に向けて、視野を広げてほ
しいと思います。そして、是非いろいろな図
書館に足を運んで頂き、その館独自のサービ
スや空間づくりなどを体感してみてくださ
い。
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卒業生から
司書として働き始めて　

川口市立中央図書館　司書　平成25年度文学部日本語学科卒業　泉　麻莉菜

点字・音声サービスコーナー。対面朗読室の他、拡大読書器、
音声パソコンも設置されている。





学 芸 員 課 程



1 ．自己紹介
今年度、学芸員資格課程の博物館実習を担

当しました。本学以外では、他大学での考古
学の講義や発掘調査・保存科学など、考古
学・文化財科学・博物館に関する仕事をして
います。専門は中近世の考古学で、特に都市
の歴史や陶磁器に関心があります。

私は、大学院修士課程で考古学を専攻する
傍ら、豊島区遺跡調査会で遺跡調査に携わ
り、その後、新宿区生涯学習財団（新宿歴史
博物館　埋蔵文化財課）の非常勤職として、
埋蔵文化財の発掘・整理調査から報告書刊
行にタッチしてきました。さらに、学芸課に
移って博物館の現場も経験することになりま
した。千代田区教育委員会では、埋蔵文化財
の調査指導員として発掘調査に関わりつつ、
四番町歴史民俗資料館という小さな資料館か
ら現日比谷図書文化館（旧都立日比谷図書
館）への移転と新館オープンを経験しまし
た。

現在、これらの経験に加え、新たに文化財
科学のジャンルで経験していることなどは、
すべて本学の博物館実習の授業にも、生きて
つながっているように感じます。

そこで、これらの関連する分野との連携に
ついてお話してみます。

2 ．他分野について
（1）考古学と関連諸科学

江戸遺跡を発掘するとき、まず、その場所
がどういう場所であるのか、情報の有無を含
め、文献史学の援用をしながら調べます。江
戸では『御府内場末往還其外沿革図書』など、
多くの文献が存在し、すでに刊本になってい
ます。武家であれば、『寛政譜』などで家や当
主を調べることもできます。こうして拝領者
をある程度まで特定しながら（＊考古学は相
対年代を出すため特定までにはいたらない場
合もあります）、発掘調査を進めます。地面を
掘り進めると、宝永山の火山灰（1707 年［宝
永 4］噴火による降灰）が出てきたり、火災の
痕跡が出てきたりします。火災の履歴でも年
代が特定できることがあります。

また、ある遺物の使用法がわからない場
合、絵画資料や民俗学的手法によっても確認
できることがあります。

近世考古学は、歴史学、社会学、自然地理
学、歴史地理学、地盤工学、人類学、建築
史、美術史、自然科学、などの非常に多様な
学問とのつながりがあるのです。また、これ
ら関連諸学問から方法や成果を借りるだけで
はなく、出土文字資料、土木建築の遺構、土

壌と土層、墓や葬法に関わる社会的関係史の
痕跡、など返せるだけのものを蓄えつつあり
ます。今後も
これらの諸学
問や研究者と
連携を深め、
研究をより進
展させていく
でしょう。そ
のためには、
自身の分野の
学術的な用語
と各分野の用
語 を よ く 知
り、問題点を
共有するとい
う課題があり
ます。
（2）博学連携（博物館と学校教育）

博物館では、学校教育との連携が盛んに行
われています。考古学と博物館の関係の中で
は、発掘体験・土器づくり・勾玉づくりなど
の体験型の学習のほか、小学校などの授業に
土器などを持ち込んでの出前授業がありま
す。この場合にも、博物館学芸員が授業を行
う場合と、先生方が授業を行う場合の両方が
あります。こうした連携を担うのは、各地の
教育委員会、文化財行政、博物館、埋蔵文化財
事業団などの担当者です。

いずれの場合おいても、考古学（学芸員）の
側では、学校教育者との密な連絡が必要にな
ります。なぜなら、日々、児童・生徒の教育に
あたっている先生方は、彼らの発達段階、学
習の到達度を熟知しており、発する単語一つ
にも神経を注いでいるためです。授業に臨む
前には、こうした点についても打ち合わせを
行うことで連携を強化できます。ただし、学
校の先生方は実に多忙ですので、あまりに負
担になるようなことは避ける方が全体の教育
の質の向上には寄与するのではと思いもしま
す。研究授業や現在先生方に行われている研
修などで、先生方と共同でプログラムを開発
してそれを広めることは有効でしょう。私の
在職時に新宿区では、新任の先生方への研修
の一環として、博物館と館の資料・プログラ
ムの紹介を行い、生活や社会科などの授業に
活かしてもらっていました。

私も実際に学校の授業に縄文土器・弥生土
器を持って授業をしたこともあり、次のよう
なことを実感しました。

現在の子どもを取り巻く環境は、受験やイ
ンターネットによる検索などある「設問」が
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石切丁場



あたえられ、そこに「答え」があるという世
界がほとんどです。これに対して考古学で
は、設問を自身で設定する力と、資料から答
えを導く力の２つが必要です。ところが、例
えば縄文土器と弥生土器の順番を語る前に、
子どもたちに彼らの考える順番を尋ねると、
実にオリジナリティあふれる答えが返ってき
ます。教科書に載っている（あるいは載って
いない）資料の実物を肌で触って感じる体験
そのものは貴重です。同時に学校教育とは異
なる特別な授業だからできることもあったか
と思います。
（3）文理融合（理系分野との連携）

最近、鉄素材についても勉強する機会を得
て、理系の方々との交流をしています。きっ
かけは、鉄文化財を研究する先生らと出会
い、「たたら製鉄」の実験操業を体験したこ
とでした。

生来文系体質の私にとっては、理系の方々
との対話はなかなか難しいところがありま
す。言葉一つとっても、理系でいうところの
鉄なら Fe、銅なら Cu という元素記号で定
義されるのは当然のこと、会話にも定性的・
定量的なところが求められます。ついつい感
覚的な物言いをしてしまい、気を付けなけれ
ば、と思ってい
ます。理研の研
究 ノ ー ト の 注
意 書 き な ど み
ると、私が発掘
現 場 で 記 録 し
て き た 野 帳 と
の 違 い に 驚 き
もします。

3 ．交流・連携・協業
さて、異分野との交流・連携・協業では、

いろいろな留意点があります。
まずは、自身の立脚するところ（あるいは

立脚しようとするところ）が必要です。出発
時に、自分の位置というものがないと、相手
も交流のしようもありません。

交流であれば、お互いに情報交換をして、
相互に有益な点があれば成立します。連携に
おいてはそれぞれの目的のもとで合致すると
ころで勝負をして益を得ます。

協業ともなると、相互に組んで互いの方法
的な良さを出し合い、互いに成果を得るとい
う対等な関係が望まれます。目的の共有が必
要であり、それが片側の要請でしかなけれ
ば、難しくなります。そして、その一方で、
互いの利ある着地点が、本当は社会的に意義

のあるものでなければならないことを、職業
として専門職に就いたものであればおざなり
にしてはならないと思います。相互の目的が
最終的には社会に寄与するかどうか、そこに
哲学・理念があるかが試されます。

4 ．おわりに
豊島区遺跡調査会の頃、文献史学・自然科

学・博物館などとの連携の種をいただいてお
りました。ずっと大事に持っていたその種
は、次第にその数も増えて、いま少しずつ大
きく育っています。

この種は、最近でこそ自分で取りに行くこ
ともありますが、多くのものは先輩方から半
ば強引に（笑）渡されたものだったと思いま
す。

今回、恥ずかしげもなく、私事を書かせて
いただいた理由は、専修大学のみなさんが、
これからきっと得ていく「未来の種」の中に
はきっと、そのときには素晴らしいものとは
気が付かない、あるいは、その時には「芽」
が出るかもわからないものがきっとあると
思ってのことです。多少なり気が進まずと
も、いずれ芽が出たり、機が熟したり、といっ
た時がくるものもあるのではないか、という
ことをちょっと先にお伝えしたかったので
す。

これから、ぜひ、いろいろな「種」を集め、
育てるべく「芽」を育て、さらに、「花」や「実」
を得て欲しいと思います。そして、「種」でも
「花」でも「実」でも惜しまずに、他者に与え
られる人物になっていただきたいのです。私
もそのような世界を目指して奮闘中です。

生意気にも意見しましたが、自分の世界を
広げる体験は、本当に面白いのでお勧めしま
す。それでは、本日も、明日の種を見つけに
行きましょう！
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私は、8 月 22 日から 9 月 4 日までの 14
日間、東京都文京区弥生にある弥生美術館・
竹久夢二美術館で実習を行いました。この 2
館は、弁護士・鹿野琢見によって創設・開館
され、彼のコレクションである高畠華宵・竹
久夢二を中心とした出版美術資料を多く収蔵
する美術館です。弥生美術館は縦に 3 つの展
示室があり、1・2 階の展示室では、明治末
から戦後にかけての出版美術をテーマに企画
展を開催しています。3 階展示室は高畠華宵
の常設展示室で、3 ヶ月ごとにテーマをかえ
ながら、華宵作品を公開しています。竹久夢
二美術館は、夢二を研究する美術館として
様々な視点で深く掘り下げ、希少な資料と併
せて展示紹介をしています。

今回の実習では、2 館の学芸員の仕事の補
佐という形で、その時点、館で進行している
様々な仕事を経験させていただきました。弥
生・夢二美術館はとても小規模な館で学芸員
も 2 館合わせて 6 人しかいません。企画展
のテーマが決定すると 1 年間かけて担当学
芸員 1 人で開催までの準備を行います。そう
いった館の学芸員の補佐という形で実習を行
えたことで、幅広い仕事内容を間近に見るこ
とができ、学芸員にとって重要なことが、「徹
底的な調査」と「人との関わり方」であるこ
とを改めて理解し、これからの自分の課題を
認識することができました。

「徹底的な調査」の重要性は、弥生美術館
で 2017 年 7 月に開催予定の企画展の調査
作業をやらせていただいている際に感じまし
た。私は大正から昭和初期にかけて刊行され
た雑誌の中から、展示の対象となっている人
物の記事を探す作業を行いました。企画展に
向けた調査では、参考書籍だけではなくその
年代の雑誌や書籍も同時に調査します。その
過程で、これまでの調査の間違いを発見する
ことができるので展示内容の信憑性を高める
ためにとても重要な作業だそうです。

この経験で、自分が卒論を書くことのない
学部にいて、大学にいながら徹底的に一つの
ものを掘り下げて調査するという経験が全く
ないことに気が付きました。そのため学芸員
に必要不可欠な、調査や集めた情報を再構築
する能力が身についておらず、これらを課題
として身につける努力をしていかなくてはな

らないと認識しました。
「人との関わり方」は、2 館に出入りする

来館者以外の関係者の多さ、そしてその方々
に対する学芸員の対応を身近で見させていた
だき重要性を感じました。私の実習中には、
開催中の企画展で外部の方を招いてのミュー
ジアムトークが実施されていたり、次期企画
展の図録の校正として、外部関係者と学芸員
の方が会議をなさっていたりと、企画展関係
者の対応をする学芸員の姿を何度も見ること
ができました。そこで来館者の満足度の高い
企画展を実現するには、良い意味で周囲を巻
き込んでいくことが必要だと感じ、それと同
時にその場の学芸員の方の対応の迅速さや立
ち振る舞いを見て、巻き込むためにはやはり
高いコミュニケーション能力が必要なのだと
考えました。

私は、アパレル販売員の仕事を在学中に 3
年程度やってきました。そこで得た接客能力
には少々自信がありましたが、学芸員の方の
対応は全く別種類のもので、徹底的な調査で
裏付けられた知識が前提としてなければでき
ないものでした。ここでもやはり私の課題
は、徹底的な調査の能力を身につけることだ
と実感しました。

この他にも今回の実習では、大学講義内で
は気が付くことが出来なかった、私自身の今
後の課題をいくつも見つけることができまし
た。私は、油彩絵画に関係する学芸員を目指
しています。そのため専門的な知識を身につ
けるべく専修大学卒業後、美術大学に入学し
ようと以前から考えていました。実習を行い
調査の能力を身につけるなど明確な課題を認
識することができ、美術大学入学への思いが
より一層強くなりました。これから頑張って
いきたいと思います。
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弥生美術館・竹久夢二美術館



私は 8 月 1 日（月）から 8 月 6 日（土）ま
での約一週間、福島県にある福島県歴史資料
館で実習を行いました。福島県歴史資料館は
主に地元、福島の歴史資料を調査研究し、管
理・収集・保管している資料館で、今回の実
習では、史料の扱い方や整理の方法、遺跡調
査部の見学、そして展示作成など、様々なこ
とを体験させていただきました。

遺跡調査部の見学では、山下分庁舎と渡利
分室施設という二つの施設に行きました。山
下分庁舎は、遺跡発掘調査に携わり、また、
発掘調査の情報の整理、報告書の作成を行っ
ている施設で、遺物の出土品の実測図などの
情報を、手作業またはパソコンや専用の機械
を使って記録したり、整理したりといった様
子を見せていただきました。

渡利分室施設は、遺物、特に木製品や金属
製品の遺物の整理・保管や保存方法の研究を
行っている施設で、実際に木製品や金属製品
の保存方法や、文化財をより良い方法で保存
しようと文化財保存科学という研究に関して
詳しく教えていただきました。特に、現在、
保存技術は十分に発達していると思っていた
私にとって、まだより良い方向に技術が進化
し得る、またはその研究をしているというの
は新知見であり、大変興味深いものでした。

歴史資料館での実習として所蔵されている
史料の中から実際に使わせていただいたのは
古文書、典籍、掛物、巻子、屏風でした。古
文書以外の史料に関しては名称などの基礎知
識や、展示に際しての扱い方、保管の仕方、
そして史料そのものの見方などを教えていた
だきました。

古文書は、主に分類・整理の方法を教えて
いただきました。初めは担当の方の手伝いの
ような形で古文書と目録との照らし合わせや
内容確認の実習を行い、その後、実際に自分
が興味の持った行政文書の整理実習を行いま
した。整理する際に読み取らなければならな
い情報は、主にその史料の表題と年代、発信
者、受信者、そして簡単な内容というように
文字に起こせば 30 字もいかないようなもの
ですが、表題や内容は何が一番大事な情報な
のかを見極めて書く必要があり、読み解いて
分類整理する作業は思ったよりも難しいもの

でした。
実習の中で最も自分の力を試されたもの

は、展示制作でした。私は企画展示であった
「描かれた江戸時代の伊達郡」の後期展示で
展示される作品の一つである（旧）長倉村の
村絵図を担当させていただきました。名前の
通り村の絵と絵の中にいくつかの単語・文章
が描かれたもので、地名辞典のような辞典を
使って、その村絵図のキャプションを作ると
いう実習でしたが、読み解くのは難しく、辞
典やネット、そして担当の方にアドバイスを
いただきながらやっと約 200 字のキャプ
ションを作成することができました。

6 日間の実習を通して一番に感じたのは、
どの作業も主観だけでなく客観的に考えなけ
ればならないということでした。どの立場の
視点に立って史料を見るのか、その史料を必
要としているのはどのような人なのか、史料
を整理・分類した後、誰がどのような目的で
見るのか、というように、見る側の視点を常
に持つということが学芸員にとって重要であ
ると実感しました。また、他館との連携、学
芸員以外の職業の方との連携、そして、地元
住民との関わりというように、自分の館だ
け、自分だけ、では成り立たない、人と人との
関わりの大切さも知ることができました。

そしてこのことは学芸員だけでなく、他の
仕事においても少なからず求められることで
あると思います。学芸員として働くというこ
ととは、そもそも働くこととはどういうこと
なのかということを学ぶことができ、6 日間
という短い時間ではありましたが確実に私自
身のためになる貴重な体験となりました。
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展示制作実習で担当した村絵図
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教職課程

司書課程

司書教諭課程

学芸員課程

１　（　）内は，女子で内数である。
２　４年次には，５年次以上も含む。

平成 28 年 5 月 1 日　現在
区分 学 部 学  　 　 　 　 　 科 　 [　 専 　 攻 　 ]　 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 22(  1) 48(  5) 73( 11) 45(  2) 188( 19)
国 際 経 済 12(  3) 22( 10) 10(  4) 12(  2) 56( 19)

法 法 律 34( 10) 41( 13) 29(  6) 14(  2) 118( 31)
政 治 23(  5) 21(  4) 11(  1) 8(  1) 63( 11)

経 営 経 営 12(  0) 40(  2) 27(  6) 29(  4) 108( 12)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 19(  5) 45(  7) 41( 11) 27(  8) 132( 31)
会 計 7(  5) 15(  3) 17(  5) 15(  4) 54( 17)

文

日 本 語 日 本 文 [日 本 語 学 ] － － － 0 0
[日本文学文化] － － － 0 0

日 本 語 27( 10) 33( 12) 16( 10) 26( 13) 102( 45)
日 本 文 学 文 化 28( 15) 34( 16) 21( 14) 20( 14) 103( 59)
英 語 英 米 文 27(  4) 21(  8) 23(  8) 17(  6) 88( 26)

人 文

[哲 学 人 間 学 ] － － － 0 0
[歴 　 史 　 学 ] － － － 0 0
[環 境 地 理 学 ] － － － 0 0
[社 　 会 　 学 ] － － － 0 0

哲 10(  5) 13(  7) 12(  4) 5(  2) 40( 18)
歴 史 43( 17) 45( 15) 34( 11) 51( 19) 173( 62)
環 境 地 理 11(  2) 6(  1) 10(  3) 9(  2) 36(  8)
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 8(  3) 4(  1) 7(  1) 2(  0) 21(  5)
心 理 － － － 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 24(  9) 26(  4) 30( 10) 22(  6) 102( 29)

人 間 科 心 理 5(  4) 3(  0) 2(  1) 1(  1) 11(  6)
社 会 13(  8) 9(  4) 9(  4) 2(  1) 33( 17)

小        計 325(106) 426(112) 372(110) 305( 87) 1,428(415)

二
　
部

経 済 経 済 4(  0) 13(  2) 10(  1) 6(  0) 33(  3)
法 法 律 4(  1) 12(  0) 7(  2) 4(  1) 27(  4)
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 2(  2) 4(  1) 6(  1) 3(  3) 15(  7)

小 計 10(  3) 29(  3) 23(  4) 13(  4) 75( 14)
合 計 335(109) 455(115) 395(114) 318( 91) 1,503(429)
科 目 等 履 修 生 － － － － 18(  3)
大 学 院 生 － － － － 8(  2)
総 合 計 335(109) 455(115) 395(114) 318( 91) 1,529(434)

区分 学   部 学  　 　 　 　 　 科 　 [　 専 　 攻 　 ]　 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 7(  4) 5(  1) 5(  2) 4(  2) 21(  9)
国 際 経 済 2(  1) 1(  1) 2(  2) 0 5(  4)

法 法 律 7(  5) 4(  2) 9(  7) 5(  3) 25( 17)
政 治 2(  2) 2(  0) 3(  2) 0 7(  4)

経 営 経 営 3(  2) 1(  1) 3(  1) 1(  1) 8(  5)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 4(  4) 3(  1) 3(  2) 5(  4) 15( 11)
会 計 0 3(  2) 1(  1) 0 4(  3)

文

日 本 語 日 本 文 [日 本 語 学 ] － － － 0 0
[日本文学文化] － － － 0 0

日 本 語 17( 13) 6(  4) 10(  9) 4(  3) 37( 29)
日 本 文 学 文 化 30( 24) 32( 25) 31( 27) 10(  9) 103( 85)
英 語 英 米 文 0 0 5(  5) 2(  2) 7(  7)

人 文

[哲 学 人 間 学 ] － － － 0 0
[歴 　 史 　 学 ] － － － 0 0
[環 境 地 理 学 ] － － － 0 0
[社 　 会 　 学 ] － － － 0 0

哲 1(  1) 9(  3) 10(  9) 6(  2) 26( 15)
歴 史 15(  9) 31( 17) 12(  7) 6(  4) 64( 37)
環 境 地 理 3(  1) 3(  2) 1(  0) 0 7(  3)
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 3(  2) 4(  4) 10(  9) 3(  3) 20( 18)
心 理 － － － 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 1(  1) 8(  6) 8(  7) 1(  1) 18( 15)

人 間 科 心 理 1(  0) 3(  3) 1(  1) 5(  4) 10(  8)
社 会 2(  1) 10(  6) 4(  2) 4(  4) 20( 13)

小 計 98( 70) 125( 78) 118( 93) 56( 42) 397(283)

二
　
部

経 済 経 済 1(  1) 1(  0) 2(  1) 3(  0) 7(  2)
法 法 律 2(  1) 3(  0) 2(  2) 4(  2) 11(  5)
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 0 1(  0) 0 9(  4) 10(  4)

小 計 3(  2) 5(  0) 4(  3) 16(  6) 28( 11)
合 計 101( 72) 130( 78) 122( 96) 72( 48) 425(294)
科 目 等 履 修 生 － － － － 3(  3)
大 学 院 生 － － － － 0
総 合 計 101( 72) 130( 78) 122( 96) 72( 48) 428(297)

区分 学   部 学  　 　 　 　 　 科 　 [　 専 　 攻 　 ]　 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 3(  1) 2(  1) 4(  2) 2(  1) 11（  5)
国 際 経 済 0 2(  2) 1(  1) 0 3（  3)

法 法 律 2(  2) 2(  1) 2(  1) 0 6（  4)
政 治 0 1(  0) 0 0 1（  0)

経 営 経 営 1(  0) 0 0 0 1（  0)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 1(  1) 1(  0) 0 1(  0) 3 (  1)
会 計 0 0 0 0 0

文

日 本 語 日 本 文 [日 本 語 学 ] － － － 0 0
[日本文学文化] － － － 0 0

日 本 語 2(  2) 2(  2) 2(  0) 4(  4) 10（  8)
日 本 文 学 文 化 11(  8) 9(  8) 9(  7) 2(  2) 31（ 25)
英 語 英 米 文 1(  0) 0 0 0 1（  0)

人 文

[哲 学 人 間 学 ] － － － 0 0
[歴 　 史 　 学 ] － － － 0 0
[環 境 地 理 学 ] － － － 0 0
[社 　 会 　 学 ] － － － 0 0

哲 0 4(  2) 2(  2) 0 6（  4)
歴 史 6(  4) 5(  4) 2(  0) 0 13（  8)
環 境 地 理 2(  1) 0 0 0 2（  1)
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 0 3(  3) 1(  1) 1(  1) 5（  5)
心 理 － － － 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 2(  2) 2(  0) 3(  2) 2(  1) 9（  5)

人 間 科 心 理 0 0 1(  1) 2(  2) 3（  3)
社 会 2(  1) 3(  1) 0 0 5（  2)

小        計 33（ 22) 36( 24) 27( 17) 14( 11) 110( 74)

二
　
部

経 済 経 済 0 1(  0) 0 0 1(  0)
法 法 律 0 0 0 0 0
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 0 0 0 0 0

小         計 0 1(  0) 0 0 1(  0)
合 計 33( 22) 37( 24) 27( 17) 14( 11) 111( 74)
科 目 等 履 修 生 － － － － 0
大 学 院 生 － － － － 0
総 合 計 33( 22) 37( 24) 27( 17) 14( 11) 111( 74)

区分 学   部 学  　 　 　 　 　 科 　 [　 専 　 攻 　 ]　 １　年　次 ２　年　次 ３　年　次 ４　年　次 合　　　計

一
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 2(  1) 1(  0) 4(  0) 1(  0) 8(  1)
国 際 経 済 0 0 0 0 0

法 法 律 0 0 5(  4) 0 5(  4)
政 治 0 1(  0) 3(  3) 0 4(  3)

経 営 経 営 1(  1) 1(  1) 2(  0) 0 4(  2)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 0 3(  1) 6(  1) 3(  2) 12(  4)
会 計 0 0 0 0 0

文

日 本 語 日 本 文 [日 本 語 学 ] － － － 0 0
[日本文学文化] － － － 0 0

日 本 語 3(  1) 6(  6) 1(  1) 0 10(  8)
日 本 文 学 文 化 6(  5) 8(  8) 4(  3) 2(  2) 20( 18)
英 語 英 米 文 1(  1) 0 2(  2) 0 3(  3)

人 文

[哲 学 人 間 学 ] － － － 0 0
[歴 　 史 　 学 ] － － － 0 0
[環 境 地 理 学 ] － － － 0 0
[社 　 会 　 学 ] － － － 0 0

哲 4(  4) 5(  1) 5(  5) 1(  1) 15( 11)
歴 史 32( 16) 32( 16) 27( 18) 6(  2) 97( 52)
環 境 地 理 4(  1) 5(  2) 4(  1) 1(  1) 14(  5)
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 1(  0) 2(  1) 7(  7) 0 10(  8)
心 理 － － － 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 0 0 2(  1) 0 2(  1)

人 間 科 心 理 1(  0) 3(  3) 0 1(  1) 5(  4)
社 会 2(  2) 4(  4) 1(  0) 0 7(  6)

小        計 57( 32) 71( 43) 73( 46) 15(  9) 216(130)

二
　
部

経 済 経 済 0 1(  1) 0 0 1(  1)
法 法 律 0 0 0 1(  0) 1(  0)
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 0 0 0 1(　1) 1(  1)

小 計 0 1(　1) 0 2(　1) 3(　2)
合 計 57( 32) 72( 44) 73( 46) 17( 10) 219(132)
科 目 等 履 修 生 － － － － 2(  2)
大 学 院 生 － － － － 2(  0)
総 合 計 57( 32) 72( 44) 73( 46) 17( 10) 223(134)
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１ 　（　）内は，女子で内数である。
２　この表は，教員免許状一括申請をした数である。

（　）内は，女子で内数である。

区分 学  部 学　　　　　科　[  専　　攻  ] 取得人数 中 学 １ 種 高 校 １ 種 中 学 専 修 高 校 専 修 合　計教　科 件　数 教　科 件　数 教　科 件　数 教　科 件　数

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済

経 済 14(  1) 社 会 8(  1)
地 理 歴 史 9(  0)

－ － － － 25(  1)公 民 7(  0)
商 業 1(  0)

国 際 経 済 1(  0) 社 会 0
地 理 歴 史 0

－ － － － 1(  0)公 民 1(  0)
商 業 0

法
法 律 9(  2) 社 会 6(  1) 地 理 歴 史 7(  1) － － － － 20(  4)公 民 7(  2)

政 治 6(  1) 社 会 3(  0) 地 理 歴 史 4(  1) － － － － 13(  2)公 民 6(  1)

経 営 経 営 6(  0) 社 会 1(  0)
公 民 3(  0)

－ － － － 7(  0)商 業 2(  0)
情 報 1(  0)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 10(  5) 社 会 1(  0)

地 理 歴 史 1(  0)

－ － － － 14(  6)公 民 1(  0)
商 業 9(  5)
情 報 2(  1)

会 計 6(  2) － － 商 業 6(  2) － － － － 6(  2)

文

日本語日本文
[ 日 本 語 学 ] 0 国 語 0 国 語 0 － － － － 0

[日本文学文化] 0 国 語 0 国 語 0 － － － － 0書 道 0
日 本 語 21( 10) 国 語 14(  5) 国 語 21( 10) － － － － 35( 15)

日 本 文 学 文 化 16( 11) 国 語 13(  9) 国 語 16( 11) － － － － 31( 22)書 道 2(  2)
英 語 英 米 文 10(  4) 外国語(英語) 9(  4) 外国語(英語) 9(  3) － － － － 18(  7)

人　　　文

[哲 学 人 間 学 ] 0 社 会 0 地 理 歴 史 0 － － － － 0公 民 0

[ 歴 史 学 ] 0 社 会 0 地 理 歴 史 0 － － － － 0公 民 0

[環 境 地 理 学 ] 0 社 会 0 地 理 歴 史 0 － － － － 0公 民 0

[ 社 会 学 ] 0 社 会 0 地 理 歴 史 0 － － － － 0公 民 0

哲 2(  0) 社 会 2(  0) 地 理 歴 史 2(  0) － － － － 6(  0)公 民 2(  0)

歴 史 45( 18) 社 会 34( 14) 地 理 歴 史 39( 17) － － － － 108( 46)公 民 35( 15)

環 境 地 理 6(  1) 社 会 6(  1) 地 理 歴 史 6(  1) － － － － 14(  2)公 民 2(  0)

人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 1(  0) 社 会 1(  0) 地 理 歴 史 1(  0) － － － － 3(  0)公 民 1(  0)
心 理 0 社 会 0 公 民 0 － － － － 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 7(  3) 数 学 5(  1) 数 学 5(  2) － － － － 11(  4)情 報 1(  1)

人 間 科
心 理 0 社 会 0 公 民 0 － － － － 0

社 会 0 社 会 0 地 理 歴 史 0 － － － － 0公 民 0
小 　 　 　 　 計 160( 58) － 103( 36) － 209( 75) － － － － 312(111)

二
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 2(  0) 社 会 1(  0)
地 理 歴 史 1(  0)

－ － － － 4(  0)公 民 1(  0)
商 業 1(  0)

法 法 律 2(  1) 社 会 0 地 理 歴 史 2(  1) － － － － 3(  1)公 民 1(  0)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 1(  1) 社 会 0
地 理 歴 史 0

－ － － － 1(  1)公 民 0
商 業 1(  1)

小 　 　 　 　 計 5(  2) － 1(  0) － 7(  2) － － － － 8(  2)

科  目  等  履  修  生 13(  1)

国 語 0 国 語 0

－ － － － 20(  1)

書 道 0
外国語(英語) 2(  0) 外国語(英語) 2(  0)

社 会 3(  0)

地 理 歴 史 6(  0)
公 民 6(  1)
商 業 1(  0)
情 報 0

数 学 0 数 学 0
小 　  　 　 　 計 13(  1) － 5(  0) － 15(  1) － － － － 20(  1)

大  　 学  　 院 　  生 7(  4)

－ － － － 国 語 3(  3) 国 語 3(  3)

14(  8)

－ － － － 外国語(英語) 1(  0) 外国語(英語) 1(  0)

－ － － － 社 会 3(  1)

地 理 歴 史 3(  1)
公 民 0
商 業 0
情 報 0

小 　 　 　  　 計 7(  4) － － － － － 7(  4) － 7(  4) 14(  8)
合 　 　 　  　 　 　 計 185( 65) － 109( 36) － 231(78) － 7(  4) － 7(  4) 354(122)

区分 学 部 学 　 　 　 科 ［ 専 　 攻 ］ 司　　　　　書 司　書　教　諭 学　芸　員

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部

経 済 経 済 3(  3) 0 0
国 際 経 済 0 0 0

法 法 律 5(  4) 0 1(  0)
政 治 0 0 0

経 営 経 営 0 0 1(  1)

商 マ ー ケ テ ィ ン グ 0 0 2(  2)
会 計 0 0 0

文

日 本 語 日 本 文 [ 日 本 語 学 ] 0 0 0
[日本文学文化] 0 0 0

日 本 語 8(  7) 3(  3) 1(  1)
日 本 文 学 文 化 30( 30) 3(  3) 6(  5)
英 語 英 米 文 2(  2) 0 0

人 文

[哲 学 人 間 学 ] 0 0 0
[ 歴 　 史 　 学 ] 0 0 0
[環 境 地 理 学 ] 0 0 0
[ 社 　 会 　 学 ] 0 0 0

哲 4(  1) 0 1(  1)
歴                 史 8(  7) 0 19( 13)
環 境 地 理 0 0 1(  1)
人 文 ・ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 4(  4) 0 0
心 理 0 0 0

ネットワーク情報 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 1(  1) 0 0

人 間 科 心 　 　 　 　 　 　 　 理 2(  2) 0 3(  2)
社 　 　 　 　 　 　 　 会 2(  2) 0 0

小 計 69( 63) 6(  6) 35( 26)

二
　
部

経 済 経 済 1(  0) 0 0
法 法 律 2(  0) 1(  0) 0
商 マ ー ケ テ ィ ン グ 1(  0) 1(  1) 1(  1)

小         計 4(  0) 2(  1) 1(  1)
科  目  等  履  修  生 0 0 1(  1)
大  　 学  　 院 　  生 0 0 2(  0)
合 　  　 　 　 　 　 計 73( 63) 8(  7) 39( 28)
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

北
　
海
　
道
　
・
　
東
　
北

北海道 白樺学園高等学校 商業 経営 経営

岩手県 岩手県立盛岡第一高等学校 国語 文 日本語

宮城県 仙台市立仙台青陵中等教育学校 地理歴史（世界史） 経済 経済

宮城県 宮城県石巻商業高等学校 商業 商 マーケティング

宮城県 宮城県仙台西高等学校 地理歴史 文 歴史

宮城県 石巻市立石巻中学校 社会 文 歴史

秋田県 秋田県立能代高等学校 地理歴史 文 歴史

秋田県 秋田県立秋田北高等学校 地理歴史 文 歴史

山形県 天童市立第一中学校 国語 文 日本文学文化

山形県 山形県立米沢東高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

福島県 会津若松市立河東中学校 国語 文 日本文学文化

福島県 相馬市立中村第一中学校 英語 文 英語英米文

福島県 福島県立湯本高等学校 英語 文 英語英米文

福島県 福島県立郡山高等学校 地理歴史 文 歴史

福島県 いわき市立中央台南中学校 社会 文 環境地理

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

茨城県 茨城県立古河第一高等学校 商業 商 会計

茨城県 茨城県立鬼怒商業高等学校 商業 商 会計

茨城県 阿見町立竹来中学校 社会 文 歴史

茨城県 茨城県立水海道第一高等学校 地理歴史 文 歴史

茨城県 茨城県立古河第一高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

栃木県 栃木県立宇都宮商業高等学校 商業 商 マーケティング

栃木県 栃木県立茂木高等学校 地理歴史 文 歴史

栃木県 那須塩原市立三島中学校 社会 文 歴史

群馬県 桐生市立商業高等学校 商業 商 マーケティング

埼玉県 埼玉県立川越南高等学校 国語 文 日本語

埼玉県 埼玉県立不動岡高等学校 国語 文 日本文学文化

埼玉県 星野高等学校 英語 文 英語英米文

埼玉県 埼玉県立久喜北陽高等学校 地理歴史 文 歴史

埼玉県 さいたま市立土合中学校 社会 文 歴史

千葉県 流通経済大学付属柏高等学校 地理歴史 経済 経済

千葉県 千葉県立柏高等学校 地理歴史 経済 経済

千葉県 専修大学松戸中学・高等学校 社会・公民 経営 経営

千葉県 東京学館船橋高等学校 商業 商 マーケティング

千葉県 習志野市立習志野高等学校 商業 商 会計

千葉県 千葉県立検見川高等学校 国語 文 日本語

千葉県 千葉県立柏中央高等学校 地理歴史 文 歴史

千葉県 千葉県立船橋東高等学校 公民 文 歴史

千葉県 千葉県立千葉南高等学校 地理歴史 文 歴史

千葉県 白井市立南山中学校 国語 文学研究科 日本語日本文学

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 経済

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 経済 経済

東京都 八王子学園八王子中学・高等学校 地理歴史 経済 国際経済

所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

東京都 専修大学附属高等学校 公民 経営 経営

東京都 東京都立大田桜台高等学校 商業 商 マーケティング

東京都 町田市立町田第三中学校 社会 商 マーケティング

東京都 東京都立大田桜台高等学校 商業 商 会計

東京都 駒込高等学校 国語 文 日本語

東京都 東京都立上野高等学校 国語 文 日本語

東京都 八王子学園八王子高等学校 国語 文 日本語

東京都 世田谷区立桜丘中学校 国語 文 日本語

東京都 八王子学園八王子高等学校 国語 文 日本語

東京都 宝仙学園中学・高等学校 国語 文 日本語

東京都 淑徳巣鴨中学・高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 関東第一高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 桜美林中学・高等学校 国語 文 日本文学文化

東京都 松蔭高等学校 英語 文 英語英米文

東京都 世田谷区立千歳台小学校 全科 文 英語英米文

東京都 多摩大学附属聖ケ丘高等学校 英語 文 英語英米文

東京都 専修大学附属高等学校 英語 文 英語英米文

東京都 安田学園高等学校 英語 文 英語英米文

東京都 東京都立町田総合高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 城西大学附属城西高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 東亜学園高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 豊島学院高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 目黒区立目黒中央中学校 社会 文 歴史

東京都 八王子学園八王子高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 足立区立第十一中学校 社会 文 歴史

東京都 東京都立文京高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 杉並学院高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 東京都立狛江高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 東京農業大学第一高等学校 地理歴史 文 歴史

東京都 桜美林中学・高等学校 社会・地理歴史 文 歴史

東京都 蒲田女子高等学校 地理歴史 文 環境地理

東京都 千代田区立九段中等教育学校 社会・地理歴史 文 環境地理

東京都 中央区立明石小学校 全科 文 環境地理

東京都 専修大学附属高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 福生市立福生第一中学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 明法中学・高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 日本大学第三高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 川崎市立枡形中学校 社会 経済 経済

神奈川県 川崎市立有馬中学校 社会 経済 経済

神奈川県 横浜市立末吉中学校 社会 経済 経済

神奈川県 藤沢市立大清水中学校 社会 経済 経済
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

神奈川県 茅ヶ崎市立鶴が台中学校 社会 経済 経済

神奈川県 神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校 商業 商 会計

神奈川県 横浜商科大学高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 藤沢市立善行中学校 国語 文 日本語

神奈川県 神奈川県立麻生高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 神奈川県立藤沢清流高等学校 国語 文 日本語

神奈川県 横浜市立永田中学校 国語 文 日本語

神奈川県 横浜隼人中学・高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 横浜市立中川中学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立港北高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立追浜高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 平塚市立神明中学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立大磯高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立港北高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立弥栄高等学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 川崎市立西高津中学校 国語 文 日本文学文化

神奈川県 神奈川県立上溝高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立橋本高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 座間市立栗原中学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 茅ヶ崎市立第一中学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 立花学園高等学校 英語 文 英語英米文

神奈川県 神奈川県立大和西高等学校 公民 文 哲

神奈川県 神奈川県立追浜高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 藤沢市立秋葉台中学校 社会 文 歴史

神奈川県 藤沢市立片瀬中学校 社会 文 歴史

神奈川県 海老名市立海西中学校 社会 文 歴史

神奈川県 相洋高等学校 地理歴史（日本史） 文 歴史

神奈川県 神奈川県立藤沢清流高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 神奈川県立藤沢西高等学校 地理歴史（世界史） 文 歴史

神奈川県 藤沢市立大庭中学校 社会 文 歴史

神奈川県 神奈川県立生田高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 横浜英和女学院中学高等学校 社会・地理歴史 文 歴史

神奈川県 神奈川県立厚木北高等学校 地理歴史 文 歴史

神奈川県 藤沢市立善行中学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 小田原市立橘中学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

神奈川県 神奈川県立荏田高等学校 公民 人間科 社会

神奈川県 神奈川県立市ケ尾高等学校 英語 文学研究科 英語英米文学

神奈川県 藤嶺学園藤沢中学校・高等学校 公民 文学研究科 哲学

神奈川県 聖園女学院中学校・高等学校 国語 文学研究科 日本語日本文学

甲
  信
  越

新潟県 新潟県立新潟西高等学校 公民（政治経済） 経済 経済

新潟県 関根学園高等学校 国語 文 日本語

新潟県 新潟市立山潟中学校 英語 文 英語英米文

所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

甲
　
　
　
信
　
　
　
越

新潟県 新潟市立五十嵐中学校 英語 文 英語英米文

新潟県 新潟県立高田北城高等学校 公民（政治経済） 文 哲

新潟県 新潟市立西川中学校 社会 文 歴史

新潟県 長岡市立小国中学校 社会 文 歴史

新潟県 柏崎市立第二中学校 社会 文 環境地理

山梨県 甲府市立甲府商業高等学校 商業 商 マーケティング

山梨県 山梨県立甲府東高等学校 国語 文 日本語

山梨県 河口湖南中学校組合立河口湖南中学校 社会 文 哲

山梨県 山梨県立甲府南高等学校 地理歴史（世界史） 文 歴史

山梨県 山梨県立山梨高等学校 公民 文 人文・ジャーナリズム

山梨県 山梨県立甲府南高等学校 数学 ネットワーク情報 ネットワーク情報

長野県 上田市立第一中学校 社会 経済 経済

長野県 長野県野沢北高等学校 国語 文 日本文学文化

長野県 長野県諏訪二葉高等学校 国語 文 日本文学文化

長野県 上田市立第二中学校 社会 文 歴史

長野県 松商学園高等学校 地理歴史 文 環境地理

北
　
陸

富山県 富山県立小杉高等学校 公民 経営 経営

富山県 富山県立南砺福野高等学校 地理歴史 文 環境地理

福井県 福井県立福井商業高等学校 商業 商 マーケティング

東
　
　
　
　
海

岐阜県 岐阜県立岐阜商業高等学校 商業 経営 経営

静岡県 静岡県立静岡商業高等学校 商業 商 マーケティング

静岡県 藤枝明誠高等学校 国語 文 日本語

静岡県 焼津市立大井川中学校 国語 文 日本語

静岡県 富士宮市立西富士中学校 国語 文 日本語

静岡県 島田市立金谷中学校 国語 文 日本文学文化

静岡県 静岡県立静岡城北高等学校 地理歴史 文 歴史

静岡県 菊川市立菊川西中学校 社会 文 歴史

静岡県 静岡県立島田高等学校 地理歴史 文 歴史

中
　
　
国

広島県 呉市立昭和中学校 社会 経済 経済

広島県 北広島町立大朝中学校 社会 経済 国際経済

広島県 崇徳高等学校 公民 商 マーケティング

広島県 広島県立三次高等学校 国語 文 日本語

山口県 誠英高等学校 商業 経済 経済

四
国 愛媛県 愛媛県立宇和島東高等学校 商業 商 マーケティング

九
　
州
　
・
　
沖
　
縄

長崎県 海星中学・高等学校 社会 経営 経営

長崎県 長崎県立松浦高等学校 商業 商 会計

宮崎県 鵬翔中学校・高等学校 社会・地理歴史 文 環境地理

沖縄県 豊見城市立豊見城中学校 社会 経済 経済

沖縄県 沖縄県立浦添工業高等学校 情報 経営 経営

沖縄県 那覇市立神原中学校 社会 文 歴史
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所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科

北
  海
  道
  ・
  東
  北

北海道 北海道深川西高等学校 公民 法 法律

北海道 札幌光星高等学校 公民（現代社会） 法 政治

秋田県 明桜高等学校 地理歴史（日本史） 法 法律

宮城県 仙台市立三条中学校 社会 法 政治

福島県 福島県立磐城高等学校 地理歴史（日本史） 法 法律

関
　
　
東

埼玉県 東野高等学校 公民（倫理） 法 法律

千葉県 専修大学松戸高等学校 公民 法 政治

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史（世界史） 法 法律

東京都 専修大学附属高等学校 地理歴史 法 法律

所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科

関
　
　
東

東京都 自由学園 高等科 公民（政治経済） 法 政治

東京都 東京都立三田高等学校 地理歴史（日本史） 法 政治

神奈川県 横浜市立戸塚高等学校 公民（現代社会） 法 法律

神奈川県 横浜高等学校 地理歴史（日本史） 法 法律

甲
 信
 越

山梨県 山梨県立韮崎高等学校 地理歴史（日本史） 法 法律

長野県 長野県屋代高等学校 地理歴史（世界史） 法 法律

東
海 静岡県 静岡県立浜松南高等学校 公民（現代社会） 法 政治

近
　
畿

大阪府 堺市立旭中学校 社会 法 政治

奈良県 天理高等学校 地理歴史 法 法律

所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科

東
北 宮城県 仙台市立第一中学校 社会 法 法律

関
　
　
　
東

茨城県 茨城県立結城第一高等学校 公民 科目等履修生

東京都 岩倉高等学校 商業 経済 経済

東京都 立川市立立川第四中学校 社会 経済 経済

東京都 東京都立第五商業高等学校 商業 商 マーケティング

東京都 日本体育大学荏原高等学校 英語 科目等履修生

東京都 専修大学附属高等学校 英語 科目等履修生

所在地 実　習　校　名 実習教科
実　習　学　生

学　部 学　科

関
　
東

神奈川県 神奈川県立神奈川工業高等学校 公民 法 法律

神奈川県 川崎市立枡形中学校 社会 法 法律

北
陸 福井県 福井県立武生商業高等学校 地理歴史 科目等履修生

東
海 静岡県 静岡県立富岳館高等学校 地理歴史 法 法律

中
国 山口県 山口県立熊毛南高等学校 英語 科目等履修生

九
州 福岡県 沖学園高等学校 商業 商 マーケティング
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所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

東
　
北

秋田県 秋田県立博物館 文 歴史

福島県 白河市歴史民俗資料館 文 歴史

福島県 福島県歴史資料館 文 歴史

福島県 いわき市暮らしの伝承郷 文学研究科 歴史学 

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

茨城県 坂東市立資料館 文 歴史

茨城県 古河歴史博物館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

栃木県 佐野市郷土博物館 経営 経営

栃木県 足利市立美術館 文 歴史

栃木県 小山市立博物館 文 歴史

群馬県 館林市第一資料館 文 歴史

群馬県 群馬県立自然史博物館 文 人文・ジャーナリズム

埼玉県 蓮田市文化財展示館 文 哲

千葉県 千葉県立房総のむら 法 法律

千葉県 千葉県立現代産業科学館 文 日本文学文化

千葉県 袖ケ浦市郷土博物館 文 歴史

千葉県 茂原市立美術館・郷土資料館 文 歴史

千葉県 白井市郷土資料館 文 歴史

千葉県 鎌ケ谷市郷土資料館 文 歴史

東京都 紙の博物館 法 法律

東京都 東京都井の頭自然文化園 法 法律

東京都 府中市郷土の森博物館 法 政治

東京都 東京都多摩動物公園 文 日本文学文化

東京都 東京おもちゃ美術館 文 英語英米文

東京都 進化生物学研究所 文 哲

東京都 東京都江戸東京博物館 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

東京都 ふれあい下水道館 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東

東京都 昭和のくらし博物館 文 歴史

東京都 進化生物学研究所 文 歴史

東京都 大田区立郷土博物館 文 歴史

東京都 古代オリエント博物館 文 環境地理

東京都 進化生物学研究所 文 環境地理

東京都 日本カメラ博物館 文 人文・ジャーナリズム

東京都 青梅市郷土博物館 人間科 心理

東京都 弥生美術館・竹久夢二美術館 商 マーケティング

神奈川県 三溪園 法 法律

神奈川県 はまぎんこども宇宙科学館 法 政治

神奈川県 シルク博物館 商 マーケティング

神奈川県 横浜市三殿台考古館 文 哲

神奈川県 平塚市博物館 文 歴史

神奈川県 川崎市立日本民家園 文 歴史

神奈川県 箱根町立郷土資料館 文 歴史

神奈川県 電車とバスの博物館 文 環境地理

神奈川県 藤沢市湘南台文化センターこども館 人間科 社会

甲
信
越

新潟県 上越科学館 文 日本語

新潟県 長岡市寺泊水族博物館 文 歴史

北
陸 福井県 大野市歴史博物館 文 歴史

東
　
　
海

静岡県 沼津港深海水族館 文 日本文学文化

静岡県 清水港湾博物館 文 日本文学文化

静岡県 島田市博物館 文 哲

静岡県 浜松市博物館 文 歴史

静岡県 静岡市立日本平動物園 文 人文・ジャーナリズム

愛知県 博物館明治村 文 歴史

中
国 岡山県 岡山県立美術館 文 人文・ジャーナリズム

九
州
・
沖
縄

福岡県 北九州市立自然史・歴史博物館 文 人文・ジャーナリズム

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

東
北 福島県 いわき総合図書館 文 人文・ジャーナリズム

関
　
東

栃木県 栃木市藤岡図書館 ネットワーク情報 ネットワーク情報

東京都 府中市立中央図書館 文 英語英米文

東京都 千代田区立千代田図書館 文 哲

所在地 実　習　館　名
実　習　学　生

学　部 学　科 専　攻

関
　
東

神奈川県 専修大学図書館 法 法律

神奈川県 横浜市中央図書館 文 英語英米文

神奈川県 横浜市旭図書館 文 哲

近
畿 和歌山県 和歌山県立図書館 文 人文・ジャーナリズム



主な教員就職先一覧

就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

平
　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
24

年
　
　
　
　
　
度

平21　経済・経済  厚木市立戸室小学校 専　　　任 全　　　科
平21　経済・経済  東京都立清瀬特別支援学校 専　　　任 特支小全科
平24　経済・経済  学校法人淑徳学園（淑徳SC 中等部・高等部） 非　常　勤 社　　　会
平24　経済・経済  鴨川市立鴨川中学校 臨時的任用 社　　　会
平20　経済・国際経済  学校法人大乗淑徳学園（淑徳巣鴨中学高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平23　法・法律  江東区立数矢小学校 専　　　任 全　　　科
平23　法・法律  下妻市立下妻東部中学校 非　常　勤 社　　　会
平23　法・法律  川口市立青木中央小学校 臨時的任用 全　　　科
平24　法・法律  流山市立八木中学校 非　常　勤 社　　　会
平24　法・法律  射水市立小杉中学校 臨時的任用 社　　　会
平24　法・政治  横浜市立緑が丘中学校 専　　　任 社　　　会
平24　法・政治  高崎市立中尾中学校 専　　　任 社　　　会
平24　法・政治  宇都宮市立清原中学校 非　常　勤 社　　　会
平21　経営・経営  足立区立渕江小学校 専　　　任 全　　　科
平16　商・商業  学校法人佐野日本大学学園（佐野日本大学中等教育学校） 専　　　任 社　　　会
平21　商・商業  船橋市立習志野台中学校 専　　　任 社　　　会
平24　商・マーケティング 千葉市教育センター　 家庭訪問相談員 全　　　科
平24　商・会計  静岡県立相良高等学校 非　常　勤 商　　　業
昭62　文・国文 神奈川県教育委員会 専　　　任 特支小全科
平21　文・日本語日本文 日の出町立平井小学校 専　　　任 全　　　科
平22　文・日本語日本文 神奈川県立寒川高等学校 専　　　任 国　　　語
平22　文・日本語日本文 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 専　　　任 国　　　語
平22　文・日本語日本文 川崎市立宮前平中学校 専　　　任 国　　　語
平23　文・日本語日本文 神奈川県立大和南高等学校 専　　　任 国　　　語
平23　文・日本語日本文 練馬区立南が丘中学校 専　　　任 国　　　語
平24　文・日本語日本文 沼津市立大岡中学校 専　　　任 国　　　語
平24　文・日本語日本文 町田市立小山田中学校 期　限　付 国　　　語
平24　文・日本語日本文 君津市立八重原中学校 そ　の　他

(指導補助教員)

平24　文・日本語日本文 学校法人加藤学園（加藤学園高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平24　文・日本語日本文 新潟県立羽茂高等学校 常　　　勤 国　　　語

平24　文・日本語日本文 長野県蟻ヶ崎高等学校
長野県松本美須々ヶ丘高等学校 非　常　勤 国　　　語

平22　文・英語英米文 学校法人豊昭学園（豊島学院高等学校） 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 神奈川県立山北高等学校 専　　　任 英　　　語
平24　文・英語英米文 茨城県立盲学校 常　　　勤 英　　　語
平24　文・英語英米文 神栖市立波崎第三中学校 専　　　任 英　　　語
平24　文・英語英米文 横浜市立庄戸中学校 専　　　任 英　　　語
平24　文・英語英米文 学校法人矢野学園 （八王子実践中学・高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平24　文・英語英米文 学校法人富田学園（岐阜東中学校・高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平24　文・英語英米文 茅ケ崎市立赤羽根中学校 専　　　任 英　　　語
平24　文・英語英米文 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平23　文・人文 千葉市立朝日ヶ丘中学校 専　　　任 社　　　会
平24　文・人文 菊川市立菊川西中学校 専　　　任 社　　　会
平24　ネットワーク情報・ネットワーク情報 千葉県立袖ヶ浦高等学校 専　　　任 情　　　報
平24　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人玉川学園（玉川学園中・高等部） 常　　　勤 数　　　学
平24　院経済・修士 神奈川県立生田高等学校 非　常　勤 公　　　民
平22　院経営・修士 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 専　　　任 情　　　報
平24　院文・修士 学校法人早稲田高等学校（早稲田中学校・高等学校） 非　常　勤 社　　　会
平24　院文・修士 神奈川県立平塚湘風高等学校 非　常　勤 国　　　語

平
  成
  25
年
  度

平23　経済・経済 青梅市立今井小学校 専　　　任 図　　　工
平24　経済・経済 茂原市立南中学校 非　常　勤 社　　　会
平25　経済・経済 千葉県立我孫子東高等学校 専　　　任 公　　　民
平25　経済・経済 須賀川市立西袋第二小学校 臨時的任用 全　　　科
平23　法・法律 学校法人武陽学園（西武台高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史・公民
平23　法・法律 大田区立徳持小学校 専　　　任 全　　　科
平25　法・法律 相模原市立相陽中学校 非　常　勤 社　　　会
平24　法・政治 神奈川県立横浜南養護学校 専　　　任 社　　　会
平23　経営・経営 学校法人日本体育大学（柏日体高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平25　経営・経営 学校法人白樺学園（白樺学園高等学校） 非　常　勤 商　　　業
平25　経営・経営 学校法人田中学園（水戸葵陵高等学校） 非　常　勤 公　　　民
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就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

平
　
　
　
　
　
成
　
　
　
　
　
25

年
　
　
　
　
　
度

平23　商・マーケティング 北九州市立青葉小学校 専　　　任 全　　　科
平25　商・マーケティング 石川県立宝達高等学校 常　　　勤 地理歴史・公民
平25　商・マーケティング 栃木県立高根沢高等学校 常　　　勤 商　　　業
平25　商・マーケティング 茨城県立水戸商業高等学校 常　　　勤 商　　　業
平25　商・マーケティング 長野県阿智高等学校 非　常　勤 情報・商業
平22　文・日本語日本文 長崎県立国見高等学校 常　　　勤 国　　　語
平24　文・日本語日本文 町田市立小山田中学校 専　　　任 国　　　語
平25　文・日本語日本文 川崎市立末長小学校 指導補助教員
平25　文・日本語日本文 学校法人中延学園（朋優学院高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 富山県立高岡工芸高等学校 非　常　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 静岡市立高松中学校 常　　　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 能美市立辰口中学校 常　　　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 神奈川県立愛川高等学校 非　常　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 神奈川県立横須賀大津高等学校 非　常　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 那須町立黒田原中学校 期　限　付 国　　　語
平25　文・日本語日本文 学校法人成田山教育財団（成田高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 長崎県立波佐見高等学校 常　　　勤 国　　　語
平25　文・日本語日本文 群馬県立富岡東高等学校 常　　　勤 国　　　語
平19　文・英語英米文 神奈川県立城山高等学校 専　　　任 英　　　語
平20　文・英語英米文 東京都立国際高等学校 専　　　任 英　　　語
平21　文・英語英米文 川口市立仲町中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 品川区立東海中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 新潟県立十日町高等学校 専　　　任 英　　　語
平25　文・英語英米文 横浜市立鶴ケ峯中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・人文 横浜市立上白根小学校 専　　　任 全　　　科
平24　文・人文 神奈川県教育委員会 専　　　任 地 理 歴 史
平25　文・人文 静岡市立長田西中学校 常　　　勤 社　　　会

平25　文・人文 学校法人國學院大學（國學院大学久我山中学・高等学校）
学校法人東洋高等学校（東洋高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史・公民

平25　文・人文 川崎市立川崎中学校 非　常　勤 社会・特別支援
平24　文・心理 大田区立馬込第二小学校 専　　　任 全　　　科
平22　ネットワーク情報・ネットワーク情報 埼玉県立桶川高等学校 専　　　任 数　　　学
平25　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人大森学園（大森学園高等学校） 非　常　勤 数　　　学
平25　ネットワーク情報・ネットワーク情報 東京都立東高等学校  非　常　勤 情　　　報
平25　ネットワーク情報・ネットワーク情報 館山市立第二中学校 期　限　付 数　　　学
平25　院経営・修士 学校法人立教学院（立教新座中学校・高等学校） 非　常　勤 情　　　報
平23　院文・修士 神奈川県立小田原城北工業高等学校 専　　　任 英　　　語
平24　院文・修士 学校法人向上学園（自修館中等教育学校） 常　　　勤 英　　　語
平25　院文・修士 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平25　院文・修士 川崎市立南加瀬中学校 非　常　勤 社　　　会

平
　
　
成
　
　
26

年
　
　
度

平26　経済・経済 真岡市立真岡中学校 常　　　勤 社　　　会
平23　法・法律 蕨市立北小学校 専　　　任 全　　　科
平24　法・法律 松田町立松田中学校 専　　　任 社　　　会
平26　法・法律 南伊豆町立南伊豆東中学校 常　　　勤 社　　　会
平24　法・政治 白山市立美川中学校 専　　　任 社　　　会
平24　法・政治 伊勢崎市立あずま小学校 専　　　任 全　　　科
平26　経営・経営 相模原市立相陽中学校 非　常　勤 社　　　会
平26　経営・経営 大磯町立大磯中学校 常　　　勤 社　　　会
平26　商・会計 福島県立福島商業高等学校 常　　　勤 商　　　業
平24　文・日本語日本文 横浜市立寺尾中学校 専　　　任 国　　　語
平25　文・日本語日本文 川北町立川北中学校 専　　　任 国　　　語
平25　文・日本語日本文 東庄町立東庄中学校 専　　　任 国　　　語
平25　文・日本語日本文 川崎市立川崎高等学校 非　常　勤 国　　　語
平26　文・日本語 学校法人美萩野学園（美萩野女子高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平26　文・日本語 学校法人創志学園（クラーク記念国際高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平26　文・日本語 茅ヶ崎市立円蔵中学校 常　　　勤 国　　　語

平26　文・日本文学文化 玉名市立伊倉小学校
玉名市立梅林小学校 臨時的任用 理科・算数

全　　　科
平26　文・日本文学文化 富士宮市立富士宮第二中学校 非　常　勤 国　　　語
平26　文・日本文学文化 岩手県立花泉高等学校 常　　　勤 国　　　語

主な教員就職先一覧
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主な教員就職先一覧

就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

平
　
　
　
　
成
　
　
　
　
26

年
　
　
　
　
度

平26　文・日本文学文化 川崎市立中野島中学校 臨時的任用 国　　　語
平26　文・日本文学文化 学校法人専修大学附属高等学校（専修大学附属高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平26　文・日本文学文化 学校法人日本大学（日本大学櫻丘高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平26　文・日本文学文化 学校法人福島成蹊学園（福島成蹊学園中学校・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平22　文・英語英米文 相模原市立相陽中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 伊勢原市立山王中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 南足柄市立南足柄中学校 専　　　任 英　　　語
平23　文・英語英米文 学校法人獨協学園（獨協中学・高等学校） 専　　　任 英　　　語
平24　文・英語英米文 川崎市立中野島小学校 臨時的任用 全　　　科
平26　文・英語英米文 学校法人翔光学園（横浜創学館高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平26　文・英語英米文 学校法人郁文館夢学園（郁文館高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平26　文・英語英米文 学校法人翔光学園（横浜創学館高等学校） 常　　　勤 英　　　語
平26　文・英語英米文 学校法人二松學舎（二松學舎大学附属柏中学校・高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平26　文・英語英米文 学校法人日本大学（日本大学鶴ヶ丘高等学校） 非　常　勤 英　　　語

平25　文・人文 学校法人自然学園（自然学園高等学校 神奈川学習センター
栄眞学園高等部） 常　　　勤 地 理 歴 史

平26　文・哲 埼玉県立本庄特別支援学校 期限付（介護休暇代替）
平26　文・歴史 東京都立田柄高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平25　ネットワーク情報・ネットワーク情報 館山市立船形小学校 専　　　任 全　　　科
平26　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人常磐大学（常磐大学高等学校） 専任（期限付） 情　　　報
平26　人間科・社会 府中市立府中第六小学校 専　　　任 全　　　科
平26　人間科・社会 相模原市立大沢中学校 専　　　任 社　　　会
平26　人間科・社会 前橋市立箱田中学校 専　　　任 社　　　会
平24　院文・修士 神奈川県立伊志田高等学校 専　　　任 国　　　語
平25　院文・修士 川崎市立塚越中学校 専　　　任 社　　　会

平
　
　
　
　
成
　
　
　
　
27

年
　
　
　
　
度

平27　経済・経済 学校法人徳心学園（横浜中学・横浜高等学校） 非　常　勤 社　　　会
平21　法・法律 武蔵野市立桜野小学校 専　　　任 全　　　科
平25　法・法律 松戸市立第六中学校 専　　　任 英　　　語
平26　法・政治 横浜市立日限山中学校 専　　　任 社　　　会
平27　法・政治 学校法人堀井学園（横浜創英高等学校） 非　常　勤 社会・地理歴史
平26　経営・経営 学校法人作陽学園（岡山県作陽高等学校） 非　常　勤 情　　　報
平27　経営・経営 石川県立輪島高等学校 専　　　任 公　　　民
平27　商・マーケティング 野田市立東部中学校 非　常　勤 社　　　会
平27　商・マーケティング 座間市立西中学校 非　常　勤 社　　　会
平27　商 マーケティング 岐阜県立各務原西高等学校 常　　　勤 情　　　報
平27　商・マーケティング 長野県諏訪実業高等学校 常　　　勤 商　　　業
平25　文・日本語日本文 川崎市立川中島中学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本語 川崎市立西高津中学校 臨時的任用 国　　　語
平27　文・日本語 愛知県立犬山南高等学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本語 横浜市立上大岡小学校 専　　　任 全　　　科
平27　文・日本語 神奈川県立大和高等学校 臨時的任用 国　　　語
平27　文・日本文学文化 内灘町立内灘中学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本文学文化 横浜市立南高等学校附属中学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本文学文化 寒川町立旭が丘中学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本文学文化 静岡県立三島北高等学校 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本文学文化 伊那市立高遠中学校 非　常　勤 国　　　語
平27　文・日本文学文化 山梨市立山梨南中学校 非　常　勤 国　　　語
平22　文・英語英米文 東京都立墨田工業高等学校 臨時的任用 英　　　語
平24　文・英語英米文 川崎市教育委員会（小学校） 専　　　任 全　　　科
平24　文・英語英米文 静岡県立浜名高等学校 専　　　任 英　　　語
平26　文・英語英米文 神奈川県立厚木北高等学校 専　　　任 英　　　語
平26　文・英語英米文 学校法人日本大学（日本大学鶴ヶ丘高等学校） 専　　　任 英　　　語
平27　文・英語英米文 埼玉県立所沢商業高等学校 期　限　付 英　　　語
平27　文・英語英米文 学校法人立花学園（立花学園高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平27　文・英語英米文 学校法人堀越学園（堀越高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平27　文・英語英米文 神奈川県立有馬高等学校 専　　　任 英　　　語
平27　文・英語英米文 長野県明科高等学校 常　　　勤 英　　　語
平27　文・英語英米文 神奈川県立菅高等学校 専　　　任 英　　　語
平27　文・歴史 沼津市立今沢中学校 常　　　勤 社　　　会
平27　文・歴史 学校法人星野学園（星野高等学校） 常　　　勤 地理歴史・公民
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主な教員就職先一覧

就職
年度 卒業年・学部・学科 就　　　職　　　先 職　名 教　科

平
　
成
　
27

年
　
度

平27　文・歴史 鎌倉市立玉縄中学校 臨時的任用 特 別 支 援
平27　文・歴史 学校法人盈進学園（東野高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平27　文・歴史 横浜市立菅田中学校 専　　　任 社　　　会
平26　文・環境地理 茨城県立石岡第二高等学校 専　　　任 地 理 歴 史

平27　文・環境地理 萩市立木間小・中学校
長門市立三隅中学校 非　常　勤 社　　　会

平22　ネットワーク情報・ネットワーク情報 神奈川県立横浜栄高等学校 専　　　任 情　　　報

平27　ネットワーク情報・ネットワーク情報 練馬区立上石神井中学校
練馬区立大泉第二中学校 非　常　勤 数　　　学

平27　ネットワーク情報・ネットワーク情報 学校法人拓殖大学（拓殖大学第一高等学校） 非　常　勤 数　　　学
平27　ネットワーク情報・ネットワーク情報 埼玉県立八潮南高等学校 非　常　勤 数　　　学
平25　院経営・修士 学校法人鷗友学園（鷗友学園女子高等学校） 専　　　任 情　　　報
平24　院文・修士 学校法人向上学園（自修館中等教育学校） 専　　　任 英　　　語

平
　
　
　
　
成
　
　
　
　
28

年
　
　
　
　
度

平28　経済・経済 市川市立東国分中学校 少人数学習等担当補助教員 社　　　会
平28　経済・経済 神奈川県立深沢高等学校 常　　　勤 地 理 歴 史
平21　法・法律 藤沢市立湘南台中学校 専　　　任 社　　　会
平26　法・法律 むつ市立大畑中学校 非　常　勤 社　　　会
平28　法・法律 学校法人旭川宝田学園（旭川明成高等学校） 専　　　任 地理歴史・公民
平28　法・法律 野田市立東部中学校 専　　　任 社　　　会
平26　法・政治 川崎市立橘中学校 専　　　任 社　　　会
平28　経営・経営 川崎市立高津中学校 非　常　勤 社　　　会
平26　商・マーケティング 綾瀬市立落合小学校 専　　　任 全　　　科
平28　商・マーケティング 山梨県立塩山高等学校 期　限　付 商　　　業
平28　商・マーケティング 海老名市立柏ヶ谷中学校 非　常　勤 社　　　会
平28　商・マーケティング 学校法人矢谷学園（鳥取城北高等学校） 非　常　勤 商　　　業
平25　文・日本語日本文 学校法人成田山教育財団（成田高等学校） 専　　　任 国　　　語
平27　文・日本語 神奈川県立鎌倉高等学校 専　　　任 国　　　語
平28　文・日本語 大和市立つきみ野中学校 臨時的任用 国　　　語
平28　文・日本語 学校法人菅生学園（東海大学菅生高等学校） 非　常　勤 国　　　語
平28　文・日本語 富士宮市立富士宮第四中学校 常　　　勤 国　　　語
平28　文・日本語 上田市立塩田中学校 常　　　勤 国　　　語
平28　文・日本語 神奈川県立保土ケ谷高等学校 期　限　付 国　　　語
平28　文・日本語 北区立堀船中学校 期　限　付 国　　　語
平28　文・日本文学文化 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平28　文・日本文学文化 東京都立杉並工業高等学校 専　　　任 国　　　語
平28　文・日本文学文化 学校法人明星学園（浦和学院高等学校） 常　　　勤 国語・書道
平22　文・英語英米文 足立区立伊興中学校 専　　　任 英　　　語
平26　文・英語英米文 大村市立西大村中学校 臨時的任用 英　　　語
平28　文・英語英米文 神奈川県立厚木清南高等学校 期　限　付 英　　　語
平28　文・英語英米文 日本工業大学駒場中学校・高等学校 非　常　勤 英　　　語
平28　文・英語英米文 学校法人立花学園（立花学園高等学校） 非　常　勤 英　　　語
平28　文・英語英米文 浦添市立神森中学校 専　　　任 英　　　語
平28　文・英語英米文 荒川区立諏訪台中学校 期　限　付 英　　　語
平28　文・哲 学校法人東海山形学園（東海大学山形高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平26　文・歴史 千葉県立船橋夏見特別支援学校 臨時的任用 特 別 支 援
平26　文・歴史 神奈川県立麻生総合高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平27　文・歴史 静岡県教育委員会 専　　　任 社　　　会
平27　文・歴史 葉山町立南郷中学校 専　　　任 社　　　会
平28　文・歴史 学校法人沼津学園（桐陽高等学校） 非　常　勤 地 理 歴 史
平28　文・歴史 神奈川県立相模原高等学校 専　　　任 地 理 歴 史
平28　文・環境地理 伊勢崎市立宮郷中学校 臨時的任用 社　　　会
平20 ネットワーク情報・ネットワーク情報 神奈川県立綾瀬西高等学校 専　　　任 情　　　報
平27 ネットワーク情報・ネットワーク情報 埼玉県立飯能高等学校 専　　　任 数　　　学
平26　人間科・社会 港区立白金小学校 専　　　任 全　　　科
平28　人間科・社会 富士市立岩松中学校 専　　　任 社　　　会
平28　院文・修士 学校法人駿台学園（駿台学園中学・高等学校） 常　　　勤 国　　　語
平28　院文・修士 神奈川県立大楠高等学校 専　　　任 英　　　語
平28　院文・修士 学校法人成立学園（成立学園中学・高等学校） 常　　　勤 英　　　語

デ
ー
タ
編

資格課程年報『パッソ ア パッソ』No.19/28 63



司書課程・司書教諭課程主な就職先一覧（図書館／図書関係）

学芸員課程主な就職先一覧

勤　　　　　務　　　　　先
川口市立中央図書館 八街市立図書館（千葉県）
（株）図書館流通センター 藤沢市総合市民図書館（神奈川県）
日本獣医生命科学大学付属図書館 日本原子力研究所研究情報部情報メディアライブラリー
信州大学附属図書館 長岡市立中央図書館（新潟県）
大和市立図書館 （株）雄松堂書店
武蔵大学図書館 青山学院女子短期大学図書館
東京大学法学部図書館 国士舘大学鶴川図書館
日外アソシエーツ（株） 追手門学院大学附属図書館
見附市立図書館（新潟県） 学校法人橘学苑（橘学苑中学校・高等学校）
（株）有隣堂 相模原市立相模大野図書館（神奈川県）
女子栄養大学図書館 神奈川県立川崎高等学校
公立はこだて未来大学情報ライブラリー 横須賀市立中央図書館
東京医科大学図書館 （株）三省堂書店
杉並区中央図書館（東京都） 神奈川県立図書館
横浜市立図書館 江東区立亀戸図書館
土木学会附属土木図書館 横浜総合リハビリテーションセンター図書室
専修大学図書館 法政大学多摩図書館
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勤　　　　　務　　　　　先
宮城県栗原市役所 逓信総合博物館
行田市郷土博物館 （財）山武郡市文化財センター
下妻市ふるさと博物館 （株）乃村工藝社
さいたま市浦和くらしの博物館民家園 調布市郷土博物館
行方市玉造公民館（資料館） 日本民藝館
野田市郷土博物館 東京国際美術館
東京都埋蔵文化財センター 町田市フォトサロン
すみだ郷土文化資料館 栃木県立博物館
群馬県埋蔵文化財調査センター 山梨県立考古博物館
町立湯河原美術館 福井県立歴史博物館
高山市立郷土館 新発田市教育委員会
国際航業株式会社 入間市郷土博物館
鳥羽水族館 静岡市立登呂博物館
秋田県埋蔵文化財センター 松戸市立博物館
埼玉県埋蔵文化財センター 箱根美術館
栃木県埋蔵文化財センター 大牟田市三池カルタ・歴史資料館
由利本荘市矢島郷土文化保存伝習施設 東京都教育委員会
富岡市立美術博物館　福沢一郎記念美術館 青森県教育委員会
（東京）電力館 高知県教育委員会
ＭＯＡ美術館 愛媛大学東アジア古代鉄文化研究センター
九州国立博物館 八街市郷土資料館
高松市歴史資料館 鳥取県教育委員会
臼杵市教育委員会 愛知県大口町歴史民俗資料館
飯田市教育委員会 新潟県教育委員会
佐渡市教育委員会 紅ミュージアム
（公財）メトロ文化財団 埼玉県立さきたま史跡の博物館
米沢市教育委員会 三重県教育委員会
宇都宮市教育委員会 鶴ヶ島市教育委員会
松本市教育委員会 ふじみ野市教育委員会
岡崎市教育委員会 太田市教育委員会



平成28年度　資格課程年間行事表

課　程 教　　職　　課　　程 司　書　課　程 司 書 教 諭 課 程 学　芸　員　課　程

月 行　　　　事 対  象
年  次 行　　事 対  象

年  次 行　　事 対  象
年  次 行　　　　事 対  象

年  次

4 月

上　旬

中　旬

教職・司書・司書教諭・学芸員課程履修ガイダンスおよび各種納金（全学年）※  一部 3 月
履　修　科　目　登　録　お　よ　び　履　修　修　正（全学年）

介護等の体験事前オリエンテーション 3・4

実習希望校との内諾交渉
介護等の体験事前講習会

3
3・4

5 月

上　旬

中　旬

教育実習事前ガイダンス
教育実習
（5月〜11月）
介護等の体験開始
（5月中旬〜3月上旬）

4
4

館務実習事前ガイダンス
博物館見学実習
博物館実習（館務実習）
（5月〜12月）

3・4
3・4
3・4

6 月

上　旬

下　旬

教育実習登録ガイダンス
教育実習内諾書の提出
教員免許状一括申請
ガイダンス

3
3

3・4

4

図書館実習
事前ガイダンス

3・4
司書教諭修了証書
申請ガイダンス
（3年次までに司
書教諭の単位をす
べて修得した者）

4

7 月 下　旬 前　期　試　験　（全　学　年）

8 月

夏期休暇（8月上旬〜9月中旬）
前　期　追　試　験　（全　学　年）

図書館実習
（8月〜12月）

3・4

9 月

下　旬 教員免許状授与申請書
確認ガイダンス

4 司書教諭修了証書
申請ガイダンス
（4年次で司書教
諭の科目を履修し
た者）

4 館務実習登録ガイダンス
（第1回）

2・3

10月 上　旬 教職公開講座 1〜4

11月

中　旬

下　旬 教育学会 1〜4

館務実習登録ガイダンス
（第2回）
実習希望博物館との内諾交渉

2・3

2・3

12月
中　旬 司書課程就職

（進路）懇談会
1〜4

1 月

上　旬

中　旬

図書館実習
報告会

1〜4

後　期　試　験　（全　学　年）

2 月 中　旬 後 期 追 試 験 （ 全 学 年 ）
館務実習承諾書の提出 2・3

3 月 22日 教員免許状の交付 4
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教員採用試験対策特別講義実施結果

● 平成 26 年度  実施結果

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 1 回
1 ．実  施  日　　平成 26 年 8 月 7 日（木）　11：00 ～ 16：20
2 ．実施場所　　サテライトキャンパス
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　長船　孝明  先生　本学卒業生（昭和 53 年  商学部会計学科卒）

東京都立荒川商業高等学校校長
5 ．内　　容　　（１）講演：テーマ「求められる教師像」

（２）面接試験（集団・個人）
（３）評価の視点
（４）面接練習　①集団討論　②個人面接
（５）まとめ

6 ．参  加  者　　 10 名（内卒業生 3 名）
7 ．主　　催　　エクステンションセンター・教職課程協議会

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 2 回
1 ．実  施  日　　平成 26 年８月 20 日（水）　11：00 ～ 17：10
2 ．実施場所　　専修大学神田校舎　ゼミ 45 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験　 一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　神山　安弘  文学部特任教授

矢吹　芳洋  経済学部教授
森田　司郎  法学部准教授

5 ．内　　容　　（１）講演：テーマ「教員採用二次試験の現状と教育課題について」
（２）個人面談（面談後のコメント含む）
（３）場面指導（場面指導後のコメント含む）
（４）模擬授業（模擬授業後のコメント含む）

6 ．参  加  者　　 6 名（内卒業生 5 名）
7 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

・教員採用試験懇談会
1 ．実  施  日　　平成 27 年 2 月 24 日（火）　16：30 ～ 18：00
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　 1 号館 2 階　 123 教室
3 ．対  象  者　　平成 28 年度教員採用試験を受験する者（卒業生も受講可）
4 ．参  加  者　　 15 名（内卒業生 0 名）
5 ．内　　容　　教員採用試験二次試験合格者の体験談および質疑応答
6 ．ゲ  ス  ト　　清水　耕太郎（横浜市教育委員会・中学校社会・文学部歴史学科 4 年）

井上　采美（横浜市教育委員会・中学校社会・法学部政治学科  卒業生）
村舘　公大（茨城県教育委員会・高等学校地理・文学部環境地理学科  卒業生）

7 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

● 平成 27 年度  実施結果

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 1 回・2 回
1 ．実  施  日　　第 1 回　平成 27 年 8 月 4 日（火）　10：00 ～ 15：00

第 2 回　平成 27 年 8 月 5 日（水）　10：00 ～ 15：00
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　 4 号館 2 階　 421 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　神山　安弘  文学部特任教授

森田　司郎  法学部准教授（ 8 / 5 のみ）
5 ．内　　容　　（１）面接票、指導案等の作成指導

（２）個人面接、集団面接等
6 ．提  出  物　　各自該当するものを当日持参

二次試験当日に教育委員会に提出する面接票、指導案等
7 ．参  加  者　　第 1 回　平成 27 年 8 月 4 日（火）　 13 名（内卒業生 4 名）

第 2 回　平成 27 年 8 月 5 日（水）　 12 名（内卒業生 2 名）
8 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 3 回
1 ．実  施  日　　平成 27 年 8 月 7 日（金）　11：00 ～ 16：00
2 ．実施場所　　専修大学サテライトキャンパス　スタジオＡ
3 ．対  象  者　　教員採用試験一次試験合格者

（教員採用試験対策講座受講生以外および卒業生でも受講可）
4 ．担当講師　　長船　孝明  先生　本学卒業生（昭和 53 年 商学部会計学科卒）

東京都立荒川商業高等学校校長　
5 ．内　　容　　（１）主に東京都の教育に求められる教師像など簡単な講義

（東京、千葉、神奈川、埼玉の 2 次試験のポイント、評価方法等）
（２）個別指導（主に個人面談）

6 ．参  加  者　　 12 名（内卒業生 0名）
7 ．主　　催　　エクステンションセンター・教職課程協議会

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 4 回
1 ．実  施  日　　平成 27年 8月 20日（木）　11：00 ～ 17：00
2 ．実施場所　　専修大学神田校舎　 1号館 5階　ゼミ 56 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　神山　安弘  文学部特任教授

矢吹　芳洋  経済学部教授
森田　司郎  法学部准教授

5 ．内　　容　　（１）面接票、指導案等の作成指導
（２）個人面接、集団面接等

6 ．提  出  物　　各自該当するものを当日持参
二次試験当日に教育委員会に提出する面接票、指導案等

7 ．参  加  者　　 9 名（内卒業生 3 名）
8 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

・教員採用試験懇談会
1 ．実  施  日　　平成 28年 2月 23日（火）　16：30 ～ 17：45
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　 1号館 2階　 123教室
3 ．対  象  者　　平成 29年度教員採用試験を受験する者（卒業生も受講可）
4 ．参  加  者　　 37 名（内卒業生 0名）
5 ．内　　容　　教員採用試験二次試験合格者の体験談および質疑応答
6 ．ゲ  ス  ト　　伊藤　圭哉（千葉県・千葉市教育委員会・中学校・高等学校社会・法学部法律

学科 4年）
飯田　美沙子（神奈川県教育委員会・高等学校地理歴史・文学部歴史学科4年）

7 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

● 平成 28 年度  実施結果

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 1 回・2 回
1 ．実  施  日　　第 1 回　平成 28 年 8 月 4 日（木）　10：00 ～ 17：30

第 2 回　平成 28 年 8 月 5 日（金）　10：00 ～ 15：30
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　4 号館 2 階　422 教室・423 教室・424 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　神山　安弘  文学部特任教授

蔭山　雅博  商学部教授（ 8 / 4 のみ）
森田　司郎  法学部准教授（ 8 / 4 のみ）
小峰　直史  文学部教授（ 8 / 5 のみ）
松岡　路秀  商学部兼任講師（ 8 / 5 のみ）

5 ．内　　容　　（１）面接票、指導案等の作成指導
（２）個人面接、集団面接、集団討論、集団協議、場面指導、模

擬授業
6 ．提  出  物　　各自該当するものを当日持参

二次試験当日に教育委員会に提出する面接票、指導案等
7 ．参  加  者　　第 1 回　平成 28 年 8 月 4 日（木）　26 名（内卒業生 3 名）

第 2 回　平成 28 年 8 月 5 日（金）　21 名（内卒業生 2 名）
8 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第 3 回
1 ．実  施  日　　平成 28 年 8 月 11 日（木）　11：00 ～ 16：00
2 ．実施場所　　専修大学サテライトキャンパス　スタジオＡ・Ｂ
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者

（教員採用試験対策講座受講生以外および卒業生でも受講可）
4 ．担当講師　　長船　孝明  先生　本学卒業生（昭和 53 年  商学部会計学科卒）

東京都教育庁都立学校教育部特別支援教育課発達障害教育推進員
（元東京都立荒川商業高等学校校長）
加瀬　きよ子  先生　本学卒業生（昭和 62 年  商学部商業学科卒）
東京都立江東商業高等学校副校長
矢吹　芳洋  経済学部教授
中野　育男  商学部教授
片桐　一彦  文学部教授

5 ．内　　容　　（１）主に東京都の教育に求められる教師像など簡単な講義
（東京、千葉、神奈川、埼玉の 2 次試験のポイント、評価方

法等）
（２）個別指導（主に個人面談）

6 ．参  加  者　　 22 名（内卒業生 6 名）
7 ．主　　催　　エクステンションセンター・教職課程協議会

・教員採用試験二次試験対策特別講義　第４回
1 ．実  施  日　　平成 28 年 8 月 18 日（木）　11：00 ～ 17：00
2 ．実施場所　　専修大学神田校舎　 1 号館 4 階　ゼミ 42 教室・43 教室・46 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験　一次試験合格者（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　神山　安弘  文学部特任教授

矢吹　芳洋  経済学部教授
森田　司郎  法学部准教授

5 ．内　　容　　（１）個人面接
（２）集団面接、集団討論、場面指導、模擬授業

6 ．提  出  物　　各自該当するものを当日持参
二次試験当日に教育委員会に提出する面接票、指導案等

7 ．参  加  者　　 13 名（内卒業生 2 名）
8 ．主　　催　　教職課程協議会・エクステンションセンター

・教員採用試験対策特別講義　第 1 回
1 ．実  施  日　　平成 28 年 8 月 26 日（金）　10：00 ～ 12：30
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　 5 号館 1 階　 511 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験受験予定者　 1 年次 ～ 4 年次（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　伊藤　雅夫  先生  本学卒業生（昭和 54 年  経済学部経済学科卒）

江東区立第二砂町中学校校長
5 ．内　　容　　（１）自己紹介および現在の学校現場について

（２）求められる教師像（役職の立場から思うこと）
（３）人物試験（ 2 次試験）の学習の仕方とその実際

6 ．参  加  者　　 25 名（内卒業生 0 名）
7 ．主　　催　　エクステンションセンター・教職課程協議会

・教員採用試験対策特別講義　第 2 回
1 ．実  施  日　　平成 28 年 11 月 26 日（土）　13：30 ～ 15：45
2 ．実施場所　　専修大学生田校舎　 1 号館 2 階　 122 教室
3 ．対  象  者　　教員採用試験受験予定者　 1 年次 ～ 4 年次（卒業生も受講可）
4 ．担当講師　　東京アカデミー講師

鎌倉　美月（長野県教育委員会・高等学校国語・文学部日本文学文
化学科 4 年）

青木　一博（東京都教育委員会・中学校・高等学校英語・文学部英
語英米文学科卒業生）

寺谷　　淳（神奈川県教育委員会・高等学校地理歴史・文学部歴史
学科 4 年）

5 ．内　　容　　（１）東京アカデミー講師から各教育委員会の採用試験の概要説明
（２）教員採用試験二次試験合格者の体験談および質疑応答

6 ．参  加  者　　 26 名（内卒業生 0 名）
7 ．主　　催　　エクステンションセンター・教職課程協議会
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平成28年度  教職公開講座開催結果

1 ．開 催 日　　　平成 28 年 10 月 1 日（土）
2 ．時　　間　　　 13 時 00 分 〜 17 時 10 分
3 ．場　　所　　　専修大学生田校舎　 1 号館
4 ．参加人数　　　Ⅰ部：採用試験体験談 ① 142 名　採用試験体験談 ② 132 名　　Ⅱ部： 246 名
5 ．内　　容

（ 1 ）採用試験体験談および優れた教育実践に学ぶ ① −今の教育現場について−（専大ＯＢ・ＯＧ）

（ 2 ）優れた教育実践に学ぶ ② − 求められる教師像 −

（３）タイムテーブル

講　師 東京都八王子市立館小中学校統括校長
専修大学商学部兼任講師　齋　藤　博　志　先生

時　　間 内　　容 場　　所

Ⅰ部
13：00

13：55

13：00～13：05 講師の紹介 該当教室
13：05～13：25

（20分）
採用試験体験談①

国　語　　齋  藤　若  菜　先生
社　会　　佐  野　優  貴　先生
商　業　　松  田　尚  之　先生
小学校　　今  野　希  洋　先生

１２４教室
１１７教室
１２１教室
１２２教室

13：35～13：55
（20分）

採用試験体験談②
英　語　　渡 邊　新 一　先生
地理歴史・公民 飯 田 美紗子　先生
数　学　　車 谷　祐 希　先生
小学校　　井 上　侑 子　先生

１２４教室
１１７教室
１２１教室
１２２教室

Ⅱ部
14：00

17：10

14：00～14：15 オリエンテーション １１４教室
14：15～14：55

（40分）
優れた教育実践に学ぶ①

−今の教育現場について−
国　語　　齋  藤　若  菜　先生　　井  上　侑  子　先生
英　語　　渡  邊　新  一　先生
社　会　　佐  野　優  貴　先生　　今  野　希  洋　先生
地理歴史・公民 飯  田  美紗子　先生
商　業　　松  田　尚  之　先生
情報・数学 車  谷　祐  希　先生

１２１教室
１１７教室
１２５教室
１２４教室
１２２教室
１２３教室

14：55～15：05 質問用紙の提出 該当教室
15：05～15：35

（30分）
−現職教員とのディスカッション−

国　語　　齋  藤　若  菜　先生　　井  上　侑  子　先生
英　語　　渡  邊　新  一　先生
社　会　　佐  野　優  貴　先生　　今  野　希  洋　先生
地理歴史・公民 飯  田  美紗子　先生
商　業　　松  田　尚  之　先生
情報・数学 車  谷　祐  希　先生

１２１教室
１１７教室
１２５教室
１２４教室
１２２教室
１２３教室

15：35～15：50 休  憩
15：50～16：50

（60分）
優れた教育実践に学ぶ②

−求められる教師像−
東京都八王子市立館小中学校統括校長
商学部兼任講師　　齋  藤　博  志　先生

１１４教室

16：50～17：10 まとめ

～

～

講　　　　　　　師
（卒業年･学部･学科） 勤　　務　　先 科　目

齋　藤　若　菜　先生
（平成 27 年 3 月　文学部　日本文学文化学科　卒業） 横浜市立南高等学校附属中学校 国　語

渡　邊　新　一　先生
（平成 23 年 3 月　文学部　英語英米文学科　卒業） 神奈川県立山北高等学校 英　語

佐　野　優　貴　先生
（平成 28 年 3 月　人間科学部　社会学科　卒業） 富士市立岩松中学校 社　会

飯　田　美紗子　先生
（平成 28 年 3 月　文学部　歴史学科 　卒業） 神奈川県立相模原高等学校 地理歴史・公民

松　田　尚　之　先生
（平成 27 年 3 月　商学部　マーケティング学科　卒業） 岐阜県立各務原西高等学校 商　業

車　谷　祐　希　先生
（平成 23 年 3 月　ネットワーク情報学部　ネットワーク情報学科　卒業） 戸田市立新曽中学校 数　学

今　野　希　洋　先生
（平成 26 年 3 月　人間科学部　社会学科 　卒業） 港区立白金小学校

小学校井　上　侑　子　先生
（平成 27 年 3 月 文学部　日本語学科 　卒業） 横浜市立上大岡小学校



平成28年度　司書課程就職（進路）懇談会開催結果

開 催 日：平成 28 年 12 月 19 日（月）　
時　　間： 16：30 〜 18：00
場　　所：専修大学生田校舎ゼミ 105 O 教室（ 10 号館）
ゲ ス ト：小池信彦氏（調布市立図書館　館長）
参加者数： 19 名
内　　容：調布市立図書館の小池信彦館長から「図書館で働く」というテーマで、公共図書館における司書

としての仕事内容や、業務に必要な知識や技術について説明していただくとともに、自治体の正
規職員として図書館に就職することについての近年の動向やご見解を伺った。また、調布市立図
書館の司書の方々が業務経験について語る動画を観たうえで、その内容について解説していただ
いた。参加者からは、学校司書として働くことの可能性や、公務員試験のための準備について、
非正規での就職についてなどの質問が出され、終始和やかな懇談が行われた。

平成28年度　司書課程図書館実習報告会開催結果

開 催 日：平成 29 年 1 月 10 日（火）　
時　　間： 16：35 〜 18：05
場　　所：専修大学生田校舎ゼミ 101 H 教室（ 10 号館）
参加者数： 11 名
内　　容：今年度、千代田区立千代田図書館、横浜市立旭図書館、いわき市総合図書館、和歌山県立図書館、

専修大学図書館の各館で図書館実習を経験した5名の学生に、実習館の概要、実習で経験した業
務の概要、今後に向けての自身の展望などについて報告してもらった。5名の報告ののち、実習
生と参加者、教員を交えて、盛んな質疑や意見のやり取りがあり、充実した時間となった。なお、
和歌山県立図書館で実習を経験した川端亜依さんには、「司書課程」のページに「図書館実習を
終えて」を執筆していただいたので、あわせて読んでほしい。デ

ー
タ
編
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平成28年度　資格課程教員紹介

《教職》

《司書・司書教諭》

《学芸員》

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経済学部 教　　授 矢吹　芳洋 公民科教育研究１・２

経済学部 講　　師 角田真紀子 教育相談の理論と方法

法 学 部 教　　授 鈴木　秀光 法律学ａ・ｂ

法 学 部 准 教 授 森田　司郎 道徳教育指導論

経営学部 教　　授 嶺井　正也 教育原論

商 学 部 教　　授 蔭山　雅博 地理歴史科教育研究１・２

商 学 部 教　　授 中野　育男 商業科教育研究１・２

文 学 部 教　　授 上原　秀明 人文地理学概論ａ

文 学 部 教　　授 江崎　雄治 人文地理学概論ｂ

文 学 部 教　　授 大谷　　正 日本史ａ・ｂ

文 学 部 教　　授 大庭　　健 倫理学ａ・ｂ

文 学 部 教　　授 片桐　一彦 英語科教育研究１・２

文 学 部 教　　授 鐘ケ江晴彦 教育社会学

文 学 部 教　　授 苅谷　愛彦 自然地理学概論ａ

文 学 部 教　　授 小峰　直史 教職入門

文 学 部 教　　授 高橋　龍夫 国語科教育研究１・２

文 学 部 教　　授 田邉　祐司 英語科教育研究３・４

文 学 部 教　　授 貫　　成人 哲学 a・ｂ

文 学 部 教　　授 廣瀬　玲子 中国文学講義ａ・ｂ

文 学 部 教　　授 山本　　充 地誌学ａ・ｂ

文 学 部 准 教 授 赤坂　郁美 自然地理学概論ｂ

文 学 部 准 教 授 松尾　　治 書道科教育研究１・２

文 学 部 特任教授 神山　安弘 教職実践演習

ネットワーク情報学部 准 教 授 望月　俊男 情報科教育研究２

人間科学部 助　　教 服部あさこ 教育社会学

経済学部 兼任講師 崔　　玉芬 心身の発達と学習の過程

経済学部 兼任講師 種藤　　博 社会科教育研究３・４

経済学部 兼任講師 増田　純一 社会科教育研究１・２

法 学 部 兼任講師 金ヒョン淑 教育課程論

法 学 部 兼任講師 中村　文夫 教育行政学

法 学 部 兼任講師 松村　芳明 法律学ａ・ｂ

法 学 部 兼任講師 宮崎　孝治 教育原論

経営学部 兼任講師 大和田雄一 教育原論

商 学 部 兼任講師 泉　　貴久 地理学ａ・ｂ

商 学 部 兼任講師 齋藤　博志 社会科教育研究１・２

商 学 部 兼任講師 高崎　　彰 生徒・進路指導論

商 学 部 兼任講師 藤本　一美 地理学ａ・ｂ

商 学 部 兼任講師 前川　明彦 人文地理学概論ａ・ｂ

商 学 部 兼任講師 松岡　路秀 社会科教育研究１・２

商 学 部 兼任講師 丸山　浩明 地誌学ａ・ｂ

商 学 部 兼任講師 山本　　馨 教職入門

文 学 部 兼任講師 小泉　秀人 外国史ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 小長野航太 倫理学ａ・ｂ

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

文 学 部 兼任講師 小林　克則 外国史ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 小林　孝秀 日本史ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 角田　清美 地誌学ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 田口　博子 宗教学ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 田中　禎昭 日本史ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 富永　裕子 英語科教育研究１・２

文 学 部 兼任講師 根本　欣哉 国語科教育研究３・４

文 学 部 兼任講師 正野　泰周 倫理学ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 村松　弘一 外国史ａ・ｂ

文 学 部 兼任講師 山下　　直 国語科教育研究１・２

ネットワーク情報学部 兼任講師 飯塚　久男 教育方法論

ネットワーク情報学部 兼任講師 大木　　博 情報と職業

ネットワーク情報学部 兼任講師 大塚慎太郎 数学科教育研究１・２

ネットワーク情報学部 兼任講師 北澤　　武 教育実習２

ネットワーク情報学部 兼任講師 脇本　健弘 情報科教育研究１

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 教　　授 大曽根　匡 図書館情報技術論

文 学 部 教　　授 荻原　幸子 図書館概論

文 学 部 教　　授 野口　武悟 図書館情報資源概論

経済学部 兼任講師 御園生　純 生涯学習概論

法 学 部 兼任講師 斎藤憲一郎 情報メディアの活用

経営学部 兼任講師 中山美由紀 学校経営と学校図書館

経営学部 兼任講師 渡辺　暢惠 学習指導と学校図書館

文 学 部 兼任講師 太田　順子 図書館情報資源特論

文 学 部 兼任講師 汐崎　順子 図書館サービス特論

文 学 部 兼任講師 須賀　千絵 図書館制度・経営論

文 学 部 兼任講師 千代原真智子 児童サービス論

文 学 部 兼任講師 中川　恭一 図書館制度・経営論

文 学 部 兼任講師 中島　玲子 情報サービス演習２

文 学 部 兼任講師 中和　正彦 図書館情報資源特論

文 学 部 兼任講師 長谷川昭子 図書館サービス概論

ネットワーク情報学部 兼任講師 榎本裕希子 情報資源組織演習 1・２

ネットワーク情報学部 兼任講師 竹村　和子 学校図書館メディアの構成

ネットワーク情報学部 兼任講師 日向　良和 情報サービス演習１

所属学部 職　名 氏　名 主要な担当科目

経営学部 教　　授 内田　欽三 博物館概論

経営学部 兼任講師 小瀬戸恵美 博物館資料保存論

経営学部 兼任講師 水本　和美 博物館実習

文 学 部 兼任講師 小林　　克 博物館経営論
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